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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　思うに学生にとって一番大切なのは、勉強ではなく遊びであろう。

　よく知らないのだが、筋トレは三日続けたら一日休むのが効果的らしい。そうすることによって、消しよう耗もうした筋肉に回復の余地を与える。これは勉強も同じで、遊びを挟むことによってより高みへとステップアップできる、と思う。

　にもかかわらず、教育者は学生に遊ぶ時間を与えようとしない。これはゆゆしき問題だ。学力の低下は人間力の低下。ひいては国力の低下に繫つながる。国は早急に教育体系を見直して、いっそうのゆとり教育を進めるべきだろう。

　つまりなにが言いたいのかというと、夏休みが終わってしまったということだ。

　俺おれこと瀬せ能のうナツルの高校二年生の夏休みは、幸福なものになる予定だった。一年生の夏休み最後の日、あまりに地味だった日々を反省して、「二年になったら夏休みは狂ったように遊んで、想い出を作る」と決意したのだ。たとえば沙さ倉くらさんと仲良くなって海に行って、もう皆がうらやむくらいのバラ色の青春を送るとか。あるいは山でやっぱりバラ色とか。

　なのに現実は、そんなに楽しくなかった。

　いやね、楽しくなる予定だったんだよ。海はプールになったけど泳いだし、泊まりもあったし、ついでに群ぐん馬ままで行った。これだけだと、青春をエンジョイしたように見えるだろ。

　そうじゃないから困る。というか、死にたくなる。プールはいつものようにバトルになっちまって、群馬はカレーを食わされた。ついでに財布までなくしてしまう始末だ。まあ、財布はあとで返ってきたけどさ。

　だいたい、俺はケンプファーとかいう存在にならされているのだ。しかも変身すると女になるというおまけつき。一年の時は平凡な高校生だったのに、変へん貌ぼうするにもほどがある。しかも美人に化けたりするからたちが悪い。

　そんなわけで、あまりのことに家でふて寝をしていたら夏休みが終了。理不尽にもほどがある。楽しくもなんともない。一言で表すと、「疲れた」ということになるんだが、高校生が疲れるなんて世も末だよ。

「やり直してえ……」

　つい俺は呟つぶやいた。心が漏れている。公道ならポリスがとんでくるか、救急車に乗せられて心療内科の出番だが、幸いここは自室だった。

「なにをやり直すんですか」

　机の上から声がする。

　俺おれはそっちに顔を向けた。聞いてきたのは内臓を露出したぬいぐるみ、ハラキリトラだった。

　今さら説明をする必要もないと思うが、こいつは化学繊維の分際で日に本ほん語ごを喋しやべる。最初は霊に取り憑つかれている気がしていたが、さすがに慣れてきたところだ。ちなみに声はしずかちゃん（先代）。

　ところで、なんでこいつがはらわたを露出しているのかというと、そういうシリーズだから。キモいね。この「臓物アニマル」を作っているおもちゃメーカーは、赤字を全力で垂れ流しているそうで、この前心機一転、ついに社名を「臓物アニマル株式会社」と変更したらしい。なにも一転していないのが恐ろしい。

「夏休みだよ、決まってるだろ」

　と俺は言った。さすがに生まれるところからは面倒くさい。

「そうですか？」

　ハラキリトラは首を傾かしげた。首が短いから傾げているようには見えないが、なんかそんな仕草。

「別にこのままでいいじゃないですか。楽しいでしょう」

「楽しい訳あるか」

　さすがぬいぐるみ。頭がおかしい。

「こっちは面白おかしく過ごしたかったのに、戦闘になるわ財布は忘れるわで、気が休まる暇もなかったんだぞ。なにが楽しいんだ。休み前にセーブポイントさえあれば、戻ることができたのに」

　人生という奴は厄介で、セーブがなければリセットボタンもない。しかもぼんやりしているだけで時間が過ぎていく。ポーズもないとは恐るべきゲームだ。

「あれ？」

　ハラキリトラはまた首を傾げた。

「テーマパークに泊まったとき、戦闘とかありましたっけ」

「あったじゃねえか。白のケンプファーとどんぱちやった」

「あれれ？」

　ハラキリトラはなにか疑問を持っていそう。顔はほとんど変化がないから分かりづらいが、疑問符を浮かべていた。

「そうでしたっけ」

「そうだと言ってるだろう」

「覚えてないんですよねえ。平和だった気が」

「あんな平和があるか」

　戦闘したのに平和とは、感覚が麻ま痺ひしているにもほどがある。戦わないと生きていけない傭よう兵へいみたいなやつだ。

「記憶障害って、ぬいぐるみにもあるんですかねえ」

「ぬいぐるみのことが、俺おれに分かるわけねえだろ」

「んー、でもなんか呼び出された気もするんですよね」

「なんだそりゃ」

　臓物アニマルを呼び出す奴がいるのか。お前は召喚獣なのか。いきなり空から内臓剝むき出だしの動物が降ってきたら、呼び出した奴も腰抜かすだろ。

「えとですね、テーマパークとホテルのことはほとんど覚えていないのですが」

「ボケたな」

「でも、うっすらと集められたような覚えがあるんですよ」

「集めるってなんだ」

　まだ臓物アニマルのコレクターがいるのか。たまらんな。市民権剝はく奪だつしろよ。

　ハラキリトラは、ゆっくりと言った。

「一か所に集められてですね、こう、演説を聞いたような」

「選挙とかか？」

「違います。なんかわたしたちだけがいました」

「わたしたちってなんだよ」

「臓物アニマルです」

「最悪だな」

　内臓が露出した動物大集合なんて、悪夢としか思えない。そんなのはおもちゃ屋のワゴンだけでたくさんだ。

「そこでなんか聞いたんです」

「なにを」

「……忘れました」

「阿あ呆ほう」

　俺は罵ののしった。我慢してたわごとを聞いているのに、忘れたはないだろう。

「夢なんじゃねえのか」

「ぬいぐるみが夢なんか見るんですか」

「だから俺おれは知らん」

「とにかく、そんな気がするんですって」

「単に集まっただけじゃねえか。他の臓物アニマルってなんだよ。在庫処分セールかよ」

「わたしたちの仲間だと思うんですよ」

　ハラキリトラは熱弁していた。ただ、自分でも信じ切れないらしく、歯切れが悪い。

　俺はというと、まったく信じていなかった。なんでこんなやつの言うことを聞かなきゃならんのだ。時間の無駄だ。

「とにかく、そんなことがあったんですって」

「そうか良かったな。それがなんか、今度の役にでもたつのか」

「全然そんな気がしません。むしろ、ナツルさんが酷ひどい目に遭あいそうな予感がします」

「やめろ馬ば鹿か」

　縁起でもねえ。ただでさえ、人生の天てん秤びんが「不運」に傾いているというのに。

　俺はベッドに寝転がった。ただでさえ夏休みが最悪だったのに、ぬいぐるみとの会話に時間を費やすのも馬鹿らしい。

　とにかく意味のない夏だった。なにも起こらないのならまだいいが、俺の身辺は引っかき回されるし。












　それになんと言っても、沙さ倉くら楓かえでさんのことがあった。

　俺おれの頭の奥には、彼女の妖しい微笑みが、しっかりと刻み込まれていた。

　あのときの沙倉さんは最高に格好良かった。俺は昔からちょっと影があったり無口だったりする女の子に弱いのだ。明るくて分け隔て無く接してくれる沙倉さんも、実に素晴らしいが、そこに冷たさが加われば完かん璧ぺきである。念のために言っておくが、冷たいだけの女は最悪だ。どこかの高校の生徒会長とか。

　沙倉さんは俺たちと敵対している。いきなり戦いをふっかけてきたから間違いない。それ自体はショッキングな話だ。

　だが沙倉さん一筋の俺としては、なんとかこの好機を生かしたくもあった。だってさ、よく考えてみると、彼女の意外すぎる一面を知ってる男ってのは俺だけなんだぜ。これってチャンスじゃね？　女の子が自分の内面を男にさらけ出すなんて、もう告白してきたのと同じだろう。

　実際は告白されたわけじゃないのでなんとも言えないが、憧あこがれの人ではあるのだ。今までは話をするだけで満足だったのに、さらに一ランク上の交際がはじまると思えばいい。敵かどうかなんて些さ細さいな問題だろう。

　しかし現実には戦いを挑んでくるんだから、なんとかしないと。

「なあおい」

　俺は惚とぼけているハラキリトラに呼びかけた。最近のこいつはこっちからアクションを起こさないと、返事がないことが多い。今朝は積極的なので珍しいくらいだ。

「なんですか」

「お前、沙倉さんのことをなんか知らねえの」

「いきなりそんなこと言われたって、分かりませんよ」

「元は沙倉さんの持ち物だろ。重要なことを覚えていたりしねえのかよ」

「うーん」

「いきなり沙倉さんが凶暴になっちゃったんだぞ。あれはどうにかならないのか」

　ハラキリトラは腕組みを……するのは無理なので、脇わきを締めた格好で悩んだ。

「元々ですねえ。ナツルさんのところに来るまで意識がないんですよ」

「どういうこった」

「ナツルさんにもらわれてから、メッセンジャーとして活動をはじめたんです」

「寝てたのか。トラのくせに冬眠するのか」

「そうじゃなくて、ケンプファーになる人の手に渡ってから意識を持ったというか……それまでは封印というか空っぽと同じ状態なんです」

　初耳だった。聞いてもどってことないネタではあるが。

「プログラムの入っていないパソコンのようなもんか。役にたたんやつだ」

「でもですねえ、テーマパークで、どこかに集まった気がするって言ったでしょう」

「それが？」

「どうもあのときに、沙さ倉くらさんがいたような、いなかったような……」

　またハラキリトラは考え込んだ。

「お前沙倉さんが買ったんだから、そのころのこととごっちゃになったんじゃねえの」

「だってナツルさんのとこに来る前は覚えていないんですよ」

　言われてみればそうだ。しかし、沙倉さんが臓物アニマルになんの用があるんだろう。あの手のコレクションに熱を入れてる人だから、ぬいぐるみに話しかけるくらいのことは、平気でしているとは思う。風の噂うわさによると、ぬいぐるみどころか臓物アニマルのグッズ一つ一つに名前をつけて、血縁まで作りあげたそうだ。さすがです。

「集めたのが沙倉さんってことか？」

「そうかもしれません」

「いまさら？」

「そう言われてしまうと、自信がありません。ぬいぐるみですから」

　ぬいぐるみだしねえ。

　こいつの言ってることは役にたつようでたたない。ま、いずれ分かるときも来るだろう。

　また時間を消費してしまった。朝なのに。

　朝？　はて、この日はなんかあったような。

「学校じゃないんですか」

　とハラキリトラ。ガッコウとはまた面めん妖ような単語……じゃねえよ。

　そうだった。今日は二学期最初の日なんだ。ちくしょうめ、現実逃避にハラキリトラの妄想が合わさって、すっかり忘れていた。

　急いで時計を見る。いかん、朝飯を食べるかどうか、微妙な時間だ。どうすっか。

　迷ったが、結局朝食を取ることにした。やはり食べるものは食べないと、一日を乗り切ることができない。

　下に降りていって朝食準備。といっても、カレーが山ほどあるからそれを食べればいい。楽と言えないこともない。

　電子レンジで解凍して腹に詰め込む。この間六分。うむ、早い。近ちか頃ごろカレーが嫌いになっていたのだが、見直した。やはりカレーは日に本ほん人じんの友だ。

　自室に戻って学校へ行く準備。ハラキリトラが「もう食べたんですか。早いですね」と感心していた。自分でもそう思う。

　鞄かばんに適当に教科書を放り込む。と、チャイムが鳴った。

「なんだ……？」

「新聞の集金ですかね」

　ハラキリトラが吞のん気きなことを言う。

「払う金なんかねえぞ」

「だったら、お迎えじゃないんですか」

　なんだか俺おれが死ぬみたいだが、迎えはあり得る。幼なじみの近こん堂どう水み琴ことが、しばしばやってきて私生活に干渉するのだ。迎えならいいんだが、あいつはカレーばっかり食べさせるからなあ。

「水琴なら来ても無駄だ。さっきカレーを食べた」

「じゃあ紅あか音ねさんじゃないですか」

「来てどうすんだ。一緒に学校行くのか」

「他に理由はないでしょう」

　確かに、迎えとはそういうもんだ。

　しかし、紅音ちゃんかあ。今までこんなことしたことあったっけな。

　俺は用意を調え、玄関に向かった。まあ、たまには二人で登校というのもいいか。女の子と二人きりなんだから、喜ぶべきだよな。

　またチャイムが鳴った。「はいよ」と答えて開ける。

　俺の動きは、そこで固まってしまった。

　ひとの家の玄関にいたのは、なんと我が星せい鐵てつ学院の生徒会長、三さん郷ごう雫しずくだったのだ。

　背が高くて長く豊かな黒い髪。手入れがさぞかし面倒だろうと思うのだが、これだけ決まっていれば苦労のかいもあるってものだろう。

　彼女は例によって、なにやらマネキンじみた瞳ひとみで俺を見ていた。そして左腕を返して時計を眺めた。

「ちょっと遅くない？　遅刻ギリギリよ」

「……おい」

「あまり生徒の遅刻が多いようだと、生徒会に改善勧告が来るのよ。生徒の自治を守りたかったら、自分を律して欲しいものね」

「……おい、会長」

「なあに」

「なんで俺の家に来るんだよ！」

「あら。いけないの？」

　まったく悪いことをしたという口調ではない。少しは申し訳ながったりするもんじゃないのか。

「私は、前にも瀬せ能のう君の家に来たことがあるけど」

「そうだけどよ」

「瀬能君も、私の家に来たわよね。泊まりで」

「……あれは事故なんだよ！」

　嫌なことを思い出させやがって。正確には未遂なんだが、雫しずくの自宅に泊まったおかげで、俺おれの心の傷はまた一つ増えたのだ。ここ最近トラウマがバクテリアのように増殖しているのは、全部こいつのせい。

　それにしてもこの光景はなんだ。どうして一生徒を生徒会長様が迎えに来るんだ。補導のつもりか。

　いやもしかしたら、俺と縁を切りたいのかもしれない。「あなたには愛想が尽きた」とかなんとか。尽かされる義理はないが、別にそれでも構わない。雫といるだけで精気が吸い取られてしまうのだ。

　ここで雫と別れることができるのは僥ぎよう倖こうというものだろう。いやもちろん、元から付き合っているつもりはありませんよ？

「行きましょう」

　俺の気持ちを無視し、こいつは無情なことを言った。念のために質問。

「……学校か？」

「当たり前よ」

「一緒に？」

「そう」

　当たり前のように口にしている。その一言が男の心を、深く傷つけることを知らないのか。結婚しない男が増えているのはお前のせいな。

　断ろうにも、俺は制服を着て鞄かばんも持っている。

「……分かったよ」

　諦あきらめて玄関から出た。二学期スタートだというのに、なんという不幸。

　俺と雫は並んで学校に向かう。実に不思議だ。入学当初は考えもしなかった組み合わせ。

　おまけに会話もない。なにか喋しやべった方がいいんだろうか。昨今の日に本ほんの政治についてとか。駄目だ、雫は軽々ついてくるだろう。明めい治じ維い新しんからの日本民主制度についてとか議論を挑まれたら、勝ち目がない。

　仕方がないので、どうでもいいようなことを言った。

「……今日は天気いいな」

「曇りよ」

　あっさり返される。そうですね。雲の量が多いですね。雨が降りそうですね。

　おかげで話しかけるチャンスを失った。最悪だ。いや、そもそも話す必要があるのだろうか。だいたいなんで俺おれが気を遣ってるんだよ。雫しずくは平気な顔してるし。

　どう考えてもおかしい。俺がパニック起こすぞ。いいのか。

「……なあ会長、うちの高校って、男女交際禁止だよな」

「ええ、そう」

「俺たちが一緒に登校するのってまずくないか」

「まずいわね」

　そう言ったくせに、どんどん歩いていく。だからどうしたと言いたげな口調だった。

　神経が太いにもほどがあるだろ。俺はなんとか、この場からいなくなる口実を探した。

「教員に見つかったら停学処分だ。会長の座から降ろされるぞ」

「そうね」

　またこれで話が終わる。どうなってんだ。

　ああしかし、どうして俺は「家から通いやすいから」なんて理由で星せい鐵てつ学院を選んでしまったんだ。おかげでこの有様だよ。不幸が山盛りてんこ盛りだ。最悪の頭に「史上」をつけてもまだ心の中を表現するのに足りない。

　ずっと前、俺は沙さ倉くらさんとも一緒に登校したことがある。あんときはケンプファーなんて言葉も知らない普通の男だったのに。今は沙倉さんどころか雫と一緒だ。人生どこに転がるのかさっぱり分からん。

　しばらく無言の登校が続く。だがあまり長くは続かなかった。

「実はね」

　雫が喋しやべり出した。実はどうしたってんだ。

「ちょっと不思議なことがあったのよ」

「どんな。俺と会長が並んでいることならかなり不思議だぞ」

「カンデンヤマネコっているでしょう」

　彼女は俺の台詞せりふをあっさり無視した。仕方ないので話題に乗る。

「そんな動物いたっけ」

「私の臓物アニマルよ」

　そういやいたな。確か雫にくっついているやつで、やっぱり喋る。

「あの子がおかしなことを言い出したのよ。みんなが集められたって」

「へ？」

「テーマパークに泊まったときにね、臓物アニマルが一か所に集められてなにか聞かされたらしいの。はっきりとは覚えていないらしいけど」

　どこかで聞いた話、どころではない。ついさっき同じことを聞かされたばかりだ。

　そこでふと気づく。あれ、じゃあ俺おれを誘って学校に行こうとしたのは。

　聞いてもいないのに、彼女は認めた。

「そうよ、臓物アニマルのことを聞きたかったから」

　相変わらずだ。この女はちゃんと目的があって行動している。衝動的に行動することがない。

　そして俺は利用される側になってしまうわけだ。むむ。これが世に言う都合のいい男か。いずれボロ切れのように捨てられるのかな。

　雫しずくはあまり気にしていない模様。

「瀬せ能のう君のところはどうなのかって思って」

「会長と同じだよ」

　俺は手短に、部屋での会話を話した。ハラキリトラの言葉はなるべく再現する。

　雫はたいして驚かなかった。もっとも俺は、こいつが仰天しているところを見たことがないんだが。

「どういうことだと思う？」

「どうって……俺はハラキリトラのたわごとだと思ってた」

「そうね、私も最初は噓うそかもしれないと考えたわ。でも、あの日、ホテルにいたぬいぐるみがどちらも同じ経験をしているんだから、本当にあったって思うのが自然ね」

「集まったってことが？」

「そう」

　ううむ、雫の意見に同意するのは癪しやくだが、その通りだ。

　説明を忘れたが、臓物アニマルは俺たちをケンプファーにした張本人である。あいつらはメッセンジャーであって張本人ではないと主張しているが、似たようなもんだ。

　しかし俺のところだけではなくて、雫のところでも同じことが起こっているとは。ひょっとして臓物アニマル大集合って、ワゴンセールでも在庫処分市でもなく、なにか重大なことが起こっていたんだろうか。

「なあ会長、もしかしたら俺たちだけじゃなくて……」

「ええ。美み嶋しまさんや近こん堂どうさんのところも一緒でしょうね」

　む。やはり。

　メッセンジャーの臓物アニマルは、ケンプファーなら全員所持していた。あいつらがいきなり変身させられてパニックになっている俺おれたちを説得するのだ。中には紅あか音ねみたいに、臓物アニマルが喋しやべるたびに窓から放り投げていた人間もいたそうだが。

「確認をした方がいいかもしれないけど」

　雫しずくは言った。紅音と水み琴ことに、だな。

「聞くまでもないでしょうね」

「だよな」

　喋るぬいぐるみたちが一か所に集合するなんて、さぞかし騒がしいと思うがどうなんだろう。それとも黙って誰だれかの演説でも聞いたりしたんだろうか。

「臓物アニマルたちは、勝手なことばかり言っていると思ったんだけど……」

　雫が呟つぶやくように語った。

「もしかしたら、誰かが集合するように命じたのかも」

「誰がだよ」

　ハラキリトラは違うな。あいつはどっちかというと面倒くさがりだ。紅音のセップククロウサギも違うはず。ウサギのくせに一いつ匹ぴき狼おおかみタイプだ。

　雫はあらかじめ答えを用意していたかのように言った。

「可能性が高いのは、一人ね」

　一匹ではなく一人。とすると……？

「楓かえでよ」

　俺は黙った。楓とは沙さ倉くらさんのことだ。雫は幼なじみなので、下の名前で呼んでいる。不届きなやつだ。俺みたいにさんづけをしろ。

　周知の通り沙倉さんは俺だけではなく、星せい鐵てつ学院全体の人気者で憧あこがれの的である。特に「会長みたいなクールな人はちょっと」という男子生徒の間では、非常に人気がある。無論俺もその中の一人。

　だが彼女は最近になって、それまでの優しくて美しい表情を一変させ、襲いかかるようになった。もちろん、俺たちにだ。夏休み中の学校で戦ったんだが、無茶苦茶強かった。あの優しい沙倉さんがああも強烈な面を見せるなんて。

　振り返ってみれば事件の中心にいたり、臓物アニマルを配ったりと怪しいところはあった。だがいざこうしてみると「沙倉さんが敵」という事実はそれなりに俺にのしかかる。

　なんか気が重くなってきた。美しさにはほれぼれするけど。

「なんで……俺の沙倉さんはああなったんだ？」

「余計な単語がついているけど、普通に考えれば、モデレーターかその仲間だからでしょうね」

「でもさ、沙さ倉くらさんは俺おれと普通に話をすることもあるぞ。会長だってホテルとかでずっと遊んでいただろ」

「ええ。いつもの楓かえではモデレーターのことなんかおくびにも出さない、普通の女の子よ」

「どういうこった」

「楓の中に別の楓がいる、と考えれば分かりやすいかもね」

　またややこしいことを。人格が二つに分裂しているとでも言いたいのだろうか。そりゃ精神医学かＳＦの世界だろ。

　だが説得力はある。確かにあの変へん貌ぼうっぷりはそう考えでもしないと、理解に苦しむ。

「もしかしたら」

　雫しずくは付け加えた。

「戦っている楓の方が、本当の姿かもしれないけど」

「……」

　それはちょっと嫌だ。

　なんで「ちょっと」程度なのかというと、前にも述べたが敵意を見せた沙倉さんはとっても格好よかったから。あのままでも好きになれるよ俺。

　でも武器を手に突っ込んで来られると、やはり対処に困る。痛いのは嫌だ。どうにかならないだろうか。

　しかし、あの沙倉さんが幻というか俺が見た幻覚というのも考えられる。実はいつものように優しくて、それでいて冷徹なところもちょっとだけ帯びている、星せい鐵てつ一の美女。うん、これならいい。これからも幸せになれる。

　そう考えていたら、隣の女が余計なことを言った。

「瀬せ能のう君がなにを考えているか想像つくけど、現実を直視するのも大事なことよ」

　雫が俺を引き戻した。なにを言うか、ああいう美人はどのように変化しても美しいままというのが証明されたのだ。それだって現実だ。

　かすかにため息をつく雫。

「あなた、あんな目にあったのに、まだ楓のことを崇拝しているの？」

「信仰を捨てるのは、俺のアイデンティティを揺るがすんだよ」

「信仰ねえ。宗教？」

「むしろ哲学に近い」

　なんか俺、難しいことを言ったぞ。でも信じることをやめたら信者じゃなくなる。沙倉教万歳。

「まったくもう……あなたのその考え方、変えることはできないのかしら」

「このままだっていいだろ。俺おれの自由だ」

「私はそれじゃ困るのよ」

　なに言ってるのか分からん。どうしてお前が困るのだ。むしろ沙さ倉くらさんを崇あがめる俺を応援して欲しい。

「中学のときから、沙倉さんの信奉者なんだよ」

「私だって楓かえでのことは前から知ってるわよ。でもねえ、あの娘こが敵に回ったんだから、それなりの対処が必要でしょう」

「敵に回ったからって、嫌いになる必要はないだろ」

　俺は大威張りで言った。格好いいんだよ、あの沙倉さんも。

　だが雫しずくには関係ないらしい。

「さっき言ったでしょう。私が困るの」

「なんで」

「そういうものなの。だいたい私がどうしてあなたを迎えに来たと思っているの？」

「臓物アニマルの話をするためだろ」

「それだけじゃないわよ」

　雫は不敵な顔で見つめている。

「いやでも普通に考えれば、この話をしたいからだろ」

「違うわ」

　はっきり言いやがった。

「ナツルと一緒に登校したいからよ」

　うわわ。またそんなことを。しかもナツルだよ、呼び捨てだよ。

　俺は急いで周囲を見回した。知ってるやつとか学校関係者とかいねえだろうな。こんなところを見つかったら、絞首台か割腹ものだ。

　雫は当然のように近寄ってきた。車でいうと幅寄せ。

「あの、会長」

「なに？　もっと近づいて欲しい？」

「そうじゃなくて、もうすぐ学校だぞ」

「遅刻はしなくてすみそうね」

「それはいいんだけど……それよりも、こんなところ見つかったら大変じゃねえかよ。校長室に呼び出されたりしたらどうするんだ」

「困るわ」

「だろ。だから俺おれは」

「ナツルは私と一緒にいるのが嫌？」

「……」

「……そんなに嫌いなの？」

　嫌いに決まってるだろ。

　しかし、心の中で言うのは楽だが口に出すのはやっぱりちょっと抵抗があった。他人を憎んだり嫌ったりするのって、やっぱ辛いじゃん。嫌うのにもエネルギーがいるし、嫌われる方だって大変だ。俺も小学生の頃ころ、友達に「嫌い」と言われたことがあるから、ここらはよく分かる。むろんこれは、人として他人を罵ののしるのに抵抗があるだけであり、相手が雫しずくかどうかという問題ではない。

　いつも雫を避さける言動はしていたが、嫌いとだけは言ったことがなかったはずだ。それだけこの単語は重いのである。俺は人生経験の短い高校生でガキっぽいところばかりだが、そこは理解しているつもりである。

　とはいえ雫と一緒は嫌だ。だって食われる気がするんだもん。蛇ににらまれたカエルだよ、本当に。

　しばらく考えた末、あいまいに頷うなずいた。

「嫌なの？」

「あー……まあ」

「きちんと言ってくれないと」

「なんというか……」

「……そう」

　勘がいい女だ。言いたいことが分かったらしい。

　雫はふと寂しげな顔に……なんかなりゃしない。逆に、にやっとしやがった。

「私は、そうやって私を嫌う瀬せ能のう君も、大好きよ」

　そして俺の腕をがっしりと摑つかむ。

「さあ、みんなに見せつけましょうね」

　ずるずる引きずっていきやがった。こら、そろそろ校門だぞ。お前女なのに、なんでこんなに力あるんだよ。

「うわ、馬ば鹿か、離せ！」

「いいじゃない。楽しいわ」

「俺は楽しくねえ。やっぱお前は嫌いだ。死んじゃえ」

「百歳過ぎたら死んでもいいわ」

　どうなってんだこいつの神経は。俺おれがどれだけ嫌おうがなんの関係もないのかよ。さっき少しでもためらった自分を後悔した。お前なんか嫌いだよ。嫌い嫌い嫌い。ばーかばーかばーか。百どころか二百まで生きそうなツラをしてるくせに。

　やばい、あそこ曲がったら校門だ。今の時間帯なら、当然風紀の教員が出張っているはず。あんなゲシュタポみたいなのに捕まったら最悪だ。

「やめろ会長、警察呼ぶぞ」

「じゃあ私は弁護士を立てて戦うわ」

「訳わかんねえよ。やめろ、いや、やめてください」

「やめないわ」

　こいつ最悪だよ。うわーん、馬ば鹿かー。お母さんに言いつけてやる。

　もう本当にやばい。教員に見つからなくても、星せい鐵てつの男子生徒にバレたってまずいのだ。雫しずくは人気があるから、男共が徒党を組んで俺をギロチンにかけようとするだろう。フランス革命の革命裁判所より残忍な連中になるはずだ。助けてロベスピエール。

　ずるずる。曲がり角が近づいてくる。今いる道は人通りが少ないから助かっているが、あそこは大通りに繫つながっている。すぐに、雫と腕を組んでいるところを見られてしまう。

　こうなったら、助かる手段はこれしかない。

　俺は右腕に力を込めた。

　自分の周囲の空気が震ふるえる。俺は真っ白な光に包まれた。

　一瞬ののち、姿が女となった。ケンプファーに変身したのだ。

　雫が露骨に嫌な顔をした。へへん、これなら腕を組んでも文句はない。女同士だから……まあこれも色々想像を豊かにする輩やからがいるだろうが、基本的に問題はない。

「瀬せ能のう君は、前にもそうやって難を逃れようとしたわね」

　雫の声が、若干低い。やーい、どうだ悔しいか。

「命が惜しいんだよ」

「私と付き合ってることが知られたって、構わないじゃない」

「命に拘わる」

「大げさよ。女の姿になっても……」

　と言いかけて、止まった。なにか考えている風。

「……ま、いいわ」

「いいなら離してくれ」

「そうはいかないわよ」

　雫しずくはそのまま俺おれを引っ張っていった。

　角を曲がって通りに出た。いきなり人口が増える。大半は、星せい鐵てつ学院の生徒だ。

　みんな俺たちに注目していた。当たり前だろうな。特に俺の横にいる生徒会長様は、校内中の有名人だ。

「お……おはようこございます、会長」

「会長……おはよう……ござい……ます……」

「おはよう」

　何人かの生徒が雫に会釈したり挨あい拶さつしたりした。隣の女は一人一人、丁寧に返事をする。

　生徒たちは皆、まず雫に向かって挨拶をしていた。それから不審そうに、あるいは疑問を浮かべて、あるいは目を輝かせて俺のことを眺めるのだ。みんな隣にいる男……じゃねえや、女の俺を虫みたいに考えているのだろうか。

　校門へ向かう。俺は焦った。

「おい会長、そっちは女子部だぞ!?」

「そうよ。決まってるじゃない。あなたも私も女なんだから」

　そういやそうだ……って、じゃあ俺は男子部行けないじゃねえか。遅刻確定だよ。

　あー、初日っから遅刻なんて、担任に嫌味言われるぞ。それか東ひがし田だに馬ば鹿かにされる。

「だから、男のままの方がよかったのに」

　雫が言った。そりゃそうだが、男だともっと悲惨な運命が待ちかまえていたはず。どっちも最悪だったのだが、ややマシな方を選んだと思うしかない。

　校門には女教師が立っていたが、俺たちをうさんくさげに眺めていた。なにも言わなかったのは、日ごろのおこないがいいからだろう。雫の。

　そして校内へ。待ちかまえていた女の子たちが、一斉に驚きよう愕がくの声を上げた。

「きゃーっ、会長とナツルさんが」

「ナツル様は、沙さ倉くらさんとできていると思ったのに!?」

「すっごい、これってニュースじゃない!?」

　各々勝手なことを言っている。

　ところでこの女子生徒たちはなにものか。実は俺や雫を待ちかまえていたのである。以前にも説明したはずだが、俺にはファンというか、ぶっちゃけストーカーとあまり変わらない女の子が付いている。似たようなのは雫にもいるのだ。なにせ生徒会長様だからな。さらに沙倉さんにもいて、まるで三さん国ごく志しのように勢力を競っていた。

　この中で一番アグレッシブなのは、実は俺のファンである。俺は男と女の二役をやっているため、一般生徒の半分の時間しか女子部に顔を出さない。それに女の姿で登校すること自体があまりないものだから、レアキャラとして人気があるのだ。噂うわさによると「瀬せ能のうナツルが登校するパターンを解かい析せきする会」なんてのもあるらしい。ポケモンかよ。

　これが男の俺おれにつきまとってくれれば少しは嬉うれしくもなるんだが、そんなことは欠片かけらもなかった。どうも極端な人生である。

　女の子たちは俺と雫しずくを遠巻きにしていた。そして仲間内でひそひそやっている。なんか怖いぞ。

　俺たちが動くと女の子たちも動く。そしてその外側には野次馬がいて、やっぱり一緒になって動く。とんだ大移動だった。

「どうなってんだ、これ」

　俺は嘆いた。

「どうもこうも、見たままでしょう」

　隣の会長様はいつも冷静である。

「始業式どうするんだよ、このまま教室行くのか」

「いつかはみんな、解散するわよ」

「いつかっていつだ」

「いつかよ」

　それまでこの地獄を体験してなきゃならないのか。

　すると雫はさらに俺に近づいていっそう腕を絡めた。うわきゃー。

　周囲からはきゃーと歓声。声が黄色い。女の子って、本当に耳の奥を刺激するように叫ぶんだよな。

　一緒になって野次馬も騒いだものだから、俺は騒音の中心に放り込まれた気分だった。

「会長、離れろよ」

「なんで」

「このままじゃなにもできねえだろ」

「そうね」

　おや。あっさりと引いたぞ。目の前に三年生の校舎があるのが効いたか。

「すぐに始業式だから、こうしていられないわ」

　真面目まじめだな。結構なことだ。なにかにつけて面倒くさがる俺とはさすがに違う。

「そうそう」

「なんだ」

「美み嶋しまさんと近こん堂どうさんに、臓物アニマルのことを聞いておいてくれるかしら」

　途中で話していたことか。雫がどんどん身体からだを寄せてくるものだから、気を取られて忘れていた。

「そりゃいいけど」

「頼むわね」

「でもただ働きってのはなあ……」

　なんだか釈然としない。どうも俺おれはこの女に、いいように動かされているんではなかろうか。できれば自分で聞いてくれないか。

「嫌なの？」

「嫌ってわけじゃ……」

「じゃあこれ、お礼の前払い」

　不意に頰ほおに、熱いものを感じた。雫しずくが唇を押しつけたのだ。そして周囲からの、きゃーきゃーいう歓声。

「ちょっと……！　おい！」

「頼むわね」

　そう言うと、彼女はさっさと三年生の校舎に入ってしまった。













　　○






　俺おれは遅刻すれすれで、教室に入ることができた。もちろん女子部である。男子部は遅刻どころか顔を出さないと欠席だ。

　あのあと、興奮した女子生徒たちが突っ込んできたので、逃げ出すのに骨が折れた。まるで津波か王蟲オームの突進だ。女子を刺激すると悲惨なことにしかならない。

　そんで始業式。まあこれは、体育館に並んでつまらん話を聞くだけで終わった。意味ねーぞとブーイングをあげても仕方がない。世の中には必要な儀式というものがある。視線を足下にでも落として、早く終わりますようにと念じているのが賢いやり方だ。

　教室はとりあえずの安息の地だったが、女の担任教師が「夏休み、先生は一日中家に籠こもってネットゲームをしていた」といらん告白をした。ゲームもできない人間はろくな大人にならないそうだが、こういうことを教え子に喋しやべってしまうのは、やはりゲーム脳と言うべきだろう。

　しかもそのあと、夏休みになにをしたか一人一人に喋らせようとする暴挙に出ていた。これは各所からのブーイングで中止となったが、もしかしたら皆、男と十八禁なことをしていたため露見するのを恐れたんではなかろうか。

　ともあれ、女子部での初日は、なんとかクリアできるかと思われた。大人しくしてりゃそうそう悪いことも起こったりはしないだろう。

　俺は休み時間を利用して、紅あか音ねの座席まで出向いた。彼女は真面目まじめに出席している。

「紅音ちゃん、話があるんだけど」

「はい……」

　彼女は俺にどんよりした視線を向けた。ちょっとたじろぐ。変身前はそれほど明るく騒いだりはしない娘こだが、これはちょっと暗すぎる。なんかショックな出来事でもあったのか。腹でも壊したとか。変身してしまうと、今度は暴れ出すんだが。

「なんでしょう……」

「えっと、聞きたいことが……。だけど、大丈夫？」

　つい気遣ってしまった。なんか俺の質問より、彼女の具合が気にかかる。

「あまり大丈夫じゃないです……」

「えっ、どうして？」

「だってナツルさんが……」

「俺？」

　この台詞せりふは極力声を小さくした。声質だけは男の俺と同じなので、下手をすると女ではないことが露見してしまう。

「ナツルさんが……」

「……？」

「おやおや、そんなところでなにをなさっているんですか」

　横から別の声。

「どうも一人の女性を落ち込ませてしまったようですね」

「紅あか音ねちゃん死にそうだー」

「一種のＤＶですね」

　このクラスの名物三人組。委員長さんに副委員長さん、会計さんである。

　俺おれは警戒した。彼女たちが絡んでくると、大抵いいことにならない。トラブルを連れてくるというより、震源地なのである。しかも委員長さんが種をまいて副委員長さんが肥料をやり、会計さんが刈り取るという役割分担までできている。

「……どうしたって？」

　俺はこの三人に、慎重になりながら訊きいた。

「ナツルさんは美み嶋しまさんを傷つけたのです」

「ナツルたんは悪い女だねー」

「今のうちに、民事裁判に備えた方がいいと思います」

　不吉なことを言う。

「なんで……？」

「美嶋さんだけではありません。瀬せ能のうさんのせいでショックを受けた娘こたちが、他にも多数」

　と委員長さん。なんだそりゃ。

「だからなんで……？」

「今朝のことです。登校時の」

「……？」

「あそこで会長にキスされましたね。そのことで皆、落ち込んでいるのです」

「……え」

　俺は驚きよう愕がくした。なんでそんなことを知っているんだ。あの輪の中にあんたらいたか。

「どうして……」

「新聞部の西にし乃のますみさんが、言いふらして回っていますから」

　ますみちゃんかよ。彼女もいなかったはずだが、情報提供者が紛まぎれていたんだろうな。女子新聞部は、校内に情報網を構築しているって噂うわさだ。

「うちのクラスはそれほどショックを受けたりはしなかったのですが」

「驚いてもお金になりませんから」

　委員長さんの台詞せりふを会計さんが引き取る。相変わらず銭が全てだな。

「いやー、でもこのことを紅あか音ねちゃんに話したら、落ち込んじゃって」

　そして副委員長さんはわははと豪快に笑う。これっぽっちも悪いと思っていない様子。雫しずくとは違う意味で神経が太い。

「紅音ちゃんって、わりとナツルたんのファンだったんだねー」

「いや……でも……」

　これは反論せざるを得ない。

「あれくらいのことで……」

「ほお、あれくらいですか」

　委員長さんの眼鏡の奥が、妖しく輝く。

「ナツルさんにとってはあれくらいでも、ファンの娘こたちにとっては一大事です」

「そうそう、ナツルたんが会長に盗られちゃうんだから」

「そ、そうなの……？」

　つい聞き返してしまった。そろそろ俺おれの理解の範はん疇ちゆうを超える。

　会計さんがメモ帳を取り出した。

「当然です。わたしのデータによると、瀬せ能のうさんのファンは基本的に、他人の交際関係には動じません。むしろ誰だれと誰がくっついたかで妄想し、盛り上がります」

　そうなのか。妄想で盛り上がるってのも俺にはない発想なのだが、噓うそではないんだろう。会計さんは性格は悪いが情報は正しい。

「ですが、ごく一部に熱狂的な娘が存在します。瀬能さんに過度の潔癖性を求め、信仰の対象としてみているタイプです。今回はあきらかに、彼女たちに多大なダメージを与えたと考えられます」

　この台詞に、委員長さんと副委員長さんは大きく頷うなずいていた。

　開いた口が塞ふさがらなかった。なんだ信仰の対象って。宗教かよ。どっかで聞いた話だぞ。俺はいつの間にシンボルになったんだ。

「これは瀬能さんのファンだけに見られる特徴ではなく、むしろ沙さ倉くらさんのファンに多く現れています。聖母信仰とでも申しましょうか」

「……」

「美み嶋しまさんもそこにカテゴライズされるようですね」

　そういや俺も沙倉教の信者だもんな。

　紅音を眺めた。特に異論を挟むつもりはないらしい。むしろ恨めしげに俺を見つめている。

　委員長さんが大きく頷うなずく。

「やはりここは、星せい鐵てつ三大美女の一人として、責任のある行動が必要でしょう」

「そうそう」

「なんでしたら、人としての心がけを説いた本を譲ゆずりますが。安値で」

　なんか立場が悪くなってきた。これはいかん。

「だって……あれは会長に脅されて……」

「おや、脅されたんですか」

　委員長さんの眼鏡が鈍い輝きを放つ。

「どのような」

「え……いや……」

「どんな脅迫なのですか」

「……」

　俺おれは言葉に詰まってしまった。脅されたというか、俺と雫しずくの関係を説明してしまうと、自動的にケンプファーのことも喋しやべることになる。それは大変よろしくない。

「それは……」

「なんです？」

「えと……」

「話せないようですね。まあ、それでもいいんですが」

　いいのか。ちょっとほっとした。

「ですが、これは強請ゆすりの材料になりますね。わたしたちの」

「……？」

「考えてみてください。夏休みに出回った会長の噂うわさを知っていますか。会長は男子部の瀬せ能のうナツルさんと付き合っているのですよ」

「……え！」

「おやおや。ご存じなかったのですか」

　いや、驚いているだけなんだが。なんで俺の名前まで。

「どうしてなのか知りたいようですね。まずメールが出回りました。そして会長が男子の瀬能さんと付き合っていることを認めたのです。そしてわたしたちがひとまとめの噂にして流したと」

　ろくなことしねえ。雫が自分の家でこの三人に喋っていたが、それがあっという間にここまで大きくなるとは。せめて黙っていてくれると思ってたのに。

　委員長さんは実に満足そうだった。

「つまり、ナツルさんは男子のナツルさんから会長を奪った女になるわけです」

「泥棒猫だよ、泥棒猫。いやー、二十一世紀になるのに、こんな単語を使う日が来るなんて思わなかった」

「慰謝料の計算をしたほうがいいですね」

　委員長さんは薄笑いを浮かべていた。副委員長さんは勝利の高笑い。会計さんだけは無表情。

　しかしだな。相変わらずの悪あく辣らつさだが、納得いかないところがあるぞ。

「ちょっと……ちょっと待って……なんで」

　委員長さんが俺おれの言葉を引き取った。

「なんで自分が奪った女になるのかと、そう言いたいわけですね。むしろ会長が二ふた股またをかけたのではないかと」

　その通りだが、あんた鋭いな。

「しかしそれは成り立ちません。世の人間は力のあるものに媚こびると相場が決まっています。会長に不利になる噂うわさが流れるわけがありません。わたしたちも流しません」

「そんな……！」

「女子のナツルさんが男子のナツルさんから会長を略奪。あの完かん璧ぺき人間の女性が同じ女性に流れてしまうのです。この方がセンセーションでニュース性もありますから」

　彼女はよどみなく、俺にとってはろくでもないことを喋しやべっていた。

　頭がくらくらしてきた。そもそも男の俺と女の俺は同一人物で、別に雫しずくを奪ったとかはない。むしろ俺がいいように扱われているというのに。

「これでナツルさんは悪女です。ファンの娘こたちは一部を除いて大喜び」

「女はドラマを好むからねー」

　副委員長さんもうんうんと頷うなずいている。

「男の子も大喜びだよ。『三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会』の連中も歓迎じゃない。きっと『男は失うせろ』って罵ば声せいを浴びせられるのを待ってるよ」

　あんな変態共はどうでもよろしい。

　それにしても委員長さんたちは楽しそうだ。平地に乱を巻き起こすことに情熱をかけているから、嬉うれしくて仕方ないんだろう。顔は綺き麗れいなのに、心が歪ゆがんでおる。

「つまり、これで会長を巡る争いがはじまったってわけだ」

　副委員長さんが笑う。

「しかも、元々ナツルたんは男のナツルたんといい仲になっていたからね」

「ややこしいですね」

　委員長さんが言う。まったくだよ。副委員長さんはむしろそれが楽しいと言いたげだった。

「当分妄想のネタには困らないよ。紅あか音ねちゃんはショックみたいだけど」

　見ると、紅音は目を潤ませていた。

　しかしだな、紅音は男の俺おれと女の俺が同一人物だと知っているんだから、そんなことでショックを受けたとも思えないんだが。

「またキスした……」

　あ、呟つぶやいている。そのことでしたか。

　ほっぺたなんだけど、そんなこと関係ないらしい。キスという事実が重要なのか。紅音はもう視線も合わせようとしないが、席からは動こうとしない。移動せずにプレッシャーを与えているのだ。存在することによる、俺への心理的圧迫である。

　俺は基本的にプレッシャーに弱い。脳内では火事だろうと戦争だろうとどんと来いなのだが、現実で突発的な事件が起こると、あっという間に余裕がなくなるのだ。ただ、今はケンプファー状態なので、なんとか心を保っていた。

　ふと、委員長さんが言った。

「しかし、こうなると沙さ倉くらさんが困ったことになりますね」

「およ、そういやそうだ」

　副委員長さんが応じる。俺も危うく失念するところだった。

「ナツルさんのことは、沙倉さんがかなり好意を持っていた様子。なのに会長と出来てしまったと言うことは」

「おー、こりゃ沙倉さん失恋だね」

「しかも恋のライバルが自分の親友」

「会長と沙倉さんの仲は引き裂かれてしまったんだ。ナツルたん悪女！」

「男の瀬せ能のうさんも加わるのですから、ずいぶんと角の多い関係ですね」

　会計さんが変わらぬ表情で指摘する。えーっと、女の俺が雫しずくと関係があって、でも雫はさっきまで男の俺と関係があって、沙倉さんは女の俺が好きで男の俺にライバル心を持っていて、男の俺は女の俺が好き……？

　何角関係だよ。どうなってんだこれ。こういうのって高等数学で分析してスーパーコンピューターで解かい析せきするんじゃねえの。ピーター・フランクルとかに頼むしかないだろ。

　俺は思わずあたりを見回した。まさか沙倉さんがやってくるのではあるまいな。

「沙倉さんなら、今日は遅刻だそうです」

　委員長さんが言う。なんで知ってるんだ。そしてなんで俺おれの考えてることが分かったんだ。

「今朝学校に連絡があったそうです。始業式に出られなくて残念だと」

　そうなのか。俺にとっては、安心なんだろうか残念というべきなんだろうか。

「まあつまり、ナツルたんは大変ってこと」

「沙さ倉くらさんがいなくてまだよかったじゃん。これで乱入してきたら大変だよ」

　副委員長さんが、ばんばん肩を叩たたいた。痛いって。

　大変なのはそうだが、それにしても紅あか音ねが沈黙しているのが恐ろしい。なにか言いたいけど、自分から言い出すのは死んでも御免という感じ。

　俺はそっと紅音の腕を摑つかんだ。

「ちょっと話が……」

「触さわらないでください……」

　いかん嫌われた。だからと言って、ここで引き下がるわけにはいかぬ。

　俺はしっかりと腕を摑んで引っ張った。

「……外へ」

　立たせて、廊下へ出る。背後では「おや、今度は美み嶋しまさんですか」「誘ゆう拐かいだ」「刑事事件ですね」との声がしていた。あとで覚えてろ。

　教室から出たものの、廊下じゃ意味がない。どこに行こうか迷った。

　でもあまり時間がないな。俺は紅音ちゃんを引っ張って、廊下の突き当たりまで移動した。

　この場所はちょっと特別で、どこにも行けないような突き当たりになっている。正確には外の非常階段に続くのであるが、緊急時にならないと鉄製の扉が開かないようになっていた。

　俺と紅音はそこで向かい合った。なんか話しづらいので男の姿に戻りたいが、そうもいかない。

　彼女は目をそらしている。どことなく口も尖とがっているような感じだ。

　さてどうしよう。俺は恐る恐る切り出した。

「紅音ちゃん……」

「なんですか」

「どうして怒って……」

「決まってるじゃないですか。ナツルさんが会長と……」

「いやあれは、女の俺じゃないか」

　つまり今の姿である。それに急場をしのぐための方策だったのだ。

　紅あか音ねは、目をそらすのをやめて俺おれを睨にらんだ。

「そうじゃないです。一緒に登校したんですから、一緒に歩いていたんですよね」

「うん」

「じゃあ男のナツルさんのときも一緒だったんじゃないですか。どうしてですか。会長が家まで迎えに来たんですか」

　うわっ、鋭い。女の子ってみんなこうなのか。女になった俺ってのはやっぱり姿だけなんだな。なんて感覚が鋭敏なんだ。

「いやそれは」

「そうなんですね。酷ひどいです。会長に興味がないなんて言っているのに……」

「でもあれは会長が無理矢理」

「あたしの方が好みのタイプって言ったのに……」

　ううむ、紅音の言ってることは、それなりに本当だから否定しづらい。

　会長は確かに美人で頭が良く、すぐにでもニュースキャスターとしてやっていけそうなんだが、どうも俺はぴんと来ない。花を見て綺き麗れいだからって、一緒に風ふ呂ろに入ったり寝たりしようなんて思わないだろ。なに、思う？　病院が君を待ってるぞ。

　紅音の方が好みなのも本当なんだ。だけどまあ、そういうこと。

　彼女はくすんくすんと言っている。猛犬モードになって拳けん銃じゆう突きつけられるのも嫌だが、こうなるのも困る。

　どうしようかと考えているうちに、肝心なことを思い出した。

「えっと、紅音ちゃん」

「なんですか。会長にばかり付き合って、あたしにはなにもしてくれないんですね」

「そうじゃなくて……臓物アニマルのことなんだけど」

　紅音が潤んだ瞳ひとみで見上げた。

「紅音ちゃんのとこのセップククロウサギ、変なこと口走らなかった？　集会がどうとか」

「あの子はいつも変なんですけど……言ってました。集められた気がするって」

　ううむ、やはりそうか。

　俺や雫しずくだけじゃなくて、紅音もそうだったのなら、水み琴こともほぼ間違いない。あのぬいぐるみどもは、集まってなにかしたのだ。

　しかしなにをしたのやら。説法でも聞いていたんだろうか。

「あ、あの……」

　紅音が恐る恐る言った。

「それが、なにか……」

「いやちょっと、会長の臓物アニマルもそんなんだったそうだから」

「また会長ですか……」

　見て分かるくらい、彼女は落ち込んだ。ありゃま。

「ああ、ごめん。なにか悪いことした？　よく分からないけど」

「でしょうね……」

　彼女は呟つぶやく。さりげなく非難されたような。

「お詫わびになにかごちそうするよ。マックでいいかな」

「いりません……それよりもですね」

　紅あか音ねは顔を上げた。どことなく決意に満ちた表情。

「ナっ、ナツルさん」

「なに？」

「あの、お、お願いが……」

　とその時。

　廊下にキンコンカンコンと、チャイムが鳴り響いた。

　授業の合図である。俺おれは男子部に移動しようと思っていたんだが、諦あきらめざるを得なかった。女子部の授業に出よう。

「鐘だね」

「……」

「えーと、ごめん。なんの話だっけ……？」

「……いいです」

　紅音は悄しよう然ぜんとして引き上げていった。俺はぽかんと見送る。話そうとしたり話すのを止めたり。まったく、女の子の考えというのは、どうにも理解できなかった。












第二章







　うちの学校ってのはちょっと特殊で、始業式の日にも授業をやる。これは大変に評判が悪く、年に数回は改善要望が出されていた。だが学校側は応じる気配がない。生徒を自由にするばかりではなく、きちんと勉強をさせてるところを示さないと、世間体が悪いんだそうだ。やっぱ寄付金とかにも影響するんだろうな。

　女子部での授業は体育だった。なんだよそれは、休み明けの初しよっ端ぱなから運動させんのかこの学校。

　文句の一つも呟つぶやこうとして、ふと思い出す。あれ、俺おれは体操着をどうしたっけか？

　ものすごく不安になった。急いで廊下に引き返し、並んでいるロッカーを開ける。女子部では廊下に個人用のロッカーが設置されていた。

　端っこの、掃除用具入れの隣にあるロッカーを開けた。ひらがなで「せのう」と書いてある。俺じゃなくて、ファンを自称する娘この仕業だ。これも誰だれが書くかで散々揉もめ事ごとがあったとか。勝手にして欲しい。

　一いち縷るの望みを託して開ける。

「……空だ」

　言うまでもなかった。一学期の終業式の直前、自宅に持って帰ったのである。「いくらなんでも三十日以上ロッカーの中はあり得ない」とおっしゃる方は、俺のずぼらさをご存じない。制服にカビだって生やしてみせるぜ。

　鞄かばんの中にないのは知っていた。道具を適当に放り込んできたが、体操着だけはない。

「うわやべー……」

　教室では、気の早い女子がもう着替えはじめていた。生下着が見られるなんてラッキー、なんて気にはなれない。女の姿だと性欲は低下するし、なにより自分のことをどうにかしなければ。

　服を借りようか。しかし、誰から。女の俺は女子の中では背が高い。なので借りる相手は限定されてしまう。背が低い人間は高い相手から借りられても、逆はない。そもそも仲のいい女の子なんていないのだ。

　ただ、星せい鐵てつ学院は一年から三年まで同じ色の体操着を着用している。名札に学年が書いてあるのだ。だから違う学年の娘から借りても問題はない。水み琴ことに頼もうか……って、あいつ俺より背が低いじゃん。

　男子部から借りるのはもっとあり得ない。大問題だ。そもそも学年では同じ体操着のくせに男女は別なのである。別学であることを強調するためなんだって。差別なんで訴えよう。

　あっという間に手詰まりになった……いや、実は貸してくれそうな人間に心当たりがあるのである。最後の手段なので使いたくないだけ。

　そして、最後の手段しか選択肢がなくなりつつあった。

「……くそ」

　仕方がない。俺おれは決断し、走った。今いる二年生の棟を出て、三年生のところへと向かう。

　目当ての教室にたどり着く。ケンプファーだから早い早い。

　休み時間なので話し声がする。俺は構わず、思いっきり扉を開けた。

「会長！」

　全員の視線が一斉にこちらを向く。あら、こんなことをする生徒って、もしかしたらいないの？

　隅にいた雫しずくがゆっくり立ち上がって、こちらに歩いてきた。

「なんの用かしら、瀬せ能のうさん」

　君付けじゃなくてさん付けなのは、一応立場をおもんぱかったのだろう。まあそんなことはいいや。

「頼みが……」

「珍しいわね。みんな注目してるわよ」

　見ると、教室の三年生たちが俺たちを見てひそひそやっていた。

「なんだ……？」

「朝のことがあったからでしょうね」

　なるほど。雫といい仲になっていると思われている人間が、血相変えてやってきたのである。そりゃ話題にもなるわ。手でも振ってやろうかと思ったが止めた。そんなサービス精神を発揮する必要はない。

　しかし俺をこんな立場にしたのは目の前の女のはず。なのになんで平然としてんだ。

「用事？」

「あ……実は」

　俺は体操着のことを話した。

「忘れたの？」

「うん……」

「背が高いから、普通の娘こじゃ無理だものね」

　そうなのだ。雫しずくもやはり女子部の中では高身長で、俺おれより少し低い程度。だから着られるのである。

　雫は願い事を聞くと、珍しいことに面白そうな表情になった。

「まあ……私の体操服を瀬せ能のうさんが着るの」

「ばっ……」

　なんだこいつ、みんなに聞こえるように言いやがった。教室の中から歓声。きゃーきゃーと、サイレンが止まらなくなった救急車みたいだった。

「いいわよ貸してあげる」

　俺は声が出ない。三年生の皆様は口々に囃はやし立たてていた。

「さすがカップル！」

「同じ服で愛を確かめるのね」

「会長かっこいい」

　なんで格好いいんだよ。

　俺は焦ってしまったが、雫は無視して自分のロッカーまで体操着を取りに行った。手渡してくれる。

「はい、どうぞ」

「どうも……」

　つい両手で受け取る。

　きちんと畳まれていた。これ、男子部の連中にオークション形式で売り出したら、とんでもない高値がつくんだろうな。

「洗ってあるわよ」

「……ずっとロッカーの中に？」

「馬ば鹿かね。今日持ってきたのよ」

　用意していたのか。午後に体育があるのだろうか。なんにせよ俺みたいに間抜けじゃないんだよな。

「洗って返す必要はないわよ」

「そうさせてもらうよ」

「なんなら、持って帰ってもいいけど？」

「そうさせて……いらねえよ！」

　小声で文句を言った。普通の口調で言うんじゃないよ。つい頷うなずきそうになったじゃねえか。

　とりあえず礼を言って、自分の教室へと戻った。三年の女子たちは「美人同士が同じ服を着回すなんて興奮する」とか騒がないように。上級生は泰然としていてください。

　教室に戻ると、もう誰だれもいなかった。これにはほっとして着替えをはじめる。

　雫しずくの体操着は、ちょっと窮屈な感じがしただけで問題なかった。しかし胸に「三さん郷ごう」って名前が書いてあるのは、なんか妙だな。

　そう思ったのは俺おれだけではないようで、グラウンドに出るとたちまち女の子たちが群がってきた。

「瀬せ能のうさん、それ、会長のじゃない!?」

「えー、体操着の貸し借りしてるのー？　すごーい」

「もしかして匂においとかかいだ？」

　そんなことするか。どういう発想だよ。

　委員長さんたちがすばやく寄ってきた。なんと三人ともカメラを持っている。いいのかよ。

「ほほう。これはいい姿ですね」

「ナツルたん、興奮しちゃうよ」

「これは間違いなく売れます」

　誰がどの台詞せりふか説明する必要はないだろう。彼女たちは素早くシャッターボタンを押していた。名札のところを隠そうと思ったが、時すでに遅し。デジタルカメラは、人類が産んだ最悪の発明の一つだ。












「もっとしなを作ってくれませんか」

「エロいポーズだよナツルたん」

「お金のためには身体からだを張らないと」

　誰だれがやるか。俺おれは騒ぎたくなるのをぐっと我慢し、「撮らないで」とつぶやきながらこの場を去ろうとした。ああもう、声が変わらないっていいことないな。

　すると、誰かが体操着の裾すそを引っ張った。こらやめろ。伸びるだろ。借り物なんだぞ。

「ひどい……」

　紅あか音ねの仕業だった。上目遣いになって、恨めしそうに見つめている。

「なにが……？」

「会長の体操着です……見せつけているんですか」

　紅音の声は、底なし沼から響いてくるようだった。委員長さんたちが「早くも修羅場が」「ひゅーひゅー」「このシナリオはいけます」と騒いでいる。君たち、少し黙っていてくれないか。

「別に見せつけてるわけじゃ……」

「わざわざ借りてくるなんて」

「忘れたから……サイズの合う知り合いが他にいない」

「わざと忘れたんですね……」

　違うって、と言ったが信じてくれる様子がない。俺だって屈辱を飲み込んで借りたのに、酷ひどい話だ。

「どうしてなんですか……」

「だって授業できないから」

「きっと会長は、このことでも自分が有利になったと考えています」

　そうなのか。確かにどんなことでも企たくらみに結びつける女だから、十分ありそうな話ではあるが。

　グラウンドで女教師が、集合しろと叫んでいた。こっちの話は休止。俺たちは体育教師の前に整列した。

　天気はあまりよろしくないが授業は外。内容はテニスであった。それはいいんだが、女教師は「テニスができると男にもてる」とか余計なことを言った。クラスの人間は感心して聞いているが、そんなことないと思うぞ。

「ダブルスなので、適当にペアを組むように」

　女教師の指示通りに二人組となった。

　こういうとき男子部で俺おれは、大抵東ひがし田だと一緒になる。おかげで「お前らはホモだな」とあらぬ噂うわさを立てられたことがあるのだ。やだよあんな暑苦しいやつ。

　女子部では紅あか音ねであった。

　彼女はそっぽを向いていた。まだ怒っているのだろうか。

「えっと……紅音ちゃん」

「……」

「あの、ラケットを」

　返事をしてくれなかったが、二人でラケットを取りに行った。

　テニス部の娘こがいたので、彼女がコートに入れるボールを打ち返す、という授業がはじまる。軽やかに、あるいは失敗をしながら続いていく。

　女子部二年四組で一番うまいのは、なんと副委員長さんであった。彼女は「うおりゃー」とか「うわちゃー」とか言いながらラケットを振り回すのだが、全て鋭い返球をしていた。実は彼女、スポーツがとても得意なのである。ただ騒がしいので、部活動には勧誘されていなかった。

　委員長さんもびしびしボールを返している。眼鏡姿なので、不覚にも可愛いと思ってしまった。会計さんは駄目。十球中一球だけを返して、「今日はうまくいきました」と低レベルの満足をしている。

　そして俺はというと。

「……さっきから、歓声ばかりですね」

　ようやく口をきいてくれた紅音だったが、やっぱり怨うらみがましかった。俺はテニス部の娘がムキになって打ち込んでくるボールを、ばしばし返球していた。

　男の俺はテニス経験なんてないんだが、今はケンプファーである。運動能力は大幅に向上しており、正直言って止まっている球を打つより容易たやすかった。

　そんな姿を見ては女の子たちが騒いでいる。しかも、別授業のはずの一年生まで見学していた。なにしてんだ。

「ナツルさん、人気者だから……」

「そ、そうかな」

「会長の体操着ですし」

　そうなんだよな。でもそんなことで、人気って出るものなのか。

　ダブルスなので、ペアの片方と交互に球が飛んでくる。紅音はことごとく空振りしていた。こっちには同情の声が飛ぶ。

「ふえ……運動音痴なのに……」

　そう。紅あか音ねは運動というものがまるっきり苦手なのだ。もちろん変身前の話であり、変身後は飛躍的に身体能力が高まる上に凶暴性のおまけまでつく。

「紅音ちゃん、がんばって」

「うう……きゃ」

　足を滑らせた。なにもないところで転ぶなんてあり得ないと思うのだが、一種の才能なのか。

　俺おれに向かって倒れてくる。支えようと走った。

　柔らかな身体からだが、手の中に収まる……と思ったら、その手前でひっくり返った。間に合わなかったのだ。

　びったーんとマンガみたいな音がする。

「あ痛たたたた……」

「だ、大丈夫？」

　駆け寄った。彼女は涙をにじませている。膝ひざをすりむいたらしく、押さえていた。

「平気です……。いつも、転んでますから」

　体育の授業中、よく転ぶんだそうだ。何な故ぜか水み琴ことから聞いたことがある。

「血が出ていたりしたら……」

「大丈夫ですから……」

　不意に、頭がひんやりした。

　見上げると、頭上が真っ暗になっている。雨雲が空を覆おおい尽くして、大きな雨粒がいくつも落ちてきていた。

「こりゃ、かなり降りそうだ」

　と呟つぶやいたら本当に降ってきた。ぽつぽつだった雨は、何分もしないうちに本格的に降り注ぐ。うわ、雷まで鳴ってるよ。

　委員長さんが「どこか屋根のあるところへ」と指示している。このあたりは職に忠実。

　俺は紅音に肩を貸して、ひさしのあるところへ移動することにした。彼女は「そこまでしなくていいです」と言ったが、ケンプファーの俺は体力があるのだから、これくらいはするべきだろう。男の姿だったら逆にしなかったかもしれない。

　雨はすぐに豪雨になった。グラウンドを雨粒が叩たたき、しぶきで前が見えなくなるくらいだ。紅音を支えているため俺の歩みは遅く、おかげで頭からびしょ濡ぬれになってしまった。

　ひさしの下に移り、ようやく一息つく。ここまで激しいと、逆にすぐに止むんじゃないかとは思うが、授業はどうなるのだろう。

　やがて教師が「グラウンドは無理だから、教室に移動」と言い出した。保健に切替だな。

　委員長さんが近づいてくる。

「ナツルさん、美み嶋しまさんを保健室に連れて行ってください」

「あたし、そんなに酷ひどい怪け我がじゃ……」

　俺おれじゃなくて紅あか音ねが答えた。委員長さんはかぶりを振る。

「治療をして悪いことはないでしょう。先生には言っておきましたから」

　わりとはっきりした口調だった。紅音はなおも文句を言っていたが、やがて「はい……」と呟つぶやいた。

　俺は感心してしまった。

「委員長さん……委員長みたい」

「そうですよ？」

　おかしなことを言わないでくださいという顔だった。確かに、文字にしてみると変わってるな。

　俺は紅音と一緒に保健室に向かった。肩を貸そうとしたが、彼女は「本当に、そこまで酷くないですから」と答えた。

　保健室には髪の長い、変な養護教諭がいる。外から「すみません」と恐る恐る呼びかけたが、返事がない。扉に手をかけると鍵かぎは開いていた。

　いいや、入ってしまおう。俺と紅音は無人の保健室に滑り込んだ。

　室内は電気も消えている。いいのか空にして。

「紅音ちゃん、傷は？」

　ようやく普通に話すことができる。俺は具合を訊きいた。

「本当に平気です。赤くなってますけど……」

　膝ひざが赤くなっている。血はにじんでいないが、内出血はしてるかも。

「痛くないならいいけど」

「それより……濡ぬれちゃったことが」

　紅音は前髪を何度も横に上げていた。確かに俺たちはずぶ濡れだった。まだ暑いので風邪を引く心配はないが、気持ちはよくない。

「タオル借りよう。探すよ」

　自分の分も欲しい。勝手に漁あさると怒られるかもしれないが、今度謝っておこう。

　すぐに見つかった。ベッドの横に積んであったのだ。たくさん重なっているから、使うことが多いのだろう。

　俺は紅音にタオルを渡し、自分でも頭を拭ふいた。

　ふと考えて、俺おれは男の姿に戻った。この方が力一杯拭ふきやすい。なんつーか、気分の問題。

　紅あか音ねは丁寧に髪の水滴を拭ぬぐっていた。あのあたりは女の子だな。

「あの……ナツルさん」

「ん？」

「すみません……身体からだも拭ふきたいんです……」

　それは俺もだ。全身ぐしょぐしょなのである。

　彼女はもじもじしている。

「で、ですから……」

「……あ」

　ようやく思い至った。俺は彼女にベッドがあるスペースに移動してもらって、カーテンを閉めた。いかんいかん、直前まで女だったもんだから、すっかり忘れていた。

　と、カーテンの隙すき間まから顔を出す。

「えと、見たいなら別にいいですって言おうとしたんですけど……」

「……」

　俺は無言で紅音を押し込んだ。はしたない。まだたどたどしいだけ雫しずくよりマシだが。

　俺も拭かないと。まず上半身を脱ぬぐ。そこで気づいたが、これは雫の体操着じゃんか。今の俺は男なわけで、つまり男の身体に雫の服が……考えるのよそう。

　気恥ずかしくなったんで下も脱いだ。いくら体操着とはいえ、女の服を男が着てるなんて変態もいいとこだ。こういうのを喜ぶのは一部マニアだけでいい。

　パンツも脱いですっぽんぽんだよはっはっはー。大事なところから大事じゃないところまで、タオルで拭いていく。

　しかし、雫の体操着が積まれている前で、男が全裸で身体を拭く。これって相当異常な光景だ。目撃されたら一発で通報されそうだ。

　早く終わらそう、と思ったら廊下で話し声がする。しかもこっちに近づいていた。

　焦った。さっきまでの想像が現実のものになってしまう。女に変わろうと思ったが、全裸であることに変わりはない。やってくるのが男だったらやっぱりまずい。

　話し声は保健室を目指していた。すばやく室内を見回す。鍵かぎはと思ったが、防犯（この場合は、誰だれかが閉じこもって出てこないことを防ぐ）のためか、両側からキーを差し込むタイプだ。やべ、どうする。

　ロッカーがあった。いや、掃除用具入れか。なんでもいいや。あそこに隠れよう。俺は脱いだ服を抱えて中に入った。

　一息つこうとした瞬間、掃除用具入れの戸が開く。

「入れてください！」

　紅あか音ねが飛び込んできた。内側から閉める。

「な、なんで？」

「あ、あたしだってこんな姿ですから、恥ずかしいんです……」

　消え入るように言う。なんと紅音は裸だった。やっぱり身体からだを拭ふいていた途中だったらしい。それはいいんだが（本当はよくない）、問題があるぞ。

「紅音ちゃん、俺おれも裸なんだけど？」

　紅音も気づいた。そしてみるみる赤くなった、らしい。暗くて狭くてよく分かんない。

「ナ……ナツルさんまで……なんで裸なんですか……！」

「そりゃ拭いていたから」

「男の姿じゃないですか……！」

　そんなこと言われましても。こんなことになるなんて、思わなかったから。

　掃除用具入れの中は暗い。そして狭い。足下にはバケツや洗剤やらが置いてあり、立てかけているモップがさっきから俺の背中に当たっている。

　そしてなにより、俺と紅音は密着していた。裸で。

「……紅音ちゃん、ひょっとして全部……？」

「すぐに着るつもりだったんですっ……！　ナツルさんこそ……そんな……」

　二人とも全裸なのである。なんだこりゃ。男女でこれは大問題。

「俺、外に出るよ」

「……あ、もう来たみたいです」

　廊下にいた人たちが保健室に入ってきた。俺は危うく扉を開ける寸前だった。

「無人ですか」

「こんちゃーっす。おや、いない」

「物騒ですね」

　げっ。委員長さんたちだ。なにしに来たんだ。

「紅音ちゃーん。ナツルたーん。いないのー？」

　副委員長さんが声を張り上げている。いるけど返事はしませんよ。

「なんかねー、先生が今日の授業はもういいから、自習だってー」

　そりゃよかった。わざわざそのことを知らせに来てくれたのか。ありがたいが余計なお世話だ。

　扉のスリットから覗のぞく。三人ともすでに着替えていて、俺と紅音の服を持ってきてくれていた。感謝するので、早く出ていってください。

　俺おれたちは息を殺していた。あの三人に見つかったら最悪だ。学校側に突き出されるかは不明だが、確実に写真を撮られて恐喝の材料にされる。なにより俺は男なので、普通に通報されても一巻の終わり。

（ナツルさん……）

　紅あか音ねがごそごそやり出した。

（静かにしてて……）

（でっ、でも、立ってられないんです……）

　どうも狭い上に、足下になにか置いてあるのでつま先立ちみたいになってるらしい。確かにきついだろう。

（よ、寄りかかっていいですか？）

（ええ!?）

（寄りかかります……）

　紅音の身体からだが、倒れ込んできた。

　裸である。俺も彼女も。それが狭いところで身体を寄せ合っているのだ。どんなシチュエーションだよ。

「ナツルたーん。おーい」

「いないのでしょうか」

「トイレかな。せっかく着替えも持ってきたのに」

　トイレじゃないんだが帰ってくれないか。しかしこの三人は、ベッドに腰かけて居座るつもりだった。

　密着している女の子が、身体をもぞもぞさせた。

（ちょっと、紅音ちゃん……）

（ナツルさん……暖かい……）

　なんでかうっとりするような返事だった。こう狭いと離れてくれとも言えない。

（あのさ、見つかるとまずいんだから、もっとこう……慎重に）

（そんな……ずるいです……）

（なんで……？）

（会長にはこんなこと……したんですよね）

　大いなる誤解である。

（してないよ……）

（だって泊まって、一緒のベッドに寝たって……）

（逃げ出したんだから）

（じゃあ、あたしが最初なんですね……きゃ）

　おかしいぞ。なんで嬉うれしそうなんだ。

　紅あか音ねの身体からだはわずかに濡ぬれていたが、なんかすべすべして柔らかい。感じないように注意しても、やっぱり分かってしまう。それに掃除用具入れの外にも注意を払わなきゃならないものだから、疲れることおびただしい。

「ナツルさんたちは戻ってきませんね」

「あー、今ごろ二人で、トイレの個室で乳繰りあってんじゃない。わはは」

　扉のスリットから覗のぞくと、副委員長さんがベッドに腰かけたまま飛び跳はねて、けらけら笑っていた。委員長さんは紙パックの牛乳を飲んでいる。運動してから三十分以内に飲むといいらしいんだって。

「裸でまさぐり合っていそうです」

「そこは撮影したいですね」

　会計さんの声に、俺おれはびくっと震ふるえる。洒落しやれにならないんだよ、君は。

　紅音はまだもぞもぞしていた。気になる。

（ナツルさん……）

（なに……？）

（狭いので、抱きついてもいいですか？）

　なにー!?　どうしてそんなことをするんだ。

（だって、狭いんです。摑つかまってないと……）

　いくらなんでも、そんなことしなくたっていいんじゃないのか。意味はあるのか。

（抱きついちゃいますね……）

　紅音は本当に、俺の背中に手を回した。くどいようだが双方全裸。

　彼女の実に貧弱……控えめな胸が押しつけられた。わざとじゃありませんと言ってはいるがどうなんだ。

　だがそんなことよりも、俺が男なのが問題だ。裸の女の子が相手だと、どうしても反応してしまうところがあるわけで。ほら、あそこだよ。

　極力平静を保とうとする。僧のごとき心境になれば容易たやすかろう。しかし周知の通り、こういうときに限って思念は乱されるようになっている。やっぱ悟りを開かなきゃ駄目か。

　いやいや。それでも挑戦するのが男というものだろう。耐えろナツル。色々と冗談にならない局面だぞ。

（あの……あたしは、ナツルさんがどうなっても、怒ったり、軽けい蔑べつしたりしませんから……気にしないで……）

　変身したときは怒るじゃん。

　紅あか音ねが抱きついたまま身体からだをもぞもぞさせる。こら、胸の先っぽが動いているぞ。えーと、これはもしや初乳首ゲット。やった雫しずくじゃないぞ。そうやって喜んでいる場合か。

　彼女は腕の力を強くしている。こらー、なんてことするんだ。余計に俺おれのあそこがだな。

「んー？　なにか聞こえなかった？」

　副委員長さんが喋しやべっている。聞こえてねえよ。きっと気のせい。

「誰だれもベッドに寝てないよねえ」

「私たちが座ってるだけですよ」

　委員長さんが返事をしている。いいぞ、その調子だ。

「そういやそうか」

「そろそろ戻って……あ」

　なにか驚いている。紙パックを持ってないから、落としたのだろうか。

「ちょっとこぼれたかも」

「拭ふいた方がいいね」

　副委員長さんがこっちにやってくる。え？












　そういやここは掃除用具入れなのだ。当然雑ぞう巾きんもあるわけで、開けるのは自明の理。

（ナツルさん……！）

（どうしよ）

　紅あか音ねにも事態の深刻さは伝わっている。そしてどちらも、解決策を思いつかない。

「ここにあるよねー？」

「多分」

　わあ。本当に来るよ。開けられたらどうすんだ。ケンプファーって、テレポート能力とかないのか。

（まずいっ）

　俺おれはとっさに、扉の金具を内側から引いた。副委員長さんががちゃがちゃやりだす。

「ありゃ。開かないよ」

「錆さびているのでは」

　会計さんがフォローしているが、なんだっていい。引っ張らないでくれ。

　副委員長さんは乱暴に開こうとしている。俺は必死になった。

（紅音ちゃんも手伝って）

（はい……！）

　二人して内側から押さえる。金具を指で引っかけるしかないもんだから、ひりひりしてきた。

「開かないなー」

「三人でやりましょうか」

　会計さんが余計なことを言った。こりゃますますまずい。俺の退学まであと十秒。

　とその時。

「ああ、ここにいた」

　別の声がした。女子部二年四組の……ええと、誰だれかだ。

「委員長、帰ってきなよ。先生が戻って来るみたい」

「自習ですよね」

「うちらの担任が、なにかゲームについて語るみたい」

　あの教師は本当にどうしようもないな。だが今の俺たちには天からの助けである。

　三人は着替えをベッドに残したまま、引き上げていった。

　十分離れたのを確認してから、俺たちは掃除用具入れから飛び出した。

「ひでえめにあった」

「ふう……」

　ベッドに仰あお向むけになる。狭いもんだから暑かった。せっかく身体からだを拭ふいたのに、汗だくである。

「紅あか音ねちゃん汗かかなかった？」

「かきました……でも」

　そこで気づく。いかん、二人とも全裸ではないか。俺おれはベッドの向こう側に転がり込んだ。

　腕を伸ばして制服を取る。これ女子用だ。あとで女にならないと。

　手早く身につけた。汗をあまり拭かなかったけど、もうどうでもいいや。

　それにしても危なかった。危機一髪である。あそこで扉を開けられたら、全裸で抱き合う俺たちとご対面だ。その後どうなるかは考えたくもない。

　俺とほぼ同時に、紅音も着替え終わっていた。

　顔が上気している。暑かったからだろうか。

「ナツルさん……ごめんなさい」

「いや、まあ、なんとか助かったし」

「でっ、でも、あたしたち、抱き合っちゃいましたよね。裸で……」

「……うん」

「こ、これってもう、そういう関係になっちゃったってことなんだと思います……」

「……」

　そうなんだろうか。経験ないからよく分かんない。ただ男の俺が裸で女の子と抱き合ったのは、確かに初体験。記念日にでもすっか。

「あの、で、ですから……」

　紅音は口ごもっている。なにか台詞せりふを探しているのか。

　やがて意を決したように言う。

「あ、あたしの両親と会ってください！」

「……ええっ!!」

　俺がこう叫んだとしても、誰だれにも非難される筋合いはない。












第三章







　ぽかんと口を開けた俺おれは、さぞかし間抜けだろう。だけどしょうがないんだ。変身してないときの俺は、とっさの対応に弱いのだから。

　一方紅あか音ねは、喋しやべり続けていた。

「あたし前から言われてたんです。そういう関係になる前に、男の人を家に連れてきなさいって。い、今は抱き合っただけですから、このあと……」

「待った、待ってよ。なんでそうなるの？」

「決まりなんです」

「なんで。だって紅音ちゃんとなにかしたってわけでも」

　いきなり彼女の目に、ぶわっと涙が浮かぶ。

「ナツルさん、あたしを抱きしめてくれたじゃないですか」

「いやあれは紅音ちゃんが」

「あたしたち裸だったんです。これで会長よりもあたしの方が……その、彼女です。ですから両親に会ってください」

　無茶苦茶な理屈である。論理の飛躍が一回や二回ではない。

　かといって、反論しても言うことを聞いてくれそうにない。彼女の決意は、俺から見たって分かった。

「ナツルさん……うちの両親に会って欲しいですから……いいですよね」

「う……いつ？」

「今度……あとで決めます」

　早くなりませんように。あと、気が進まないんですが。

「反対しちゃ駄目です！」

「はい……」

　反対禁止なのか。俺は手足をもがれているのだな。

　紅音はほっとしていた。俺はなにがなにやら分からないまま。事態が急変しすぎてついていけない。

「あとですね……」

「まだあるの……」

「会長と、一緒に登校しましたよね」

　もういいじゃないか。なんだかずっと昔の出来事のように思えてくる。江え戸ど時代くらい前。

「今日の学校の帰りは、あたしと一緒にいてください」

「まあ……それくらいなら」

　妙に力がこもっている。これから戦場に行くみたいだ。

「二人で帰るってこと？」

「はい」

「いいけど……女の姿で帰るのかあ」

　ちょっと厳しいな。少しでも男子部には顔を出したいから、帰りを女子部にすると、必ず敷地の往復が面倒くさいことになる。

　すると紅あか音ねが言った。

「そうじゃないです……あの、男の人の姿で……」

「ええ？」

　男かよ。それはもっと面倒だ。

「今日だよね」

「きょ、今日だけじゃないです。これから毎日ずっとです」

　ずっとかよ。いつも二人で下校か。毎日がエブリデイなのか。

　星せい鐵てつ学院は男女交際に目を光らせている。だから雫しずくと登校するのに焦ったんだが、紅音は一緒に帰ってくれと言ってきた。これはバレたら反省部屋にぶち込まれる可能性大ありである。

　なにせ厳しいものだから、携帯電話すら妨害電波が飛び交って連絡が取れないのだ。非常時は学校を通せと徹底している。しかし、だからといってしょげる生徒はいない。校内カップルは受けて立っており、秘密の通信手段やら合い言葉やらで、デートの予定を確認する始末。地下部活動が盛んになるわけだ。

　だが俺おれまでそんなことをするのは、いささか骨が折れてしまう。

「両親に会う前に、練習しておかないと」

　なにをだ。二人なんだから、二人三脚でもするのか。

「その、校門で待ち合わせとかしたら、バレちゃうんだけど」

「そうじゃないです。そのですね……帰る前に生徒会室に顔を出して、二人で仲良く会長に挨あい拶さつすれば……」

「それ、意味あるの？」

「あります！　会長に焼やき餅も妬やかせたいんです。あの人いっつも冷静だから……」

　なんという策略家。俺には到底思いつかない。でも嫉しつ妬とさせることになにか意味があるんだろうか。精神的な優位にでも立つのか。

　しかし俺おれが言うのもなんだが、そんなことで雫しずくは動揺するんだろうか。あいつはただでさえポーカーフェイスだし、神経は鉄骨を吊つり上あげるワイヤーより太い。彼女の神経だけでガントリークレーンの代わりになるくらいだ。

「駄目って言わないでください。あ、あたしがこれくらいしたって……どうせうちの両親とも会うんですから、帰りながら打ち合わせも必要です」

　なんか話が大きくなってきたぞ。おまけに決意が固そうだ。そうやって頼まれると断りづらい。

「……そこまで言うなら」

　途端に紅あか音ねの顔が輝いた。

「いいんですよね、聞きました。やっぱりやめたとかなしですから！」

「でもさ、用もないのに生徒会室に行くのはなあ」

「だ、だって、生徒会のお手伝いじゃないですか。だったら顔を出したって不自然じゃありません」

　そうだった。生徒会の手伝いになっていたんだった。

　いきなり約束をさせられてしまった。そうまでして雫を敵視する……のはよく分かるし俺も同じだが、俺自身を使うのが恐ろしい。

「ねえ、これって俺を奪い合ってるの？」

「そうです」

「へー……」

　ぴんと来ない。

　紅音は「鈍感すぎます」と嘆いていたが、女に縁のない生活を延々繰り返すと、こういうのはなにかの陰謀じゃないかと思うのだ。だいたい俺が女性とこんなに会話をすること自体が、なんかおかしい。ついでに女の姿なのも本当は変。

　ともあれ、約束は約束だ。放課後になったら紅音と一緒に、生徒会に顔を出さねばならん。

「絶対ですよ」

　と彼女は念押しした。

「あたしと一緒に帰ってくださいね」

　分かったと返事をする。

　チャイムが聞こえた。休み時間の終わりだ。そろそろ次の授業がはじまる。教室に戻らないと。顔を印象づけておかなければ、出席日数がまずいことになる。

　俺おれは男子部に行くことにした。正確には、男子部の敷地へ向かうために図書館内のゲートを通過する。

　ちらっと時計を確認。もう時間がない。ちゃんと走った方がいいな。

　突然、俺は飛び出してきた人物とぶつかりそうになった。

「きゃっ」

　女の子だ。男子部になんで。そう思ったがとりあえず転ばせてはいけない。手を伸ばす。

　しかしその娘こは自力で立ち直っていた。

「大丈夫？」

「はい……」

　よかった、と言おうとして俺は言葉を飲み込んだ。

　出会ったのは、沙さ倉くらさんだった。




　沙倉さんはいつも綺き麗れいで、変わらぬ笑顔を俺に向けてくれた。ただその表情には、ちょっとだけ影がうかがえた。

　彼女は大仰な仕草で、胸を撫なで下ろした。

「よかった……探していたんです」

「俺を？」

「はい」

「今日は遅刻だったんじゃ」

「今来たところです」

「嬉うれしいけど……ここ、男子部だよ」

「女子部を探したんです。でも、いなかったから……。会えてよかったです」

　にこりと微笑んでくれる。あの厳重な警戒をどうやって突破したのか知りたかったが、今の俺は笑顔に心奪われてそれどころじゃなかった。

　さすが沙倉さんだ。俺は先ほどまでの紅あか音ねとの会話を忘れて、美しい表情に見入ってしまった。

　ちょっと述べたが、最近の沙倉さんはクールなところも加わってとても格好良くなっている。ただでさえ可愛いのだから、そこに凛り々りしさまで出てくれば最強。もはや敵なしである。

　その核兵器みたいな女性が俺に笑いかけるんだから、もうめろめろである。すいません、今までの疑念は心の金庫に封じて鍵かぎをかけます。

「ええっと……俺になにか」

「ちょっとお話があったんです」

　話ですか。すぐに授業だしなあ。ただでさえ男子部では「瀬せ能のうナツルは遅刻ばかりするろくでなし」として名を馳はせつつあるので、あまり時間をとることはしたくない。

　沙さ倉くらさんは、そんな俺おれの心中を見透かしたように言う。

「すぐにすみますから」

　分かりました。授業なんかくそくらえです。男子部は爆発すればいいと思います。

　俺は頷うなずいた。彼女は「ありがとうございます」と言い、きょろきょろ見回した。

「どこか、お話しできるところがあればいいんですけど……図書館に入りましょうか」

「いやそこは」

　しかし他に話せる場所なんてあったかな。男女が密会できるところなんて、共用エリアである図書館くらいしかないのだ。

「図書館の中じゃなくて、上に行きましょう」

「屋上？」

「はい。そこなら平気です」

　でも、あそこに行くのは中に入って階段を上らなきゃならない。そして途中には生徒会のエリアがあるのだ。万が一雫しずくに見つかったらどうなる。

「大丈夫ですよ」

　彼女はまた笑った。

「危険なことなんかありません。なんにも」

　まだ疑念はあったが、沙倉さんがそう言うならそうなんだろう。

　念のため、図書館には慎重に近づいて中を覗のぞいた。ひとけはなかった。

　階段は慎重に上る。雫がいるかどうかは不明だが、やはり警戒する。

「なにをしているんですか。早く行きましょう」

　沙倉さんはまったく気にすることなく、すたすた上っていった。俺は慌てて後を追う。

　屋上は鍵かぎがかかっていなかった。憩いの場として雫が開放させているのだ。まさか俺と沙倉さんの逢あい引びきに使われているとは考えてもいないだろう。

「いい天気ですね」

　どちらかというと曇りだが、沙倉さんが言うなら晴天だ。雪どころか産業廃棄物が降っていても晴れである。

　俺たちは柵さくの所の、コンクリートに腰かけた。濡ぬれているのに、沙倉さんは気にしていない。背中が男子部側なので、冷や冷やしてしまう。

　彼女と俺は並んでいた。いやー、雫とこんなことをするときは食われるんじゃないかと思ってしまうが、沙さ倉くらさんとはまた違った緊張がある。

　お互いちょっと無言になった。俺おれはもっぱら緊張によるもの。沙倉さんは分からない。ただ、いつもの明るくて優しい彼女というよりは、例のクールさを滲にじみ出している。

「ええっと……話って？」

　沙倉さんは直接答えなかった。ただ薄く笑っている。

「……ナツルさん」

　はい。

「わたしのこと疑っています？」

「え……」

「この前、夏休み中でしたけど、ナツルさんたちと戦いましたよね。あれっきり嫌われたかもしれないって思っているんです。だから今も、なにかするんじゃないかって疑っていませんか」

「そんな」

　そんなことはありません。そりゃ敵に回ったと考えてはいたけれど。

　でもこうしていると、やはり沙倉さんの美しさに参ってしまって細かいことはどうでもよくなってしまう。同じ美人でも雫しずくとは格が違うのだよ。信者？　なんとでも言え。お布施の振込先はどこですか。

「じゃあ、わたしのことは疑っていないんですよね」

「もちろん」

　彼女はほっとした、ようには見えなかった。

「別にいいんです。嫌われても。気にしませんから」

「え？　いや……」

「気にしません。なに思っていてもいいです」

　なんかちょっと怖いぞ。それとも俺のことを虫くらいにしか思っていないのだろうか。沙倉さんの籠かごの中で飼われたい。

「それでどうなんですか？」

「はい？」

「わたしは敵なんですよ？」

「特には……」

「そう」

「実感ないから……」

　偽らざる感想である。クールになった沙倉さんの美しさが俺にヒットしているというのも、大いに関係している。

「嫌いになってもいいんですけど。その分、雫しずくちゃんを好きになってくれれば」

「いや、それは」

　とんでもないことを。あいつだけはない。今日も朝から家にやってきて、連れ出されてしまったのだ。あれは誘ゆう拐かいだ。

　沙さ倉くらさんは俺おれの心情を知ってか知らずか、話を続けていた。

「今日、雫ちゃんと会ってましたよね」

　なんで知っているんですか。

「一緒に登校したみたいですけど」

「うん……」

「どうですか雫ちゃんは。ナツルさんになにかしました？」

「してないけど」

　正確には腕を絡められた。嫌だった。

　彼女は頰ほおを膨らませた。

「そんなのつまらないです。もっと積極的になればいいのに」

「でもそれは、ちょっと」

　沙倉さんにしてもらうのなら歓迎なんです。あの悪魔とは御免です。ただでさえファーストキスを奪われているんですから。

「ナツルさんは、雫ちゃんのことが嫌いなんですか？」

　あの悪魔と同じことを聞きますね。

「あんまり好きじゃ」

「あん。そんなの駄目です」

　沙倉さんが身体からだをくねってさせた。うわっ、こんな色っぽいこともするんだ。

「ナツルさんなら、雫ちゃんのことを落としてくれると思っているんです」

「いやでも、ああいうキツい女はちょっと」

「でも美人ですよ」

「実感なくて」

　だってＣＧに見えるんだもの。なんというか顔形が整いすぎていて、整形じゃないかと疑ってしまうくらいだ。もしかしたらバーチャルリアリティーで、とっさに振り返れば姿が消えてるんじゃないかと思って数回試したが、いずれも失敗した。誰だれが操っているのか知らないが、なかなかの腕前だ。

「そんなに駄目なんですか」

「まあ駄目ですね」

「ねえナツルさん」

　沙さ倉くらさんは変わらぬ口調で話をしていた。

「わたし、花火を見ているときに、雫しずくちゃんを好きになって欲しいって言いましたよね」

「そういえば」

　あのあたりのこと、あんま覚えていないんだよなあ。頭の奥に霞かすみがかかったようになっている。ハラキリトラのことを笑えない。

「どうしてなってくれないんですか？」

「どうしてって言われても……」

　俺おれのまなこを覗のぞき込んでくる。

　しかしこればかりは駄目なのだ。しかし沙倉さんの深い瞳ひとみに引き込まれると、気持ちがぐらつく。

　やはり男としては純情を貫きたい。ここでの純情とは、すなわち沙倉さんへの忠誠である。たとえ振り向いてくれなくても沙倉さんに全てを捧ささげることを、中学二年の時に誓ったのだ。あれ、一年だっけな？　細かいことはいい。

　だから他の女性は眼中にない。しかし肝心の沙倉さんにそんなことを言われてしまうと、どうしていいのか分からなくなる。雫を嫌うことなら簡単なんだけどなあ。

「雫ちゃん、綺き麗れいですよ。それに処女です」

　あいつ、自分でもそんなこと言っていたが、沙倉さんの口から聞くと興奮が増す。録音するのでもう一回言ってください。

「それにナツルさんのことが好きです」

「沙倉さんが？」

「いいえ、雫ちゃんです」

　そんなことはない……と思う。あいつは俺とデートしたり食事食べさせたりしているが、サディストだからからかって喜んでいるのだ。そうに違いない。

　それより「いいえ」って否定されたのが地味にショック。せめて興味が薄いくらいにしてもらえませんか。

　沙倉さんはくすりと笑った。

「わたしがナツルさんのことが好きな方がいいんですか？」

「そりゃもう」

「あは。嬉うれしい」

　うお。これはいい反応だぞ。今までこんなことなかったしな。誰だれにも分け隔て無く接してくれる沙さ倉くらさんだが、ある一線からは絶対に踏み込めないと言われている。だからこそ「沙倉楓かえでを落とせば東大だって合格する」と言われているのだが、なんかそれを越えそうだ。

　俺おれは内心の興奮を必死になって隠した。ここはがっつかず、余裕のある男を演出しなければ。

「さっ、沙倉さんのことはみんなが憧あこがれてるから」

　なに声を上ずらせているんだ、俺はよ。男女交際が不得手な人間はこれだよ。

「みんな憧れているんですか？　ナツルさんもですよね」

「も、もちろん」

「あら」

　いたずらっ子っぽく、彼女は微笑む。妖よう艶えんで実に決まっている。

「わたしも、ナツルさんなら、好きになってもいいんですけど……」

　ぜひ好きになってください。これで俺は沙倉さんファンの中で優位に立てる。男子部で沙倉さんが好きな男はみんな純情で、話もできないようなやつばかりなのだ。マゾがごろごろしている雫しずくマニアと違って、ピュアなのだ。そのくせ他人を蹴け落おとそうと企たくらんでいるから始末が悪い。今の俺とか。

「でもまだ駄目ですね」

　にこやかな顔で否定されてしまった。落ち込んでもいいですか。

「もしナツルさんがこっち側に来てくれればとっても嬉うれしいんです。そうしたら、付き合ってもいいです」

　こっち側？　沙倉さんサイドなら、俺は常にそうなのだが。

「だけどそれには、雫ちゃんを引き込むのが条件です。そうじゃないと困っちゃいます」

「引き込むんだ……？」

「ええ」

　沙倉さんはぐっと俺に接近した。

「だって雫ちゃん、優秀なんですもの。わたしたちのことをすぐに見抜いちゃうし。とっても危ないんです。ですから、雫ちゃんをナツルさんのものにして、崩しちゃってください」

「えー、でも」

「前にもお願いしましたよね。花火の時に」

　そういえばそんな気もする。

「今が一番のチャンスです。雫ちゃんは前よりももっとナツルさんのことが好きです。なんでも言うこと聞いてくれます」

「でも俺おれは」

「わたしの方がいいんですよね」

　その通りでございます。

　なんべんでも言うが、俺は雫しずくじゃなくて沙さ倉くらさんがいいのだ。沙倉さんでなければ紅あか音ねであり、多分水み琴ことは同レベル。雫はずっと下。

「じゃあ、ご褒ほう美びいりますか？」

「へ？」

　変な声を出してしまった。ご褒美ってなんですか。

　沙倉さんはくすくす笑う。

「前にも約束しましたよね。雫ちゃんを落としたらにするつもりだったんですけど……前払いしましょうか」

　前払いって。

　俺の頭上に疑問符が乱舞する。彼女は自分の制服の胸元に指を入れた。ん？

　そして空間を作ると、俺に向かって前まえ屈かがみになった。ええっ。

「見えますか？」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべている。谷間が、谷間が。あとなんか下着がちらちら。

　沙倉さんの裸は見たことがある。俺が女の姿で温泉に入り、見て見られたのだ。あんまりはっきりではなかったが。どっちにせよ、それに比べればささやかなものである。

　だがあのとき俺はあくまで女の姿。俺は女になると性欲が途端に低下する。それに恥ずかしさもあってそっぽを向いていた。だが今は男である。心臓がどきどきして、身体からだ中の血管に血がざんぶと流れていた。

「見えたみたいですね」

　ええもう。脳内ハードディスクにしっかりと記録しましたよ。ハンマーで叩たたかない限り、破損することはあり得ない。

「じゃあおしまいです」

　彼女は元の姿勢に戻った。

「もっと見たいですか」

　にこりとしながら言った。俺は水飲み鳥みたいに頷うなずいた。端はたから見たら、さぞかしみっともないに違いない。

「ここから先のご褒美は、雫ちゃんを落としたらです」

「え……」

　いかん、口から落胆が漏れた。

「駄目です」

　はっきりと拒絶している。

　しかし、あとから感じたことなのだが、このときの俺おれはまったく沙さ倉くらさんに逆らうことができなかった。襲われたことだってあるんだから、警戒したり立ち去るなりできたはずなのに、考えもしない。元々俺は沙倉さんに盲目状態だし、雰囲気に飲まれてしまったのだろう。

「ナツルさんは、雫しずくちゃんをきちんとものにしてください。他の娘こじゃ駄目ですよ。意味ないです」

「……」

「分かりました？」

　俺はまた頷うなずいた。駄目だ、なーんか逆らうことができねえや。

「じゃあこれで」

　彼女は立ち上がった。俺を支配している熱病みたいな感覚が、急激に薄れていく。

　俺も同じように立ち上がった。

「ナツルさん、もう教室に戻らないといけませんよ。授業ははじまっちゃってますけど」

「あ……はい」

「それと」

　沙倉さんの目が、俺を射抜いた。

「今日の放課後、わたしと一緒に帰ってくださいね」

「え……」

　いやそこは、先約がありまして。紅あか音ねと。

「なんで……」

「決まってるじゃないですか。ナツルさんに、雫ちゃんを口説く方法を教えちゃうんです」

　ナンパのテクニックかよ。意味が分からない。俺は女性を口説いた経験なんかないし、雫相手に実践するつもりもないんだけど。

「そんなこと……」

「役に立ちますよ」

　と言われても、「いりません」と言おうと思ったが、どうも頭がうまく働かない。凍りついているというか、妨害電波を流されているみたいだ。

「絶対です」

　彼女は俺の心中をまったく考慮してくれなかった。

「分かりました？」

「……はい」

　承諾する以外の道はなかった。あえて言い訳をするが、他の人間が同じ立場でも絶対に頷うなずいたと思う。それほど有無を言わせぬ口調だったのだ。

「じゃあ、また」

　沙さ倉くらさんはいつものように、さわやかに言った。そして背を向けて、さっさと屋上から出ていく。

　俺おれは彼女が階段を下りるのを黙って見送っていた。自分も男子部に行かなきゃならないことに気がついたのは、それから数分後だった。





　　○






　とっくに授業ははじまっていた。というか、そろそろ終わる。あきらめて次のコマから出ることにした。

　屋上の隅っこで時間を潰つぶして休み時間になるのを待つ。それから授業がはじまる前に、男子部へと向かった。

　俺は校舎まで走って行った。階段も駆け上がり、我がクラスの前へとたどり着く。

　それから呼吸を整え、極力明るい表情で、「おはよう！」と言いながら扉を開ける。

　クラスメートたちが、一斉に俺を見る。なんか白けたような空気が漂っていた。あれ、滑った？

　そして全員、「またお前遅刻かよ」という顔をしていた。

「相変わらず重役出勤だな」

　我がクラスを代表するアホこと東ひがし田だが、全員を代表して言う。

　東田はこの二年四組一、いや男子部でもトップクラスの馬ば鹿か野郎である。勉強が出来ないのではなく、言動がとにかくアホらしいのだ。女の子の下着の色を遠視で当てる実験とか、スリーサイズが瞬時に分かる眼鏡の開発とか、真剣になって取り組むのだ。そして全部失敗。だいたい「美少女研究会」なんて地下部活動の会長になって、女子部の娘こたちを本気になって調べるなんて、頭のおかしなやつにしかできない芸当だ。変態に行動力を与えるんじゃねえよ。

　馬鹿たれは腕組みをして、重々しく言った。

「二学期の初日から遅刻するなんて大胆すぎる」

　学校にはちゃんと来ているんだよ。みなし重役とでも呼んでくれないか。

「事情があってな」

「先生が怒ってたぞ。瀬せ能のうはいつもいないって」

「今ここにいるじゃねえか」

「俺おれたちとしても困る。瀬能は『美少女同好会』の特別顧問だった」

　だった？　過去形なのか。別にいいけど。

「そりゃなによりだ」

　俺は素っ気ないふりをして、机に鞄かばんを置いた。女子部と男子部で時間割が違ったりするものだから、他人の倍の教科書が入っている。重くてかなわん。

　椅い子すに座る。が、なんか雰囲気がおかしい。

　クラスメートが俺を凝ぎよう視ししていた。いや、凝視というのは大げさだな。まるで物陰から窺うかがっている感じだ。それも野生動物の観察ではなく、刑事が張り込みをしているような雰囲気。

　どうも俺のことを注目しているらしい。しかし、何な故ぜ。

　東ひがし田だが、俺の肩に手を置いた。

「悪い噂うわさを聞いたんだが」

「なんだ」

「お前が、女子部の女の子と付き合っているって噂だ」

「沙さ倉くらさんか」

「間抜け。男子部に暴動を起こしたいのか。そうじゃなくて、もしかしたら、もっととんでもない騒ぎになるかもしれない女性だ」

　とてつもなく嫌な予感がした。

「もしかして……」

「心当たりがあるようだな。生徒会長だ」

「なっ……！」

　なんでそのことを、と言いそうになって、慌てて言葉を飲み込んだ。

「夏休み中にメールが出回っていたんだ。会長に男ができたと。しかもそれがお前だってことなんだが……」

「……」

　うわ、やっべー。これはなにも言えねえ。

　星せい鐵てつ学院男子部は当たり前だが男だけで、当然のように女に飢えている。完全な男子校ではなく手が届きそうな距離に女子部があるものだから、余計に酷ひどい。眼前に血を流している獲物がいたら、サメは飛びつくものだ。

　そのため「誰だれと誰がくっついたの離れたの」ということには敏感である。もっともこのあたりは女子の方が強烈なのだが、男だってやっぱりある。学外の女の子と付き合っているのなら、嫉しつ妬との嵐あらしなんてことにはならないが、相手はよりによって雫しずくなのだ。あの女は男女問わず人気者である。

　厄介なことに、メールを撒まいているのが沙さ倉くらさんだ。雫の親友なものだから、信しん憑ぴよう性せいが増す。

「どどど、どこまで知っている」

　情けないことに、俺おれは動揺を押し隠すことができなかった。

「いくらなんでも会長とお前ってのはな。さすがにみんな驚いた」

　と東ひがし田だは言った。

「前にもデートの噂うわさが流れたが、釣り合わないので全員が否定している。だが今回は妙に具体的だった」

「そ、そうなのか」

「テーマパークに一緒に行って付き合うことが決まったとか。そこまで書かれていた」

　沙倉さんはそんなことまでしたのか。そういや東田もあそこにいたんだよな。「美少女研究会」の面々も。あー、今思うと最悪の材料が揃そろっていたわけだ。

　東田の目がゆっくりと細くなる。

「噂を聞いた直後に、『美少女研究会』と『三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会』は合同幹部会を開いた。お前は『美少女研究会』の特別顧問だ。なのにこの不祥事。いくら俺でも弁護できん」

「弁護ってなんだ……」

　俺は小声で嘆いた。こいつらはなんでこう話を大げさにするのか。実際にそんな組織を作りあげたもんだから、余計にたちが悪い。

「永久追放が妥当な判断。幹部会はそう結論を出そうとしたんだが……」

　この阿あ呆ほうはふっと息を吐いた。

「今朝になって状況が変わった」

「は？」

「会長と女の瀬せ能のうナツルが一緒に登校しているところが目撃されたんだ。どうもあの二人は付き合い始めたらしい」

　誰がそんなことをと聞き返すまでもなかった。ますみが言い触らしたに決まっている。あの娘こは新聞部だし、東田との関係も深い。むしろ知らない方がおかしいくらいだ。

「つまりお前は捨てられたってことだ」

「いや捨てられたって……」

「重要なのは今がどうかってことだ。はじめから付き合っていようがいまいが、もうどうでもよくなった。哀れな奴」

　するとそれまで静観していたクラスの連中が、口々に喋しやべり出した。

「瀬せ能のう、みっともねえぞ」

「付き合ったって、どうせ三日くらいだろ」

「会長の送り迎えをするくらいで終わったんじゃないのか」

「ついでに生徒会ブラックリストに載ってしまえ」

　なんでそんなことまで言われなきゃならないんだ。

　これでクラスからの微妙な視線に合点がいった。みんな俺おれのことを、どう扱っていいものやら分からなかったのだな。雫しずくと付き合っているってことになったら、牙きばを剝むいて襲いかかってくるだろうが、すでに捨てられた人間なら用はない。

「お前の処分は、特別顧問の座から下りてもらうことで手を打つ」

　東ひがし田だが言う。どうだっていい。顧問だからって、なにか益えきがあったわけではないのだ。銀行の相談役みたいに部屋と秘書が用意されてるわけでもないし。

　そもそも「雫と付き合っている」という噂うわさ自体を否定したいんだが、もういいか。男子部にまで頭は回らない。自然に鎮火するなら一番いい。

　が、その程度で終わったりもしなかった。

　東田が俺ににじり寄ってくる。

「そこで瀬能に聞きたい。会長と付き合っているとき、どんなことをしていた？」

「え？」

「謎なぞに満ちた三さん郷ごう雫会長のデータを充実させるためのチャンスだ。知ってる限りのことを教えろ。内容によっては、特別顧問に復帰できるぞ」

　いいよ復帰しなくて。

　しかし東田が納得するわけがなかった。いや、クラスの連中も同じ気分らしく、一斉に詰め寄ってきたのだ。

「吐け、瀬能！」

「会長とはどんなことをしたんだ!?」

「エロか、あの人はエロいのか!?」

　そっちの話か。ある意味健全な高校生だな。

　もっとこう、「会長は聖女みたいな人のはずなので、汚けがらわしい話は聞きたくない」とかそんな男はいないのかよ。いたらいたで驚くけどさ。雫は汚らわしいに決まってるから。

　男どもが接近する。うわー、汗くさくてキモい。これが女の子になると化粧臭くなる。

「おい、落ち着け！」

　たまらず俺おれは叫んだ。

「どうしてそんな話になるんだよ!?」

「情報源がお前しかないんだから、当然だろう」

　妙に冷静な東ひがし田だ。女のことになるとこいつは本当に度胸が据すわるな。

「だから、俺は会長と付き合っていないんだって！」

「噓うそをつけ」

「本当だ。俺が沙さ倉くらさんを裏切るわけはない！」

　むしろ沙倉さんの方がどんどん変へん貌ぼうしていったんだけど、まあそのあたりは伏せておく。アホどもに説明したって意味はない。

「どうでもいいから、会長のことを話せ」

「はーなーせー」

　ゾンビかお前ら。

「だから……会長のことは好きじゃないんだよ」

「じゃあなんで付き合っていたんだ」

「その噂うわさがガセなんだって。俺は今も昔も、彼女なしだ。考えても見ろ、俺に彼女ができたらもっと浮かれている。ここしばらく、男子部に来るたびに青い顔をしてなかったか」

　わりと本当のことである。精神をぽっきり折るような出来事が続いたので、学校に来るたびに胃がきりきりしていたのだ。ちなみに女子部でも同じような症状を見せている。

　必死に説明したのが効いたのかどうか、圧力は弱まった。

「……本当っぽいな」

　東田が上から目線で返事。いつもなら反論してるところだが、もうそれでいいよ。

「はっきり言って信じられないが、別れているのは事実だから、これ以上の追及は止めておく」

　うわー、偉そう。俺はなんでこの野郎の友達をやっているんだろう。

「だがまあ、我々としてもデータ無しというわけにはいかない。瀬せ能のう」

「なんだよ」

「重大な使命を与える。会長と女ナツルの関係を探ってくるんだ」

「はあ!?」

　頭がどうかしたのかこいつ。色んな意味でおかしいだろ。

「会長と女ナツルがあれな関係なのは、もはや周知の事実であり──」

　そこが変。

「おかげで星せい鐵てつの美女二人が一気にフリーから予約済みとなってしまった。大変な損失だ。だがそのことを嘆いていてもはじまらない。『美少女研究会』は、もっと明日を向いて歩き続けなければ」

「前向きなのか、それ」

「うるさい。そこであの二人だ。会長と女ナツルのあれな関係を詳しく書いた冊子を発行すれば、金は儲もうかるしデータベースも充実する。今までの失点を取り返す最大のチャンスだと思わないか」

「誰だれの失点なんだよ」

「お前」

　俺おれかよ。どこで失点重ねたんだよ。こと女に関しては、日に本ほん代表クラス並のディフェンス力だぞ。

　冷静に振り返ってみると、最近の女性関係は確かにろくでもない。自慢の四フオーバックシステムは崩壊しかかっていた。日本代表どころか素人の草サッカーである。こうなってみると、今まで失点していなかったのは単に攻められていなかったからだけかもしれない。なにその嫌な現実。

「元特別顧問のお前なら調べることが出来るはずだ」

　やはり元か。こういうところはきちんとしているんだな。

「会長と女ナツル。美女二人がどんな付き合い方をしているのか。これは人気が出るぞ」

「……そんなに面白いもんか？」

　俺はそっちの趣味が全くないから分からん。真の同性愛ならともかく、高校生レベルじゃ遊びが多いって肝心の雫しずくが言ってた。

　しかし東ひがし田だとクラスメートどもは、大きく頷うなずきやがった。

「当たり前だろ」

「最高の娯楽だ」

「男とくっつくなら怒りが湧わくが、こうならなんとか諦あきらめられる」

「瀬せ能のうでなけりゃなんでもいい」

　それが本音か。本当にどうしようもない連中だ。

「どうやって俺に調べさせるんだよ」

　俺は訊きいた。一応女のナツルと俺は別人ということになっている。東田もそのことを考えていたらしく、すぐに返事をした。

「困難ではあるが、方法がないわけではない」

「誘ゆう拐かいでもすんのか」

「洒落しやれにならない犯罪はおかさない方が無難だ。女子部には協力者がいるから、その人間にも頼む。お前も楽になるだろう」

　協力者か。こいつなら変なコネが多いから、いるだろうな。それにしてもそいつが問題だ。スピーカーに手足がついたような女の子、たとえばますみなんかだと、ろくな結果にならないことが見えている。

「誰だれだよ」

　いきなり教室のドアが開いた。

「じゃーん、あたしだよ！」

　入ってきたのは我が幼なじみこと、近こん堂どう水み琴ことであった。




　疑問はいくつかある。俺おれですら滅多に越えられない警戒厳重な男女の境界を、どうしてくぐり抜けたのか。そして今の話を知っていたのか。

　だがそんなことは、おそらくこいつにとってはどうでもいいんだろう。そして水琴は、ずかずか入ろうとしていた。

「ストーップ！」

　俺は絶叫して遮さえぎった。

「こら水琴、神聖なる男子の教室に無遠慮に入ろうとするとはなにごとだ！」

「えー？」

　文句を言おうとする水琴。そして背後の駄目男どもが後押ししていた。

「別にいいじゃないか」

「可愛い娘こなら歓迎だ」

「瀬せ能のうばかり話をしてるんじゃない」

　くそ。日ひ頃ごろは「女なんかいなくても今は娯楽がたくさんあるから生きていける」なんて言ってるくせに、チャンスがあるとこれか。こういうやつらに限って、部活に一人だけ女の子がやってくると取り合いをはじめるんだぜ。俺もやりそうだからよく分かる。

「ほらナツル。みんな言ってるよ」

　水琴は腰に両手を当てていた。それでも入るのをやめたのは誰に遠慮をしているのか。

「男子の教室に入ったっていいじゃん」

　そうだそうだと背後からの野次。このクラスになったことを、これほど後悔したことはない。

「……なんの用なんだよ」

「ますみちゃん経由で東ひがし田だ君に呼ばれたんだよ。ナツルを手伝えって」

　もしかしたら、この世でもっとも悪いヤツは東ひがし田だなんじゃねえのか。雫しずくの次くらいには悪あく辣らつかもしれん。そんでこの悪党どもは、俺おれと水み琴ことに個人情報を探らせようというのか。

　とりあえず俺は水琴に「入れよ」とは言った。

　彼女は何な故ぜかこわごわ足を伸ばし、きゃーとか言いやがった。

「やーん。男の人の教室入るなんて、アフリカで先住民の集会所に入って以来ー」

　意味が分からん。さっきまでは堂々としていたくせに。

　だがその態度にクラスメートどもはやられたらしく、途端に優しくなった。

「おい、椅い子すを用意しろ」

「窓は開けて空気を入れ換え！　だけどカーテンは閉めろよ。どこで見られるか分からない」

　こういうときは、熱心な連中である。またたく間に準備が整った。俺と水琴を中心にして輪ができる。

　そして東田が、さきほどの説明を繰り返した。

「……というわけで、会長と女ナツルの関係を探り出してもらいたい」

　俺は馬ば鹿からしかったが、水琴は真剣だった。こんなことに熱心になってどうするんだ。こいつの行動基準はまったく不明だ。

　水琴は手を上げる。

「なに調べてもいいの？」

「もちろん」

「あたし、やるならとことんやるよ。エロいこととか」

　うおおとか歓声が上がる。まったく、男はエロって単語に弱い。

　東田も嬉うれしそう。

「大歓迎だよ。情報は高く買うから。瀬せ能のうはただ働き」

　余計なこと言ってんじゃねえよ。お前ちょっと前まで、水琴の写真欲しがっていただろ。あのことはもういいのか。もし長期的な目的のために目先の欲望を抑えたのだとしたら、なかなかやるもんだが。

「任せておいて」

　水琴は胸を叩たたいた。こういう仕草をさせると、こいつはかなり頼もしく見える。南米やアフリカで修羅場をくぐってきたためだろう。ニッケル鉱山の所有権を巡って三日三晩戦ったとも言ってたからな。

「ところでさ、調査の方法なんだけど」

　と水琴は言う。

「あたしに一任してくれるんだよね」

「そりゃまあ。調査結果に写真は添付して欲しいけど」

「いいよ。あともう一つ」

　水み琴ことは指を立てた。

「あたしとナツルが調査していることは、誰だれにも言わないで。手助けもいらないから」

「……？　いいよ」

　東ひがし田だは疑問に思ったみたいだが、了承した。

　俺おれはぽかんとしていただけだった。なに考えてんだこいつ。お祭り騒ぎが好きなのは知っているが、こんなところにまでパワーを発揮するのか。らしいと言えばらしいけど。お前も雫しずくのことは好感持っていなかったと思うんだけど。

　水琴は立ち上がると、「じゃあ戻るね」と告げて教室から出て行った。俺は慌ててあとを追う。

「おい待てよ、水琴」

「なによ」

　廊下の先で捕まえた。すぐ外だと、会話を聞かれる恐れがある。

「なんであんな変な約束したんだよ」

「別にいいじゃん」

「よくねえよ」

　俺は問いつめるような口調だったが、逆に水琴は渋い顔をしていた。

「……あんた、会長と付き合ってるの？」

「そんなわけねえだろ」

「じゃあなんで、朝一緒に登校したのよ」

　なんでこいつも知っているんだ……と疑問に感じるのは無駄だろう。水琴は知ってるから知っているのだ。

「……偶然だよ」

「偶然なわけないじゃん。会長が迎えに行ったんでしょ。どうせ女に変身して逃げようとしたのに、逃げられなかったんでしょ」

　こいつもやはり勘は鋭い。紅あか音ねのときもそうだったが、つくづく感心してしまう。水琴の場合は、ジャングルでのサバイバル生活が第六感を鍛えたんだろう。「蛇が近寄ると気配で分かる」って言ってたから。

「だから、今度はあたしの番なのよ」

「そこの意味が分からないんだが」

「あたしと一緒に調査するってことは、ナツルはいつもあたしといなきゃいけないってことなのよ」

　だからどうしたというのだ。お前と一緒にいると、カレーばかり食わされるんだが。でなきゃラーメン。レパートリーにカツ丼どんとかないのか。

「でも俺おれと会長のことなんか、いまさら調べるまでもねえだろ」

「馬ば鹿かねえ。当たり前じゃない」

　どうして馬鹿呼ばわりされなきゃならんのだ。

「会長の前に、あたしとナツルで調べてますって堂々と姿を見せるのよ」

「意味は？」

「このクルクルパー。会長に焼やき餅もち妬やかせるために決まってるじゃない」

　なんかちょっと前にも聞いた気がするぞ。あ、紅あか音ねと同じ台詞せりふだ。

　そんなことして、どんないいことがあるのだろうか。たとえば俺が沙さ倉くらさんといい仲になって、雫しずくに見せつける。うむ、これなら理解できる。ついでに男子部の連中にも見せつけて悔しがらせる。なおいい。ショックで退学するやつがでてくるかもしれないが、必要な犠牲だ。

　だけど水み琴ことってのはな。雫は悔しがるか？　あざ笑うんじゃないのか。

　彼女は渋い顔を解いていなかった。

「なにあんた。あたしじゃ不満なの？」

「どうしてそうなんだよ」

「今のうち調査に慣れておきなさいよ。じゃないと、中東の砂漠で振動発生機使って石油の鉱脈調べるときに戸惑うわよ。将来はあたしとコンビ組むんでしょうが」

「誰だれが決めたんだよ！」

　こいつの脳内もどうなっているんだ。最近の女ってのは、将来の青写真を決めているのか。だいたいお前とコンビなんか組んだら、赤道から南極まで走り回らされるだろ。楽しいかもしれないが寿命の切り売りになる。将来は公務員でいいよ。

「そんなぬるいこと言ってないで、あたしと世界を摑つかむのよ」

「どこのボクサーだよ」

　俺の周りには頭のおかしいやつしかいないのか。男も女も。

「いいの！」

　水琴は強引に話を打ち切った。迫力で押し切ろうとするタイプである。

「じゃあ放課後に打ち合わせだからね」

「打ち合わせってなんだよ」

「調査の打ち合わせに決まってるじゃない」

「必要あるのかよ。俺おれは俺のことなんか調べたくねえぞ」

「バーカ！」

　水み琴ことはいきなり怒り出し、小声で「一緒にいたいだけじゃない」と言った。

　一緒にいてなにをしようというのだろう。思春期の女の子の行動原理というのは、まったくもって謎なぞである。

「とにかく、放課後は一緒に帰るんだから、先に行ったりしないのよ」

「いや待てよ」

　俺はもうすでに二人と約束しているのだ。そしてどちらにも「イエス」と答えてしまったのである。こいつで三人目だ。こればっかりは増えればいいというものではない。

「なによ？　まさか先約があるとか言うんじゃないでしょうね」

「……」

　ううむ、正直に返事した方がよいものかどうか。その場合、水琴の反応は激怒して「断ってこい！」と言いそうな気がする。それはちょっと嫌だ。なにより、沙さ倉くらさんとの約束がパーになってしまう。

「いや……ない……けど」

　やっぱりこう答えることになってしまった。

　水琴の機嫌はすぐに直った。単純で羨うらやましい。

「よしよし、じゃあ校門で待ってて。迎えに行くから」

　だから男子と女子のそういうところがバレたら大変で……なんてのは通用しないんだよな。こいつはいったん決めると周りを自分に合わせようとする。振り回される側は大変である。

　しかしもう、今さら引っ込みはつかなくなった。自分のせいだが最悪である。おまけに、臓物アニマルの事を聞きそびれた。

　水琴は満足したらしく、「忘れないでよ」と念押しをして女子部に戻っていった。ちらっと、帰る途中教員に見つかったら約束が自動消滅するかもしれんと思ったが、すぐにその思考を追い払った。

　あいつがそんなミスを犯すはずがないのだ。我が幼なじみ殿は、そういう女である。












第四章







　俺おれがどんな目に遭あおうと時間はいつも通りに流れるわけで、まったくもって加減をしてくれなかった。つまり放課後はあっさりとやってきたのである。

　あれからずっと、俺は男子部にいた。女にならなかったのは精神の安定を保つのと、また余計な約束をさせられたらたまらなかったからだ。

　そして授業が全て終わっても、俺は教室から出ようとしなかった。東ひがし田だなんぞは「どうした。調査費用なら出さないぞ」なんて言ってたが、そんなことじゃねえ。

　後先考えずに約束したからこの有様である。俺が悪いわけなんだが。

　さてどうする。普通に考えたら沙さ倉くらさんなんだが、紅あか音ねとの約束を破ったら泣かれそうだし、水み琴ことはガラガラヘビとかけしかけてきそうだ。この中に雫しずくがいないのは幸運と言うしかない。

　悩んでも答えが出ないので、教室から出ることにした。

　男子部の校舎はそれほど建築年数が経たっていないのにボロく、特に一階の窓は立て付けが悪くてちゃんと閉まらないところが多い。そこを利用して出入りする面倒くさがりが何人もいた。不用心だという意見はあるのだが、どうしたことか泥棒に入られたこともないので放置されている。一説によると、女子生徒に振られて自殺した生徒の幽霊が、深夜の窓から出入りしているので防犯の役に立っているとかなんとか。

　逡しゆん巡じゆんした末、図書館へいくことを決断。どのみち女子部にいくにはあそこを通らなきゃ駄目なのだ。欠点は上が生徒会フロアだというところである。俺の苦手な女がいる。誰だれだか分かるね。

　俺は一階の隅にある窓を乗り越えて校舎から出た。あまり自分の行動を知られたくなかったのだ。頻繁に図書館に通っているものだから「いきなり勉強好きになったか、それともなにか企たくらんでいるのか」と疑われつつある。俺が本に手を出すのがそんなに変か。

　木陰で靴に履き替えて、見つからないよう回り道をしながら図書館へ。こんなこともあろうかと、靴はあらかじめ下駄箱から抜いておいたのだ。

　幸い誰にも見つかることなく図書館には入れた。ぱっと見、中に生徒はいない。

　図書館はまだ工事中だった。夏休み中に終わらせる予定だと思ったが、業者が手でも抜いているのか。青いビニールシートに覆おおわれていて、密談とかするにはもってこいだろうな。逢あい引びきとか。

　さて問題はこれからだ。女子部に行って水琴か沙倉さんに会うか。はたまた紅音にするか。一見贅ぜい沢たくに感じられるが、わりと頭の痛い問題である。

「むむ……」

　悩むというよりは、結論を先延ばしにしたかった。今日できることは明日やる。

　だがそうもいかず、選択は自動的に決まることになった。

「ナツルさん！」

　図書館のカウンターの向こうから、小走りにやってきたのは紅あか音ねであった。

「迎えに来てくれたんですか。うれしいです」

　俺おれは演技力を総動員して「もちろんそうだよ」と言わんばかりの笑顔を作った。

　紅音が首を傾かしげる。

「虫歯ですか？　ほっぺたが引きつっているんですけど……」

　俺の演技なんてしょせんこんなもんか。小学生の時の学芸会でうずくまってるだけの岩の役をやったことがあるが、「あんな落ち着きのない岩ははじめて見た」と先生から言われた想い出がある。演技なんてのは一部選ばれたエリートたちの特技である。

「いや、そうでないんだけど」

　紅音は疑問に思っていたようだが、幸いなことに追及してこなかった。

「もうすぐ終わりますから、座って待っていてください」

「図書委員会が忙しいなら、別に」

　一緒に帰らなくてもと言おうとしたが、紅音は被かぶせるように喋しやべっていた。

「大丈夫ですから。すぐに終わります」

　なにが大丈夫なのか、いまいち把握できないが、迫力に押された。

　紅音は一いつ旦たん引っ込み、数分後に出てきた。

「あれ、もういいの？」

「はい。図書委員長の話が長くなりそうだったので、今日は終わりにしましょうって宣言してきちゃいました」

　照れたように語っているが、なんという強引さだ。

　紅音はバッグを両手で持ち、「行きましょう」と告げた。そして階段のほうへ歩いていく。

「あれ、校門じゃないの？」

「なに言ってるんですか。会長に挨あい拶さつするんです」

　挨拶、に力が入っていた。そういやそうだったな。

　生徒会が入っているフロアに出る。廊下には誰だれもいない。前は葛くず原はらという女の子が監視員みたいにしていたが、ああいうことは止めたようだ。

　紅音はノックをして生徒会室に入った。

「失礼します」

　中には雫しずくだけがいた。なにやら書類を眺めているが、生徒か部活から上がってきた陳情だろう。廊下の照明からサッカーボールの購入まで、一度は彼女を経由する。

「美み嶋しまさんと……瀬せ能のう君？　珍しいわね」

　確かに二人揃そろって生徒会室に顔を出すのは珍しいかもしれない。特に俺おれが、来るのを嫌がる。

「なにか用？」

「これから帰るんです」

　紅あか音ねはにこやかに続ける。

「会長はお忙しいようですから、二人で帰っちゃいますね」

　そして紅音は俺と手を繫つないだ。

　雫の眉まゆが、ほんの少しだけ動いた。他の人間には恐らく分からないだろう。散々雫に振り回された俺だから感知できたのだ。

「二人で？」

「はい」

　紅音は笑顔を崩さない。












「そう」

　雫しずくは興味なさそうに、書類に視線を落とした。

「帰りは気をつけなさいね。学校側に見つかったら面倒よ」

「……会長、それだけなんですか？」

　怪け訝げんそうになる紅あか音ね。

「他になにかあるの？」

「あたし、ナツルさんと帰るんですけど」

「瀬せ能のう君なら私にも見えるわ。幽霊じゃないようね」

「ええ。あたしと一緒です」

　紅音は腕に力を込めていた。雫は見ようともしない。

「会長はお忙しそうですね」

「みんな私に仕事を押しつけるからね。人の苦労も知らないで、男と家に帰る人間もいるし」

　ほう。俺おれたち以外にもいるのか。確かに雫にしてみればイライラするだろうな。もし学校側に見つかったら、文句が来るのはまず生徒会だ。

　どうしたことか、紅音の声音が硬いものになった。

「会長は一人で帰るんですよね。可哀かわい相そうです」

「別に同情はいらないわ。彼氏はいるから」

「そうですか。その彼氏は、きっと今ごろ、他の女と腕を組んでいますよ」

「他の女とやらと付き合ってるわけじゃないから、別にいいわ」

　むむ。何な故ぜか部屋の温度が急低下している気がする。そればかりじゃなくて、女二人の間は、急上昇しているような……？

　なんでこうなるのか。元より友好的ではない二人だが。さっきまでの会話に原因があるんだろう。好奇心が刺激されないわけじゃないんだが、考えても分からないので興味を持たないようにするしかない。

「……なにか言いたいんですか？」

　と紅音。

「会長はあたしに含みがあるみたいですけど」

「それは私の台詞せりふじゃないかしら。美み嶋しまさんこそ、他人に嫌がらせする趣味を覚えたの？」

「嫌がらせなんてしてません。事実をお知らせしに来たんです」

「それはありがとう。別にいらなかったわ」

　どんどん雰囲気が悪くなっていく。しょうがない二人だ。世界平和という言葉を知らんのか。お前達みたいなのがいるから、世界から銃火の絶えるときがないのだ。

　紅あか音ねははっきりと告げた。

「じゃああたしたちは帰ります。あたしたちは」

「ドアは閉めていきなさいね」

　雫しずくは素っ気なく返事をした。紅音は俺おれを引っ張ると、ふんと言って扉を閉めた。

　廊下に出た俺は、なんだか朦もう朧ろうとしていた。ほとんど喋しやべらなかったぞ。二人が言い合っているのを眺めているうちに終わった。

「さ、帰りましょう。ナツルさん」

「ああ、うん」

「会長に追いかけられないうちがいいです」

　紅音は率先して階段を下りていく。俺はあとを追った。他の二人とも約束あるけど、どうしよう。

　しかし、このままでは二人一緒には外に出られない。男子部と女子部は校門が別である。

「ナツルさん、男子部から出て、女子部の前で待っていてください」

「え？　女になった方がよくない？」

「それじゃ意味がないです。あたしは男のナツルさんと帰りたいんですから」

　口を尖とがらせて文句を言った。どうも紅音は「男」ってのにこだわっているらしい。まあ、女のナツルと見れば嫌がらせか金かね儲もうけの材料にしたがる委員長さんたちよりはいいか。

　俺は了解して、男子部へ戻った。そこから校門へと走る。意外と面倒くさい。

　男子部の校門は薄汚くて錆さび付ついている。この学校はまず女子部に金をかけて次が男子なので、どうしても後回しになるのだ。ものは考えようで、そのため一部の施設は女子のものより新しいらしい。くたびれて見えるのは使い方が荒いから。

　校門は新しくないのでボロいままだった。ここを抜けて、敷地を半周すればいい。

　人はいない。みんな学校が嫌いなんじゃなくて、生徒会室で馬ば鹿かなことをしていたから俺が遅いだけ。部活動の連中はきちんと練習に励んでいた。

　いや、訂正。そこに誰だれかいた。忘れ物でも取りに戻ってきたんだろうか。

「待っていたんですよ」

　その人物、沙さ倉くらさんはにこりと笑っていた。




　沙倉さんはまるでお姫様のように手を伸ばしていた。

「さあ、帰りましょう」

「え……え？」

　変な声が出てしまった。

「やだ、ナツルさんが、一緒に帰ろうって言ったんじゃないですか」

「……は？」

「忘れないでください。もう……ナツルさんが誘ったのに」

　ちょっと怒ったような素振りを見せる沙さ倉くらさん。そんな貴女あなたも可愛らしい……いやいや、それはちょっと置いておこう。

　俺おれの記憶によると、一緒に帰ろうと誘ったのは沙倉さんである。だが彼女は、俺から誘ったと思っているらしい。なんでだ。この若さで記憶障害か。俺が一生つきっきりで世話をするというのはどうでしょう。

　そしてなにより、沙倉さんからはクールさが抜けていた。あの恐ろしさすら感じる迫力がない。つい最近までの彼女のままである。

「ずっと待っていたんですよ。帰りましょう」

「……はい」

　いかん。承諾してしまった。えーっと、確か紅あか音ねを待たせているような。

　沙倉さんはもう歩き出している。しばらくためらってから、俺は隣に並んだ。紅音は……あー、あとで謝ろうそうしよう。

　沙倉さんと一緒というのは、一種のチャンスである。まだまだ俺の沙倉さんへの憧あこがれは強い。たとえ沙倉さんが雌めすカマキリに変身しても愛する自信はあった。できれば頭からかじってください。

　二人でぶらぶら歩く。ううむ。緊張する。考えてみたら、これははじめてのデートではないだろうか。なに？　デートとは言わない？　これくらいならこれまでも数回あった？　馬ば鹿かも休み休み言いたまえ。男と女が二人で並ぶ。もうこの時点でデートだ。今までったって、途中で邪魔が入ったり勝手に女に変身したり、トラブルしかなかった。

　ついでに言っておくと、雫しずくや水み琴ことと出かけたあれはノーカン。たった今決めた。ようするにこれが俺の初デートなのだ。万歳。お父さんお母さんナツルはやりました。ついに沙倉さんとのデートです。

「どうしたんですか？」

　沙倉さんがいつもの笑顔で訊きいてくれた。

「ナツルさん、なんだかとっても楽しそう」

　楽しいに決まっています。だって初デートなんですから。興奮するなと言っても無理。こないだまでの沙倉さんの暴力的な行動はもう忘れた。今が重要なんだよ青春ってのはよ。

　しかもだ。今までどの男が挑戦しても不可能だった、沙倉さんとの距離を縮めるのを俺は達成したのだ。この姿を男子部の連中が見たら、一人残らず悔しさに身もだえするだろう。いい気味である。なんか花火のときもこんなことした気がするがまあいい。

　こういうチャンスを得た以上、逃してはいけない。もっと関係を深めなければ。

「ね、ねえ、沙さ倉くらさん」

　俺おれは舌が上う手まく回らないまま、言った。

「はい？」

「ちょっと遠回りして帰らない？　あっちの、川の方」

「いいですよ」

　彼女は明るい顔で受け入れてくれた。

　俺は踊り出したい気分を抑えながら、コースを変更した。

　普段行かないのだが、近所にそれなりの幅の川がある。護岸工事はしてあるが、川べりでも遊べるようになっているのだ。散歩のコースでもあって、早朝は犬を連れた老人や、ランニングをしている女性によく会う。

　ここは夕方になると雰囲気がいいのだ。夕ゆう陽ひが鉄橋にかかるとなんとも言えない叙情を搔かき立たてる。

　小さいときには結構川べりで遊んでいた。だから慣れている。相手は水み琴ことで、あいつのおかげでおぼれかかったことも何度かあるのだが、今は気にしない。

　護岸の上に作られた道を、二人で歩いた。たまに自転車に乗った人とすれ違う。ちらっと視線をやっているが、きっと俺たちのことを高校生カップルだと思っているんだろうな。その通りです。

「なんか、不思議ですね」

　と沙倉さん。

「ナツルさんとこうしているなんて」

「そ、そうかな」

「ええ。わたしあんまり、男の人に縁がありませんから……」

　恥ずかしそうに言っている。うわ、可愛いなあ。しかし沙倉さんを狙ねらっている男は多い。無意識に拒絶しているんだろう。

「でもナツルさんとなら、楽しいです」

「俺も楽しいよ。女の子に縁はないから」

「え？　雫しずくちゃんと付き合っているんじゃ……」

「いやあれは……」

　付き合っているわけない。あの女が勝手に言いふらしているだけである。俺が途方に暮れるところを楽しんでいるスーパーサディズム女なのだ。二十一世紀に蘇よみがえったナチ野郎だ。このメンゲレ博士が。

「そんなこと言っちゃ駄目です」

　沙さ倉くらさんが急に反発した。

「自分の彼女だって言ってください。雫しずくちゃんだって女の子なんですから、言ってもらった方が喜びます」

「そうかなあ……」

「そうかなあって……あ、もしかして」

　彼女は腰に両手を当てた。

「まさか、彼女いるのにわたしを口説こうって考えているんですか？　駄目ですよ、雫ちゃんと付き合える男の子なんて、滅多にいないんですから。そんなところ見られたら怒られちゃいますよ」

　そう言ったあと、にっこりとした。

「でもナツルさんなら平気です。雫ちゃんはナツルさんのことが好きですから」

　そんなわけないです。なしにしてください。

　しかしいくら友人だからって、雫の話は止めて欲しい。せめて「夕方の土手を女の子と二人で歩く」という夢のようなシチュエーションを堪たん能のうさせて欲しい。邪魔者はいらないのだ。

「そういえば……」

　と沙倉さん。

「ナツルさん、わたしを一緒に帰ろうって誘ったのはなんでなんですか？」

「なんでって、沙倉さんが」

「やだもう、ナツルさんが誘ったって言ったじゃないですか」

　これがよく分からん。

　なんか沙倉さんは、俺おれが一緒に帰るのを誘ったと言っている。だけど、確かに俺が誘われたのだ。俺は時々記憶力が怪しくなって、月曜日なのに日曜日だと信じて家でぐーすか寝てることがあるが、こればかりは自信がある。

　……が、沙倉さんが言うんだからそうなのかもしれない。やっぱり俺の間違いか。それもあり得るんだよなあ。なにしろ月曜を日曜と信じたりするから。

「なんの用ですか？」

　いかん、用なんかない。いや、沙倉さんとこうしているだけで楽しいんで用件なんかいらないんですけど。

「もしかして……なにもないんですか？」

「いやあ……」

　ははは、と笑ってごまかそうとする俺おれ。

　が、そうする前に、沙さ倉くらさんが俺の顔を覗のぞき込んだ。

「もう。言うことがないんですか？　だったら……」

　おや？　なんだか口調が変だ。直前まで違って、声音が低く、ずしりと重いものになりつつある。そう、あのクールな沙倉さんになりつつあった。

　目の端が、少しだけ吊つり上あがる。

「だったら、またわたしのお願いを聞いてくれますか？」

　沙倉さんはそう言った。





　　○






　紅あか音ねは女子部の校門付近でナツルを待っていた。

　学校が男子部生徒との交流に厳しいことは彼女も承知しているため、慎重にはなっている。ナツルの姿が見えたらすぐに出ていって、見つからないうちに帰ってしまうつもりであった。

　ところが肝心のナツルが来ない。いくら男子部から敷地を半周しないといけないとはいえ、時間がかかりすぎである。とっくに姿を見せてもいいはずであった。

（ナツルさん……どうしたんだろ）

　様々な想像、しかもよくないものが、彼女の脳裏を行ったり来たりした。途中で転んで怪け我がをしたり、おっかない上級生に捕まったり、空中に生じた次元断層に吸い込まれて人類滅亡後の地球に飛ばされたり。

（それとももしかして、マフィアや秘密結社の陰謀に巻き込まれてるとか……ああ、どうしよう。ナツルさん、無事でいて……）

「なにしてんの？」

「きゃっ！」

　三角マスクをかぶった悪の手先に捕らえられ、拷問を受けていたナツルを想像していた紅音は、跳び上がった。

「ななななんですか、ナツルさんがどうしたんですか!?」

　あらぬことを口走る。相手は目を丸くしていた。

「ええっ、なにがどうしたの？」

　背後にいたのは水み琴ことであった。紅あか音ねは胸を撫なで下ろし、それから赤面する。

「近こん堂どうさん……よかった、ナツルさんが捕まったんじゃなくて……」

「なに変なことを……ナツルがどうしたって？」

「いえ、無事ならいいんです」

　水琴は当たり前だが理解できないようで、頭上に多数の疑問符を浮かべていた。

「変なの……紅音ちゃん、なにしてんのよ」

「ちょっと……待ち合わせです」

　ナツルのことは言わなかった。待ち人が現れてから教えればいいだけのことである。

「ふーん。あたしも待ってる人がいんのよ」

「誰だれか、同級生ですか？」

「違うって、ナツル」

「えっ!?」

　驚いた紅音に、水琴はにやにやする。

「びっくりしたでしょ。でももう駄目だよ。あたしが最初にツバつけたんだから。ナツルと一緒に帰っちゃうんだもんねー」

「そ、そうじゃなくてですね……」

「？」

「あたしも、ナツルさんと帰る約束を……」

「はあ？」

「二人で帰るんですけど……」

　紅音としては、一応申し訳なく言ったつもりだった。

　水琴の表情が変わる。彼女は雫しずくと違って感情を隠さないから分かりやすい。

「ちょっと！　なにそれ!?　勝手なことを……」

「そ、それはこっちの台詞せりふです！　あたしがナツルさんと約束したんですから、近堂さんこそ……」

「いいのよ、あたしは幼なじみなんだから！」

「ず、ずるいです。幼なじみなんて言い訳が通用するのは、中学生までです！」

「言い訳じゃないわよ！」

　水琴は相変わらずのテンションだったが、紅音としても負けるわけにはいかない。こういうところでの勝敗が、これからの立場を決めてしまう。

「あっ、あたしの方がナツルさんに相応しいです。近堂さんよりも前にケンプファーになってるんですから」

「意味分かんないわよ。あたしはナツルの裸見たことあるよ。幼稚園のときに、あいつを池に突き落としてずぶ濡ぬれにしたから、家で着替えさせた」

「そんなの昔すぎます！　だっ、だったらあたしは裸を……」

　ちょっと前のことを思いだし、赤面しながら言う。さすがに露骨に自慢をするのは難しかった。

「はあ？　そんなんなら、あたしだって温泉で見られたわよ。紅あか音ねちゃんだってそうじゃん」

「違います……」

「なにが」

「おっ、男のナツルさんに見られたんです。あたしが裸になってるところ……」

「え!?」

　水み琴ことは仰天していた。紅音は教えるのが恥ずかしくて仕方なかったが、もはや意を決していた。

「見られました！　そ、それに裸で抱き合って……なにもしなかったんですけど……」

　語尾が小さくなった。だがそれが幸いしたようで、水琴は「裸で抱き合う」のところに大きく反応した。

「あっ、あのスケベ野郎！　ああああ紅音ちゃんとそんな……あたしにはなにもしないくせに！」

「でっ、ですから、もう近こん堂どうさんは諦あきらめてください！」

　きっとした表情で、水琴が睨にらみ付つけた。

「諦めないわよ！　冗談じゃない。アラスカで天然ガスの試掘作業に立ち会っていたときにブリザードで死にかけても、諦めなかったんだから。紅音ちゃんこそもういいでしょ。裸見られたんだから手を引いてよ」

「あたしだって諦めません！」

　しばらく睨み合う二人。ここが学校の中だということも忘れており、まさに一触即発だった。危険度を表すデフコンが、上がったり下がったりする。学校の片隅が、中東よりも熱い地域になりつつあった。

　だが開戦までには至らない。なんだかんだ言ってもこの二人は仲が良く、また、当のナツルがいないこともあった。

　遠くで鐘の音が流れていた。近所の小学校だろうか。もう夕方だ。

　やがて、どちらともなく、ため息をつく。同時に力を抜いた。

「はあ……空むなしい。ナツルがいないのに、なんでこんなことしてんだろ」

　水み琴ことがぼやく。紅あか音ねも同感だった。

「ほんとです……」

「馬ば鹿からしくなっちゃった……あいつ、なにしてんだろ」

　それは紅音も気になっていた。ここにいないのだから、他の場所でなにかしているに決まっている。

「他の……女の人と会ってるんでしょうか……」

「なんかムカつくけど、そんな気がするわね。他の女だとしたら……」

　二人の頭に、同時にある女性が思い浮かんでいた。冷静でスタイルも頭も良く、全校生徒の信頼を受けているが自分たちには恋敵ライバル。

「会長か……」

「はい……」

　雫しずくに違いないと思っていた。待ち合わせているところを出し抜くなんて、あの女性くらいしかいないだろう。

「あーもう、またやられた！」

　悔しそうに水琴が叫ぶ。

「あの人なんで、ナツルになんか手を出すのかなあ」

「ですよね」

「あんなにモテんだから、ナツルじゃなくたって、いい男なんかいくらでもいるだろうに。趣味がいいのか悪いのか」

「あたしは、ナツルさんは素敵だと思いますけど……」

「あたしだってそうよ」

　水琴が言い返す。つまり二人とも、恐らく雫もナツルのことを気に入っていて、いいところがあると思っているのだ。第三者から見れば「あんな鈍にぶちんのどこにいいところがあるのやら」で呆あきれられるだろうが、好きになったものは仕方がない。

　なのに今現在、ここにナツルがいないのはどういうわけか。

「どうしましょう」

　と紅音。

「どうしようか」

「……取り返しに行きましょうか」

「ナツルを？　賛成だけど、どこに行ったんだろ。普通に帰ってるならあいつの家に行けばいいけど、相手は会長だもんなあ」

「私がどうしたって？」

　突然背後から呼びかけられ、二人とも仰天した。紅あか音ねに至ってはさっき水み琴ことに同じことをされたから二度目である。

　振り返る。そこには雫しずくがいた。

「か……会長」

「美み嶋しまさんに近こん堂どうさん。用のない人がいつまでも校内にいるのは好ましくないわね」

「か、会長こそ……なんで……」

　紅音は驚きでそれ以上言葉が出て来ない。いないはずの人間がいるのだから。代わって水琴が言った。

「どうしてここにいるのよ？」

「いけないのかしら」

「ナツルと一緒だったんじゃないの？」

　雫の端整な顔に、疑問の色が現れた。水琴は構わず続ける。

「ナツルがいなくなったから、あたしたちはてっきり会長といると思ったんだけど」

「瀬せ能のう君が？　……あなたたち、なにか約束していたの？」

「一緒に帰るつもりだったのよ」

　雫は二人の顔を見渡す。瞬時に理解したようだった。

「……まあ、あなたたちのことは置いておくわ。でも瀬能君はいなくなったのね」

「でも会長がここにいるのなら、どこに行ったのか……」

　ショックから回復した紅音が呟つぶやく。雫は無言になって、しばらく考えていた。

「……心当たりは、そうね、あるわ」

「会長……分かるんですか？」

「勘よ。外れるかもしれないけど」

「誰だれです？」

「楓かえでじゃないかしら」

「沙さ倉くらさん……？」

「ええ。瀬能君はまだ楓に未練があるから、誘われたらついていくでしょう」

「でも、沙倉さんは、その、敵ですよ……？」

「彼は盲目的だから」

　いきなり紅音の全身が真っ白な光に覆おおわれた。

　次の瞬間、そこにはさきほどまでの弱々しい女子高生ではなく、獰どう猛もうな目つきをした女が存在していた。

「なんだと……あの野郎！」

　紅あか音ねは腕を振る。瞬時にオートマチックタイプの拳けん銃じゆうが出現した。

「沙さ倉くらのクソ女となにするつもりだ、許せねえ！」

「一緒に帰っているんでしょうね。出し抜かれたのよ」

　雫しずくの言い方は冷たい。事実なだけに、ちくちくと皮膚に刺さる。

「ああ？　てめえはなにか言いてえのか？」

　紅音は雫に、怒気に溢あふれた瞳ひとみを向けていた。

「別に」

「そうかい」

　顔面に銃口を向けた。動きにためらいはない。なにを言おうと、引き金を引くつもりだった。

「だったら二度と言えなくも、考えなくもしてやるぜ」

「暴力女は瀬せ能のう君も嫌いなんじゃない？」

「黙れ！」

　紅音は人差し指に力を込める。眉み間けんを撃ち抜くつもりだった。

　が、その動きは寸前でストップする。

　銃口に、短剣の先端が刺さっていたのだ。

「ここで揉もめても仕方ないんじゃないかしら？」

　雫はすでに変身を終えていた。短剣は彼女の武器、剣シユヴエアトである。端はたで見ていた水み琴ことは驚きよう愕がくしていた。いつ変わったのか、まったく分からなかったのだ。

「いいや、おめえの顔を吹っ飛ばすのが仕方ないとは思わねえ」

「気が短いのね。私は瀬能君を追いかけた方がいいと思っているわよ」

　そして雫は、水琴に顔を動かす。

「ねえ？」

　水琴はためらいながらも頷うなずいた。

「うん。沙倉さんだったら、それこそナツルになにをしてるか分かんないから」

「……けっ」

　紅音が拳銃を引っ込める。同時に雫も短剣を引いた。

「この女をぶっ殺すチャンスだったのに」

「いいから、後を追わなきゃ」

　水琴も光に包まれる。髪の毛が金髪に変化していた。

「……でも、あたしまで変身する必要あったかな」

「しておいた方がいいわ。追いかけるんだったら体力を使うわよ」

　雫しずくが言った。確かにケンプファーは体力にも優れるので、通常ならへとへとになるところでも、息を切らさないでいることができた。

「私は追うけど、あなたたちはどうする」

「行くぜ」

「行くわよ」

　紅あか音ねと水み琴ことは同時に返事。

「多分あっちね」

　雫はダッシュする。心当たりがあるのだ。さすがケンプファー、女性とは思えない脚力だった。

　負けてはいられない。残された二人は、急いで後を追った。





　　○






「ねえナツルさん」

「は、はい……」

「お願い、聞いてくれますよね」












　それはもう。当然のことです。沙さ倉くらさんなんですから。ここでイエスと言わなければ、男としていや人として、間違った人生を歩んでしまう。せっかくのフラグをへし折るやつがどこにいるんだ。そういえばクラスのもてるやつが「フラグ？　そんなこと言うから女にもてねえんだろ」とか言いやがったことがある。うるせえ馬ば鹿か。女性経験がないから、他に単語を知らねえんだよ。

　沙倉さんは痺しびれるような仕草で、俺おれに顔を近づけてきた。吐息がかかる。

「ひっ……」

「うふふ」

　なんというか悪女である。同学年なのに、年上のお姉様に手玉に取られている感じだ。もちろん俺はオールオッケー。手玉万歳。

　彼女は耳元に口を近づけていた。耳よりも、俺の肩に沙倉さんが手を乗せているのがぞくぞくする。

「それでですね……」

「はい……」

「雫しずくちゃんを好きになって欲しい……のですけど」

　またそれか。うーん、沙倉さんのお願いなら逆らえはしないのだけれど。

「いいですよね？」

「そ、そんなに会長が……？」

「強敵ですから」

　沙倉さんは囁ささやいていた。俺は頭の中がとろけそうになっていて、足腰もよく定まっていなかった。

「だから雫ちゃんをものにして欲しいんです。ナツルさんならできます」

「え……」

　そうなのか。俺ならって、東ひがし田だにでもやらせればいいんじゃないのだろうか。まあ東田は、雫の好みから遠い存在だとは思うけど。

「どうやって……うひゃ」

　耳の内側がひやっとした。沙倉さんが舐なめたのだ。うひゃひゃ、背筋が震ふるえた。

「そんな決まってるじゃないですか。強引でいいんです。犯しちゃって」

　お、犯すって、なんて危険なことを。沙倉さんの言葉とは思えないが、興奮してきたんでいいか。

「でも犯すなんて……」

「実はですね」

　彼女はさらに声を小さくしていた。

「本当のお願いは別にあるんです。もし雫しずくちゃんをものにできなかったらですね……」

　次の瞬間の声は、本当に小さかったが、俺おれの耳にはいつまでも残るものであった。

「雫ちゃんを倒しちゃってください」

「……え」

　俺は無意識のうちに、沙さ倉くらさんから離れていた。

「会長を……？」

「はい。ナツルさん、雫ちゃんのことが嫌いなんですよね。だったら倒して欲しいんです。雫ちゃんは強敵ですから」

「いや、それはまあ、嫌いだけど」

　でもこうもはっきり言われると、驚きが先に来る。雫を犯せ、さもなくば殺せって、なんか俺マフィアの殺し屋みたいじゃん。しかも最後のシーンでやられる役。

　沙倉さんはごく当然のような顔をしていた。

「犯してから殺してもいいですよ。殺してから犯してもいいです。ナツルさんが自由にしてください」

　前者はともかく、後者は相当な変態じゃねえのか。いや前者もいけないことですよ？

「いいですよね？」

　どう答えたものか。

「本当なら、赤と青のケンプファーは互いに争って、決着を付ける存在なんです」

　そういやそうだったな。本当だったら、水み琴こととだって戦うはずなのだ。

「でも雫ちゃんが拒否した。今までずっとわたしたちの手て駒ごまだったのに、拒否してしまったんです。このこと、話しましたよね」

「……多分」

「それってナツルさんのせいなんです」

「え」

　さっきから驚いてばかりだ。沙倉さんの言ってることが、いちいち心臓を刺激する。

「あの娘こ、本当だったら全力で戦うはずなんです。先輩がいなくなってから、ずっとそうでした。でもナツルさんのことが好きになっちゃったから、青いケンプファーと戦いたくなくなったんです」

「そうなの……？」

　よく分からない。俺の中の雫のイメージは、冷酷非情で男と見ればピンヒールで踏んでいないと気がすまないような女なのだ。

「はい。雫しずくちゃんはナツルさんにめろめろです。だから、逆にナツルさんならなんでもできると思うんです。殺すことも」

　恐ろしいことを。

　だが今の俺おれには、この言葉の真意をはかる術すべがなかった。なんでかって？　俺は俺で、沙さ倉くらさんにめろめろだからだよ。

「だから、俺が……」

「はい」

　にこりとする。この笑顔が恐ろしくて美しい。

「本当はわたしがやってもいいんですけど、ナツルさんがやることに意味がありますから。わたしたちにとって」

「？」

「男でもあり女でもあるナツルさんは、特別なんです」

　なんか頭のなかが白くなってきた。俺は何度か振って、はっきりさせようとする。

　だがうまくいかなかった。どうも沙倉さんと会うと、ぼーっとしてしまう。こういうのを毒気を抜かれたというのだろうか。違うな。なんでもいいけど。

「ナツルさんの態度が全てを決めるんですから、頑張って」

　なんか妙な励まされ方だ。俺は回転数の落ちた頭で、なんとか台詞せりふを紡つむぎ出した。

「ええっと、でも、雫に気づかれるかも」

「もう気づいていますね」

　彼女は断言した。

「雫ちゃんは頭がいいんですから、分かってます。でもナツルさんが迫るなら、ころっといっちゃいますよ。好きな男の願いは断りません」

「はあ……」

「そうなんです」

　断言されると、そうなのかと思えてくる。だけど雫を犯すなんてちょっとなあ。ヤギとかの方がマシじゃねえの。言いすぎですか。

「でもそれじゃ、紅あか音ねちゃんや水み琴ことは……」

「あの娘こたちですか。うーん、それなりに厄介なんですよね」

　まあ厄介だろうな。紅音は猛犬モードになると誰だれ彼かれともなく撃ちまくるし、水琴はカレーばかり食わせる。え？　そういう意味じゃない？

「不要なんですよね。でも放っておけませんし」

　沙倉さんはほんの少しだけ悩んでいた。

「最初は、美み嶋しまさんがうまく行くと思ったんです。あの二面性がいいかなって。いざとなったら、雫しずくちゃんには美嶋さんをぶつけようとしたんですよ」

　ある意味うまくいってるんじゃないだろうか。猛犬モードの紅あか音ねは、雫が大嫌いだぞ。

「ですけどナツルさんが来たから安心しました。ハラキリトラはいい加減なタイプですから、ちゃんと教えたのかどうか不安でしたけど、うまくいったみたいです」

　そうなんだろうか。あいつ、俺おれに肝心なこと喋しやべってないんだけど。

　俺は身体からだをもぞもぞさせていた。うーむ、紅音も水み琴ことも不要なのか。それもちょっとあれだ。あいつらも雫のことがちゃんと嫌いだと思うよ。

「……もしかして、ナツルさんは美嶋さんと近こん堂どうさんのことが惜しいんですか？」

「もちろん」

「雫ちゃんよりも好きですか？」

「……」

「でも駄目です。きちんと雫ちゃんを愛して、こっち側に連れてきてください。でなければ、殺す」

　むう。なんか困難が増した気がする。紅音は大人しくていい娘こで、水琴は一応幼なじみ。そして雫を口説くのは大変困難。

「できますよね？」

「いや……よく」

「まあ」

　沙さ倉くらさんは困ったような顔をした。ああ、ごめんなさい。俺の力が足りないばかりに。

「それじゃ困ります。ご褒ほう美び、欲しくないんですか？」

「え……え？」

「いやですね。わたしはちゃんと、ナツルさんにご褒美を用意しているんです」

　彼女は屋上の時と同じように、制服の胸元に指を入れた。ただし、それ以上のことはしない。

「これだけじゃ満足できないですよね」

　力を込めて頷うなずいた。いかん、俺のつぼを心得ている。

「前払いしてもいいですよ。後払いもあります。どっちがいいですか？」

　なに払ってくれるんだ。あれか、あれなのか。

　俺は血管が煮えたぎるのを感じてきた。止まる寸前だった脳みそも、いきなり全力運転となる。

　瞬時に状況を把握。こうなると慎重な分析と大胆な決断が必要だ。まさに大人になるための岐き路ろである。これまでのバーチャルな恋愛と男女関係から、本物を味わうことになるのだ。小学校から中学校にかけて女子の身体からだを延々議論したときの経験が、ついに生かされることに。ちなみに結論は「よく分からない」。子供なんてそんなもんだ。

　前払いだと今からいい思いができる。後払いは後でいい思いができる。普通なら躊躇ためらうことなく前払いだ。だって後払いにしたら、天変地異が起こってそれどころじゃなくなるかもしれないだろ。あらゆる可能性を考慮するのが分析というものだ。

　だが後払いにも利点がある。前払いよりもずっと濃厚な体験ができるかもしれないということ。沙さ倉くらさんはそんなこと一言も言ってないが、ご褒ほう美びとはそういうものだ。後の方がリターンが大きい。

　悩むじゃないか。考えろ、考えるんだナツル。雫しずくのことなんかどうでもいいが、これはどうでもよくないんだ。ていうか、重要。

「沙倉さん……」

「はい？」

「両方は駄目？」

　我ながら、大変図々しい希望だった。だってどっちも体験したいんだもん。

　沙倉さんは呆あきれたりはしなかった。ただ薄く笑っていた。

「いいですよ。ご褒美、上げます」

「ほ、本当!?」

　自分から希望しておいて、俺おれは驚いてしまった。よかったんだ。悩むことなかったぞ。

「ええ。ただし、条件つけちゃいます」

　なんでもどうぞ。今の俺は、今すぐ死ねと言われること以外なら怖くない。死ぬのはご褒美を受け取れなくなるので嫌。

「わたしの家に来てください」

「……それでいいの？」

「はい」

　気が抜けてしまった。簡単にもほどがある。

「あのマンションだよね」

「違います。あそこはわたしが住んでいるところです」

　彼女はくすくす笑った。

「わたしの実家です。遠くにあるんです」

　はあ、実家ですか。なんだろう。両親にでも会って欲しいと言うのだろうか。どっかで聞いたなこんな話。

「日にちはですね──」

　彼女は二週間先の土曜日を指定した。確かに学校は休みである。場所も教えてくれた。おお、プライベート情報だ。神か奈な川がわ県の丹たん沢ざわ方面にある地名。

「そんな先なの？」

「ええ、準備もありますし」

　なにを用意するんだろう。美お味いしい手料理とかだったら嬉うれしい。たとえカレーでも、沙さ倉くらさんが作るなら食べる。水み琴ことのは食べ飽きたからいらない。

「色々見せちゃいますよ。ナツルさんが知らないこと」

　見せてくれるのか。なんか淫いん靡びだな。

「そこに雫しずくちゃんも連れてきてくださいね。そうしたら、ご褒ほう美びをあげます」

　俺おれはなんとなく訊きいた。

「えーっと、雫だけ……？」

「他にもいてもいいですよ、美み嶋しまさんや近こん堂どうさんもいいです」

　あ、でも紅あか音ねなんか連れて行ったら、いつ変身して暴れ出すか分からない。あいつの気の短さは、俺の比ではないのだ。

「平気です。わたしも白の娘こたちを用意しますから。戦いになってもいいです」

　それからまた、囁ささやくように続ける。

「わたしは負けませんけど」

　彼女はぐい、と俺の手を引っ張った。

「さあ、行きましょう。もうこのあたりでいいですよね」

「え……なにが？」

「ご褒美ですよ。前払い分です」

　躊躇ためらうことなく、彼女は言った。












第五章







　俺おれの心はバラ色だった。いいや、ピンク色といっても良いかもしれない。だって沙さ倉くらさんがあんなことやこんなことを。

　沙倉さんは俺を引っ張っていった。ここはサイクリングコースにもなっていて、川の土手を下りると土の部分になる。まだ暑いから、夜になると近所の子供たちなんかここで花火をしているはずだ。

　ちょっと歩くと雑草の生えた繁しげみになっている。沙倉さんはそこに向かっている。

「え……と。あそこになにかあるの？」

「ありません。でも、いいですよね」

　うわあなんて大胆な。

　学校での沙倉さんと違い、なんて積極的なんだ。俺を繁みに引っ張り込んでいる。すっげえ昔の映画で、こんなシーンを観みたことがある。すり切れてボロボロになったビデオテープを東ひがし田だに借りたのだが、そのくたびれ具合にむしろ興奮した。それを今から体験しようなんて。

　冷静に考えてみれば俺は沙倉さんにいいように操られている。色仕掛けにころっといっちまって、骨抜きにされようとしていた。

　だがこれでいいのだ。俺が今まで守っていた純潔はこの日のために。沙倉さんに奪われるためにあるのだ。一生忘れない想い出になると思います。色んな意味で。

　繁みはあまり手入れをしていないのか伸び放題で、俺の身長を優に超えていた。これはすなわち、誰だれからも見られることはないという印である。

　俺の手を引いていた沙倉さんは、立ち止まった。

「……もしかしたら、汚れちゃうかもしれませんね」

　地面はにわか雨の影響で湿っている。座るだけでも土がつくだろう。ましてやこれから上になったり下になったり。

「どうしましょう。止めます？」

　怪しい笑みを浮かべている。俺に訊きいてくるあたりがぞくぞくした。

　もちろん全力で拒否。

「いやいやそんな。沙倉さんとだったら、土の上だろうと木の上だろうと、ビルの屋上だろうと」

「まあ、ナツルさんやらしい」

　うひょひょ。その言葉が耳から入ってきて脳の奥を撫なでた。綺き麗れいな人に言われるとどんな単語でも興奮してしまう。ただし雫しずくを除く。

　沙さ倉くらさんは雑草を踏みつけていた。すぐに理由が分かる。ベッドのようにしているのだ。俺おれと横になるために。

　脳の片隅が手慣れているなあと考えていたが、別にいいじゃないか。一人はベテランがいる方がはかどるんだよ。キャンプだってそうだろう。俺たちはこれから、大人になるためのキャンプインをするのだ。共通点はほとんどないけど。

　すぐに人間が二人、寝転がっても十分なスペースになった。沙倉さんは自分から、そこに横になる。

　両手を伸ばしていた。

「さあどうぞ」

「は……はい」

　俺はよろよろと近寄った。えーっとねこういう場合はどういう順番が正しいんだっけ。服を脱ぬぐのが先か、寝るのが先か。

　他にも分からないことがある。脱ぐ場合、シャツとズボンのどっちが先なのか。それよりも靴下、これどうすんだ。パンツは？












　沙さ倉くらさんは寝転がり、片かた膝ひざを立てていた。あの、中が見えます。

「やだ、そんなこと気にしないでください。すぐに脱ぬいじゃうじゃないですか」

　それはそうなんですけどね。

　にしてもひどく緊張する。温泉で全裸の付き合いをしていたが、あんなの比じゃないくらいだ。ああそういえば、裸で紅あか音ねと掃除用具入れに入っていたっけな。あれもどきどきしたわ。

　俺おれはよたよたと近寄りながら、せめて靴を脱ごうとした。そして失敗。足をもつれさせて、彼女の上に倒れ込む。

「もう、ナツルさんったら」

　沙倉さんは面白そうに喋しやべっていた。

「そんなに興奮しないでください。わたしは逃げませんから」

　彼女の手が、素早く俺の下腹部に移動する。わっ。

「触さわってもいいですか？」

　拒否するのは男じゃない。昔から言うだろう、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥って。この場合は俺が据え膳のような気がするが。

　だがどうしたことか、沙倉さんの腕はそれ以上動かなかった。俺はもう準備完了だというのに。

「あの……」

「どうしようかしら」

　唇をぺろっと舐なめている。

「ナツルさん、わたしを脱がせてくれます？」

「服……を？」

「はい。この娘こ、なにも知らないんですよね。せめて男になにをされるのか、知っておいてほしいから」

　なんだか、まるで他ひ人と事ごとのような台詞せりふだ。どういう意味なんだろう。

　だが俺は、そんな疑問を瞬時に追い出していた。沙倉さんがその気になっているうちに、やるべきことをやらないと。

　震ふるえる指先をなんとかなだめつつ、沙倉さんの胸元に伸ばしていった。

　ボタンに指をかける。やべっ、滑る。いつの間にか手も指も汗だらけだった。

「ああん」

　沙倉さんが甘い声を発した。

「焦らないでください」

「いや、でも……」

「ここを触さわってもいいですよ」

　沙さ倉くらさんが俺おれの手を、自分の胸に導いた。

　柔らかな盛り上がりが、手のひらに染み込んだ。うわ、これはもしや沙倉さんのおっぱい。

　瞬時に俺の頭が煮え立った。憧あこがれの沙倉さんの胸が文字通り手の中に。まるで聖せい剣けんエクスカリバーを手にしたアーサー王の心境だった。俺はイングランドを救うぞ。意味分かんねえや。

「揉もまないんですか？」

「え……ええ!?」

「もう、積極的になってください」

　おずおずと指を動かす。うわあ、おれ、自分の意思でおっぱい揉んでるよ。すげー。

　沙倉さんは俺が手を動かすたびに、あんあんと喘あえいでいた。それがまたとんでもなくエロくて、鼻血が吹き出そうだった。

「ナツルさん……気持ちいいです」

　そ、そうですか。

「でも、服の上からじゃよく分かりません。だから……」

　お任せください。今度こそきちんと脱ぬがせて差し上げましょう。

　俺は手の汗を自分の服で拭ぬぐった。そして今度は一つ一つ、慎重にボタンを外していった。

　ゆっくりシャツを開く。裾すそがスカートにしまい込まれているので、そこも外に出す。

　うわーい、沙倉さんのブラジャーが目の前だ。純白だけど、なんかレースが縫ぬい込こまれていて気品に溢あふれている。雫しずくみたいな女が着ると可憐さがなくなるが、沙倉さんだと大違いだ。

「外してください」

　はい分かりました。えーっと、フロントホックじゃないから、背中に手を回さなきゃならないんだな。

　沙倉さんが背中を浮かす。こういうさりげない仕草が、どうしようもなく俺を興奮させた。

「外したら、舐なめてくださいね」

「ど……どこを」

「もう。女の子にそんなこと言わせるんですか？」

　さっきまで犯せだの殺せだの言っていたはずだが、こうやって恥じらうのもよく似合う。つまり沙さ倉くらさんがやることは、なんでも様になってしまうのだ。

「分かってるくせに」

　分かってますとも。ええ、なんでもします。

　沙倉さんの背中がぷちんと音を立てる。ブラジャーのホックが外れた。あと少しで生のあれが目の前に。

「優しくしてくださいね？」

　経験ないんで、どこまでが優しさなんだかさっぱり分からないんですが、努力しますとも。

　そして全校生憧あこがれの柔やわ肌はだが俺おれの眼前に──

　次の瞬間。

　いきなり沙倉さんが跳はね起きた。片手でブラジャーを押さえ、もう片手を素早く振る。

　拳けん銃じゆうが出現した。リボルバー型で銃身が短い。ただ現実の拳銃とは違うから、装そう塡てん数は無限だ。

　沙倉さんが発砲。俺にではない。俺の背後だ。弾が左側をかすめていく。

「ふざけんな！」

　怒声と共に、背後の繁しげみからも弾が飛んできた。そして弾丸は、沙倉さんの腹部に見事命中した。

「くふっ！」

「沙倉さん!?」

　突然のことに俺は呆ぼう然ぜんとしていたが、そこだけ声が出た。彼女の身体からだは痙けい攣れんしたみたいにバウンドしていた。

「ざまあみろ！　今のは当たったろう」

　繁みから姿を現わしたのは紅あか音ねだった。気弱な彼女じゃなくて、猛犬モードだ。その後ろには雫しずくと水み琴こと。いずれも変身していた。

　紅音は得意満面だったが、俺を見た瞬間に、生ゴミを発見したような顔になっていた。

「よー色男。沙倉と一発やれねえで残念だったな」

「おっ、お前、沙倉さんを……」

「はあ？　なに言ってんだ。おめえを救ってやったんだぞ。色仕掛けに引っかかりそうになりやがって」

　吐き捨てるような口調だった。いや確かに、冷静になってみればこいつの言ってることは正しいんだが。

「いきなり撃つなよ！」

「いきなり撃ったから当たったんだよ！　見ただろ、近づいただけでこいつ気づきやがった。ああでもしねえと、こっちもおめえも危なかったぞ」

　確かに沙さ倉くらさんの反射神経は凄すごかった。俺おれなんか紅あか音ねたちが近づいたのがさっぱり分からなかったのだ。だって頭の中は舐なめることでいっぱいだったし。

「だけどいきなりってのは」

「別にいいですよ。死んでませんから」

　突然、横たわっていた沙倉さんが跳はね起きた。

　誇張でもなんでもなかった。仰あお向むけのまま、背筋をそらす要領で跳ねたのである。そして空中でくるっと回転し、今度は後方に跳びすさった。

　常人離れした身体能力に、さすがにびっくりした。ケンプファーだってここまでしないってのに。

　彼女は腹部を何度かさすっていた。

「いきなり撃つなんて酷ひどいわ。でも、いい判断ね。へたにホールドアップなんてやったら、確実にわたしは反撃したわよ」

「てめえ……なんで生きてやがんだ」

　紅音も銃を構える。












「当たらなかったはずはねえ」

「ええ、当たったわよ。血が出たわ」

　沙さ倉くらさんは拳けん銃じゆうを持っていない手を開いて見せた。うわ、真っ赤。

「でも、わたしが怪け我がしたわけでもないから」

「なにっ」

　いきなり沙倉さんが動き出す。

　片手に日に本ほん刀とうが出現した。前にも見た、剣シユヴエアトと銃ゲヴエアーだ。地面を蹴けり、大ジャンプ。

「ちっ！」

　紅あか音ねが横に跳ぶ。雫しずくと水み琴ことも別方向に走り、半包囲の態勢を取ろうとしていた。ちなみに俺おれは中央にいておろおろしている。

「死ね！」

「甘いわよ」

　紅音と沙倉さんの声が交錯。双方の銃口から火線が伸びた。どっちも寸前で外れ。

　沙倉さんが着地。同時に日本刀を振る。雑草が何本も切断される。そのままの動きで、彼女は片足を支点にしてくるっと旋回。そして水琴に向かって発砲。

　いやその姿の美しいこと。右手に日本刀左手に拳銃。長い髪を浮かせ、目は爛らん々らんと輝いている。ブラウスがはだけているもんだから下着が見え、さらにホックが外れているため時々豊満な胸が剝むき出だしになる。腹部から流れている血も、空中に絵を描いているような綺き麗れいさだ。絵的にたまらん。

　俺は見とれてしまった。おかげで走ってきた紅音に蹴け飛とばされた。

「痛えな！」

「邪魔だぞ間抜け！　死にたいか！」

　現実に戻る。こればかりは紅音が正しい。俺はぽかんとして、沙倉さんの動きを目で追うだけだったんだから。

「てめえも変身しろ！」

「ここで？」

「他のどこでだよ！」

「でもな」

「馬ば鹿か野郎！　沙倉はおめえも遠慮なく殺すぞ！」

「そんなことないですよ」

　沙倉さんは腹の傷を意に介せずに喋しやべっていた。

「でもぼうっとしていたら、巻き添えを食っちゃうかも。わたしは気にしないから」

　ひい、なんて恐ろしいことを。

　その言葉に間違いはなかった。遠慮なく発砲してきたのである。

「うわわわわ」

　俺おれは四つんばいになって逃げ惑った。そこを紅あか音ねがまた蹴け飛とばす。

「だから変身しろってんだろ！　本当に死ぬぞ!?」

　まったくだ。まだ見とれていたときの気分でいる。頭を振って、右腕に力を込める。光に包まれて、女の姿になった。

「楓かえで！」

　雫しずくが怒鳴っていた。注意を引きつけるためだ。

「なあに？」

「私たち全員と戦って、勝てると思ってるの!?」

「思ってるわよ」

　うわ。こりゃまた凄すごい自信だ。ふてぶてしいとかそういうレベルですらない。しかも本当にそうなんじゃないかと思わせるところがとんでもない。

「でも、ここで戦うつもりはなかったんだけど」

　沙さ倉くらさんはちらりと紅音に目をやった。

「野蛮な人がいきなり撃ってきたから」

「最初の一発はおめえじゃねえか！」

　紅音が怒鳴る。

「あたしはあれで確信したぜ。おめえをぶっ殺した方がいいって」

「その判断力は褒めてあげるわ」

　彼女がすっと動く。紅音との距離を詰めると、日に本ほん刀とうを振りかざした。

　銀光がきらめき、雑草が何本も切断される。紅音は後ろに下がって刃やいばを避よけていた。

「あなたは雫ちゃんと違った意味で危険な存在ね。ここで消した方がいいのかも」

　くっと口の端が歪ゆがむ。こういうところも格好いいんだが、やっぱり恐ろしい。

　また日本刀が動く。同時に沙倉さんはダッシュ。距離を詰めて串くし刺ざしにするつもりか。

　だが紅音だってケンプファーだ。そして俺よりずっと闘争心に溢あふれている。

「なめんな！」

　猛犬女は引き金を引く。一回だけじゃない、連続して人差し指を動かしている。フルオートのサブマシンガンみたいに弾が飛びだしていった。

　だが沙倉さんは、その全てをかわした。

「なんだ!?」

「下手ね」

　格闘できるほどの距離に接近。沙さ倉くらさんの身体からだが一瞬沈む。下から伸び上がるように、刀が振られた。

　金属音がして、銃身の先っぽが切断された。

「くそっ！」

　これでは射撃は無理だ。そしてそのまま逃げるのも難しい。沙倉さんのもう片方の手には、リボルバー型の拳けん銃じゆうが用意されているのだ。

「おしまいかしら」

「そうじゃねえよ！」

　紅あか音ねはとっさの行動に出た。武器ではなく、沙倉さんの腹を蹴けったのである。

「くっ！」

　さすがに怪け我がをしている身には応こたえた。身体を二つに折る。その隙すきに、猛犬女は距離を取った。

　彼女はいったん自分の銃を消した。

「ああしないと、使い物にならないのよ」

　いつの間にか、雫しずくが近くで教えてくれた。

「破損した武器はしばらく使えないわ。なくなりはしないけど、直るのを待つしかない」

　そうなんだ。はじめて聞いたことである。俺おれの魔法ツアウバーは武器を手に持つわけじゃないからな。

　沙倉さんが首だけを動かす。

「雫ちゃん、詳しい」

「私だって、壊したことはあるわ……吞のん気きに話している場合じゃないわね」

　彼女も参戦の構え。俺ははっとして、魔法攻撃の準備をしようとした。

「瀬せ能のう君、あなたは攻撃しちゃ駄目」

「なんで!?」

「火事になるわよ」

　ああそうか。ここの雑草に火が点ついたら、あっという間に燃え広がる。炎で明るいなんてものじゃない。下手したら大火災だ。

「大人しくしていて」

　なんかちょっと悔しいが、他に手段がないもんなあ。

　雫が地面を蹴る。こいつの動作はこんなところも優雅だ。

　じゃらりと音がして、鎖つきの短剣が登場。両腕を同時に振った。生き物のように鎖が伸びて、沙さ倉くらさんに突進していく。

　沙倉さんはかわさなかった。そのまま接近するのに任せて、ぎりぎりで叩たたき落とした。

　その動作が凄すごい。一本しかない日に本ほん刀とうで、同時に短剣を二つ落とすのである。早すぎて動きが捕らえられない。

　雫しずくは短剣を引いた。そしてもう一度、今度は両側から攻撃。

　それでも沙倉さんは慌てなかった。

「雫ちゃん、どんな攻撃でも同じよ」

　また叩き落とす。今度はハエにいらついた主婦みたいなせっかちさだった。

「こんなことしかできないなんて、がっかりしちゃう」

　軽けい蔑べつしたような口調。友人に喋しやべってるとは思えない。

　だが慌てないのは雫も同じだった。

「そうでもないわ」

「じゃあん！」

　大声と共に、繁しげみから飛び出したのは水み琴ことだった。

　武器の日本刀を両手に持ち、一直線に沙倉さんへと突き進む。ある程度の距離からダッシュしたらしく、スピードに乗っている。そして沙倉さんは、短剣を迎撃したときの動作のため、体勢が崩れている。

「もらった！」

「……驚いたわ。少しだけ、ね」

　沙倉さんは上半身を捻ひねった。

　それで水琴の切っ先を、すれすれでかわす。だが腕を返せば、そのまま切り裂かれる。

「ふっ」

　彼女は膝ひざを上げて自分の肘ひじとの間に刀身を挟み込んだ。そして力一杯肘を叩きつける。

　水琴の日本刀は金属音と同時に、二つに折れた。

「ありゃっ!?」

　さすが俺おれの幼なじみ殿は危険時の決断力に長たけていて、半分になった刀と共に身体からだを繁みに投げ出した。勢いをつけて転がる。そのため、続いて放たれた沙倉さんの銃弾から逃れることができた。

「すげっ……」

　俺は感かん歎たんしてしまった。数分のうちに、紅あか音ねと水琴を無力化してしまったのである。しかも武器を破壊することによってだ。

「ナツルさん、感心した？」

　沙さ倉くらさんは俺おれに訊きくくらい余裕があった。

「これくらいなら、いつでも見せられます」

「あまり大口を叩たたかない方がいいわよ」

　これは俺ではなく雫しずくだ。彼女はいまだ武器を破壊されてはいない。態度にもおびえは見られなかった。

「負けたらみっともないわ」

「さすが雫ちゃん。雫ちゃんも、自分が負けるなんて考えてないのね」

「こういうのって、気持ちが折れた方から敗北するのよ」

　雫は短剣を構え、攻撃を加えようとしていた。だが。

「待って」

　静止したのは沙倉さんだった。

「このあたりで止めない？」

「あら。命いのち乞ごい？」

「違うわ。ここで決着がついちゃ、うまくないの」

「どういうこと？」

「それに相応しい舞台があるのよ。いい加減、雫ちゃんもこんな茶番、どうにかしたいでしょ」

「……まあね」

　微笑みかける沙倉さん。

「だから、今はこのあたりでおしまい。しばらくしたら、ちゃんと分かるときが来るわ」

「いつ？」

「ナツルさんが知ってる」

　雫の顔が俺に向けられた。とぼけたつもりだったが、うまくいったかどうか。

「じゃあね、雫ちゃん。あなたが囮おとりになって近こん堂どうさんが突っ込んでくる戦法、ちょっと喫きつ驚きようしたわよ」

　沙倉さんは身を翻した。足に力を溜ため、ジャンプ。

「また学校でね。この身体からだは、覚えていないかもしれないけど」

　彼女は謎なぞの言葉だけを残していった。

　わずかに息を吐いて、雫が短剣を消す。ただし、変身は解かない。俺は女の姿から男に戻った。

「よー、終わったようだな」

　紅あか音ねが姿を見せる。その顔は悔しさに満ちていた。こいつは武器をぶっ壊されたのだ。さぞかし無念だろう。しかもそのときの沙さ倉くらさん、格好良かったもんな。

「あのクソアマ、前にやったときより動きがよかったぞ」

「まだ余力がありそうね」

　と雫しずく。紅あか音ねは肩をすくめる。

「たいしたもんだぜ。まあいい、次は殺す」

　こいつもめげない女だ。

　水み琴ことも出てきた。こいつは半分になった刀を振り回していた。

「あーもう、壊れちゃったよ。どうしよう、これ」

「しばらくしまっておけば直るわよ」

「そう？」

　雫の言葉に疑問を抱いたみたいだが、結局彼女は従った。

「沙倉さんって、見かけによらないっていうか、なんか別人みたいだった。声まで変わったみたい」

　そうだっけか。水琴は耳がよくて、音だけでサバンナの水脈を探り当てたことがあるという。象みたいな女だが、その彼女が「変わった」と言うなら、案外そうなのかもしれない。

　雫も同意していた。

「それはあるかもね。楓かえでには違いないんだけど、精神の変化が声に表れているのかも」

「へえ」

　感心したのは俺おれ。こっちは身体からだが変わっても声だけは元のままだからなあ。これってつまり、心には変化がないって意味なのか。

「まあなんでもいいや。それよりも」

　紅音が狂犬病に冒された犬のような瞳ひとみを向けた。

「な、なんだよ」

「てめえ、沙倉となにしてた？」

「いや、なんにも」

　俺は手を振って否定。だがまったく信じてくれない。

「ほう、なんにもしてねえのか。じゃあおめえと沙倉が重なって、あのアマの前がはだけていたってのはどういう理由なんだ？」

「え、えーと……暑かったんじゃ……」

「暑いのに、てめえをオッパイにむしゃぶりつかせていたのか！」

　紅音が怒鳴る。俺は肩をすくめた。銃が壊れていてよかった。さもないと、こいつは躊ちゆう躇ちよせずに発砲していただろう。

「馬ば鹿か言うな、むしゃぶりついてなんかいない！」

「未遂だっただけだろう！　あたしが撃たなきゃ、絶対やってた！」

　そこは否定できない。だって沙さ倉くらさんのオッパイ、柔らかかったんだもん。

　紅あか音ねは見るからに腹を立てていた。水み琴ことは無言だが、怒っているのは分かる。視線が痛いから。やっぱり沙倉さんを脱ぬがせようとしたのがまずかったのか。でも、肝心なことはしてないんだけどなあ。

「腹の立つ野郎だ。あたしの銃ゲヴエアーが無事なら、落っこちた生卵みてえにぐしゃぐしゃにしてるところだ。おい水琴、中途半端な刀でいいから、ぶん殴っちまえ」

「いいわよ」

「ちょっと待った」

　リンチにあうのかと考えた瞬間、雫しずくが遮さえぎった。

「瀬せ能のう君、あなた楓かえでとあんなことするためだけに、ここに来たの？」

「えーと」

「なにか約束とかしなかった？」

　鋭いね。俺おれも思い出した。そうそう、色々と話を聞いたんだった。

　雫は俺の反応で答えを察したようだった。

「でしょうね。じゃあすぐに話して……と言いたいけど」

　彼女は首を動かした。

「ここじゃちょっとね」

　確かに。繁しげみの中だ。ずっと戦闘をしていたのであちこち乱れており、ぼやぼやすると暗くなることも考えられた。

「移動しましょうか。そこで話を聞くわ」

「どこに」

「瀬能君の家」

「俺おれん家ち!?」

　つい大きな声を出してしまった。そりゃ歩いたって行ける距離だが、どうして。

　真っ先に賛成したのは紅音だった。

「いいぜ、こいつの家に行こう。地下室とかねえのか。拷問しても悲鳴が漏れない部屋」

　そんなもんあるか。普通の民家だ馬鹿。

「拷問ならあたしやりたい。トルコの秘密警察を引退したおじいさんから、やり方習ったから」

　水み琴ことが手を上げる。なんて技術持ってんだ。そんなもん俺おれに使う気かよ。

「よしなさい、拷問して喋しやべれなくなったらことだわ」

　なんと雫しずくが止めてくれた。紅あか音ねと水琴は不満そう。

「今は対策を練らないと。内輪で揉もめてる場合じゃないわ。もっとも……」

　冷たい目つきで俺を睨にらむ。

「楓かえでと裸の付き合いをしようとしていたことは、じっくり聞かせてもらうわよ」

　ああ、やっぱり怒るとこいつが一番怖いや。





　　○






　俺たちは河原を離れた。沙さ倉くらさんの姿はどこにもない。あんなに高くジャンプして、誰だれかに目撃される心配とかしないんだろうか。

　そして家へと向かう。当然俺の家。

　いつもなら家に着くとほっとして、鞄かばんを放り投げて大の字に寝っ転がったり、「カエルの真ま似ね」と称して平泳ぎをしたりする。だが今回はそうもいかなかった。だっておっかないのが三人もいるんだもん。

　玄関を開けて自室に向かう。ハラキリトラが驚いていたが、俺は「なにも喋るな。黙ってろ」と言い含めた。これ以上騒がしいのが増えちゃかなわん。

　俺と女三人は、輪になって座った。考えてみたら、俺の家にこうやって集まったのははじめてかもしれない。

　変身を解いているのは俺だけで、あとの三人はまだ戻っていない。水琴の金髪が妙に目立つ。

　俺はとにかくまず、沙倉さんに聞かされたことを大ざっぱに喋った。拷問されたくなかったからな。紅音はいつでも殺してやるという目つきだったし。

　ただし、雫を犯す云うん々ぬんは意図的に伏せた。揉めそうな気がした。

「……なるほどね、だいたい分かったわ」

　そう雫が言った。

「実家に来て欲しいって、珍しいわね。なにか見せるものでもあるのかしら」

「そんなことも言ってた」

「私たちが行ってもいいってことは、よほど自信があるのね。それともそんなに重大なのか……」

　生徒会長様は思考に没頭していた。またこいつは、俺から聞いた情報やらなにやらで、仮説でも立てているんだろう。しかも多方面から。頭のいい人間の特徴の一つである。

　無言になった雫しずくの代わりに、水み琴ことが聞く。

「ねえナツル、沙さ倉くらさんは実家になにかあるとかないとか言ってた？」

「さあ。臓物アニマルのグッズは、あのマンションに置いているんだろうし」

「だよねえ。そういえば沙倉さんって、マンションに両親と住んでいたんじゃなかったの？」

「知らねえよ」

「あたしも知らないのよ。でね、あたし沙倉さんちのマンションに泊まった後、ますみちゃんに聞いたの。そしたらあの娘こも、よく知らないんだって」

「あの娘一年だしな」

「そうじゃなくて、ますみちゃん新聞部でこういう情報に強いのよ。なのに知らないって……そこの家、本当に実家なの？　そもそも沙倉さんに実家あるの？」

　うわ、なんか怖いこと言い出したよ。

　でも考えてみたら、沙倉さんのプライベートもあまり知られていなかった。俺おれは中学のときからの知り合いだが、確かに家庭環境は聞いたことがない。同級生からも噂うわさとして流れてきたことがなかった。

　どうなっているんだろう。沙倉さんは美人で、今はクールでもあるけど、細かいことはなにも知らないのだ。もしかすると、ほとんどの人間が。

「なあ会長……」

　雫が思索を止める。

「なに？」

「幼なじみなんだろ。沙倉さんの両親って見たことあるか」

「それがよく覚えていないのよ。さっきから考えているんだけど、会ったことがあるのかどうかすら分からないわ」

　これは珍しすぎる。雫がこんなことで考え込むなんて見たことがなかった。

　そうなると、悩ましい材料がまた増える。いわば未知のジャングルに踏み込むようなものだ。実家でなにがあるのか、ないのか。俺はご褒ほう美びの受け取りに行くつもりだったんだが。

「わざわざ行く必要ないんじゃない……？」

　と水琴。こいつにしては珍しい。

「もっと慎重になっても」

「いや、でも約束しちまったからなあ」

「ナツル、あんたそれくらい破っちゃいなさいよ」

「一応ほら、沙さ倉くらさんとの約束だから。それにご褒ほう美びも……」

　そこではっとした。女性三人が俺おれをまじまじと眺めている。猛犬モードの紅あか音ねの顔にすら、呆あきれの色が浮かんでいた。

「あなた……この期に及んで、まだ楓かえでのことを気にしてるの？」

　なんだか雫しずくの視線が世界一の馬ば鹿かに向けられているような感じなんだが、気のせいだろうか。

「いいじゃないか」

「よくないわよ。ここにはね、女が三人もいるのよ。なのになんで、楓のことばかり言い続けるの？」

　確かに三人いるけど、別にいいじゃないか。沙倉さんの方がアドバンテージあるんだよ。ご褒美とか、オッパイとか。

　俺はちょっとだけ考えてから言った。

「沙倉さんだから、かな」

「まったく……」

　雫は今度は大げさに、誰だれにでも分かるようにため息をついた。

「もうねえ、はっきり言うわね」

　はっきりってなんだ。

「ナツルは楓のことは諦あきらめなさい」

　うわ、本当にはっきり言いやがった。それは俺がもっとも忌み嫌う台詞せりふのうちの一つだ。他にもあって「明日からテスト」なんてのも呪のろいの言葉とされている。

　しかも雫のやつ、またナツルだよ。ここんとこ名前では呼んでいないと思ってたのに。

「できるかよそんなこと」

「しなきゃ駄目よ。楓は元々、ナツルのことは友達以上に見てなかったわ。中学から知ってはいるけど、それだけ。大勢いる男子部生徒の中の一人よ」

　うわわー。この女どんどん傷つくことを。そんなこと知ってんだよ。沙倉さんは誰にだって優しいけど、それ以上は近づかせてくれなかった。だけど一いち縷るの望みにすがっていたかったの。そして今日望みがかないそうだったの。

　しかしそんな俺の感情を無視して、雫はびしばし指摘を続ける。

「あんなのは楓らしくないわ。単にナツルを仲間に引き込むために、芝居を打っただけよ。踊らされてるだけ」

「やめろおい」

　ひでえ。善良な高校生をいじめるのがそんなに楽しいのか。サド生徒会長め。覚えてろ。

「楓かえでじゃなくて、他に好きになるべき女がいるでしょう」

　なるべきってなんだよ。義務なのか。

「誰だれだよ」

「私」

「……」

　雫しずくは本当にはっきりと告げた。

「楓じゃなくて、私を好きになりなさい」

　俺おれは驚いて、無言になってしまった。

「なあに？」

　なあにじゃねえよ。驚くに決まってるだろ。

　好きになるならないって、個人の意思だろ。それをお前の命令によって好きにならなきゃならんのか。そりゃ雫みたいな美人に言われれば、ころっといっちまう男は多いだろうけど、俺はちょっと違うぞ。

　しかも厄介なことに、俺は沙さ倉くらさんに、雫を好きになって欲しいとお願いされていた。実に複雑だ。どうしよう。

　とか思いつつも、口にしたのはごく普通の言葉だった。

「……なんで？」

「決まってるじゃない」

　この女はまたもはっきり言った。

「私があなたのことが好きだからよ」

　えーと。

　こういうときはどうすればいいんだろうか。気の利いた返事をするべきなんだろうか。

　だが俺より先に水み琴ことが言った。

「ちょっと会長、それどういうこと!?　どさくさ紛まぎれに！」

　まったくだ。なんでそっちに話が転がる。

「沙倉さんへの対策を練るんじゃなかったの!?」

「対策も兼ねているわ。楓はナツルの心を利用しているから、そこを変えさせることも必要でしょう」

「そ、それはそうだけど、なんで次の相手が会長なのよ。他でもいいじゃない」

「他って誰？」

　それは俺も知りたい。

　水琴は視線が集中していることに気がついて、真っ赤になった。それでもたどたどしく続ける。

「その、あたしよ。ナツルはあたしのことを好きになればいいんだわ。だって、あ、あたしもナツルのことが大好きだから……」

　また鋤すきのこと……ではなさそうだ。なんとこいつ、俺おれのことが好きとか言ってるぞ。実は腹話術の人形で、誰だれかに言わされているんじゃないのか。

「ナツルとあたしが付き合っちゃえば、全部解決……」

「解決なら、私と付き合った方が早いわよ」

「会長、邪魔しないで！」

「ああ、もう私とナツルは付き合ってるから、意味ないわね」

「勝手すぎるから！」

　水み琴ことは顔を赤くして雫しずくと言い合っている。俺は慎重に聞いているんだが、話の内容がどう考えても俺のことだ。何な故ぜ。

「ナツルはあたしと付き合うの！」

「無理ね」

「無理ってなによ！」

「無理なものは無理」












　この会話は成り立っているのか。迫力だけは伝わってくる。

「おいこら、待ちやがれ！」

　今度は紅あか音ねがどなり、割り込んだ。銃を出現させて振り回している。危ねえな。銃身が半分しかないが、弾は出るんだろうか。

「どいつもこいつも勝手なことばっか言いやがって。考えてみろ、お前らはこの間抜け面を取りあってんだぞ!?」

　口が悪いにもほどがある。しかも指までさしやがった。

「そんなに必死になることか!?」

「美み嶋しまさんは違うの？」

　冷静に雫しずくは言っている。

「あなたもナツルのことが好きじゃなかった？　一緒に盆踊り行ったんでしょう」

「どっちかってえと、変身前のあたしがご執心なんだ。まああたしも、それなりっちゃあそれなりだが……」

　猛犬女が銃把を握ったまま頭を搔かく。

「だから、会長と水み琴ことを見逃すわけにはいかねえ。どっちも諦あきらめろ」

「冗談でしょう」

「やだよ」

　二人は即座に否定。なんだこれ、ためらいってものが欠片かけらもない。

「乱暴者の美嶋さんが引いた方が、落ち着くわよ」

　と雫。

「馬ば鹿か言え。あたしは葉の裏のテントウムシか、アニメが流れる直前の子供みたいに大人しいぜ」

「異論があるわね。かなり」

「うるせえ。それがどうした」

「私も今さら喋しやべらないわ。どうする？　いっそ三人のうちの誰だれにするか、ナツルに決めてもらう？」

「おい会長、そんなのは不可能だ」

　紅音がいがらっぽい声で言う。いつも思うんだが、この二人の対比は凄すごい。変身後の紅音が火炎放射器みたいに燃えさかっているのに対し、雫は氷のように冷静だ。どう考えても気が合いそうに見えないわけで、実際に対立している。しかし、なんで話題が色っぽいことなんだよ。

「ナツルの馬鹿野郎が自分で決められるわけねえだろうが。こいつは道に落ちてる百円玉も拾えねえ小心者だ」

　ひでえ言いぐさだ。百円ならさすがに拾う。

「小心かどうかは関係ないの。いったん決めてしまえば、あとは私がリードするから」

「はっ。年上の女ってやつぁこれだからよ。ナツルはマゾで小心者のくせに亭主関白タイプだぞ。一番厄介だ」

「亭主を操縦するのも女房の務めでしょう」

　誰だれだよ亭主って。どうしてそんな話になるんだ。

「甘いな。ナツルが外面がいいだけの変態だったらどうするんだ」

「別に構わないわ。痴漢プレイでもＳＭでもなんでもどうぞ」

　雫しずくはさらりと言い放つ。なに言ってやがる。俺おれはそんな性的嗜し好こうはないぞ。極めてノーマルだ。アダルトビデオだって女優ものしか見ない。企画ものは敬遠している。

　紅あか音ねは俺を見て、唾つばを吐きそうな顔をした。

「いや、こいつはもっとキツい趣味だ。女を素っ裸にして縄で縛って、深夜の公園を散歩させるくらいはやりかねねえ。しかもビデオで撮影する」

「それはちょっと厳しいわね」

　雫が少しだけためらいを見せた。

「ま、でもいいわ。うちの近所に公園があるけど、夜はほとんど人がいなくて静かよ。プレイにはもってこいね」

「会長。お前、実はＭなのか？」

「好きな人の希望に応こたえるのは当然じゃない？」

「ナツルは筋金入りの変態だぞ。会長が恥ずかしがって身もだえするところを見て喜ぶタイプだ」

「羞しゆう恥ち心しんで顔を赤くする練習をしておこうかしら」

「犬みたいに四つんばいにされて歩かされたらどうすんだ。こいつはそこらへんに小便しろとか命令するぞ」

「ナツルは年上を従わせたい願望があるのね」

「こら、待て！」

　たまらず俺は口を出した。なんて会話だ。色っぽいだけじゃなくて俺を変態に仕立てあげやがった。

「人をなんだと思ってんだ」

「こっちの台詞せりふだよ。お前はとことん変態だな」

　紅音がさげすむように言った。

「お前がでっち上げたんだろうが！」

「気持ちを代弁しただけだよ。男ってやつは、マゾでもどこかで女より優位に立ちたがるからな」

「勝手に決めてんじゃねえよ！」

　ろくなこと言わない。こんなところを他の人間に聞かれたらどうするんだ。東ひがし田だやますみなんか、嬉き々きとして言いふらすぞ。外が歩けなくなるじゃねえか。自室でよかったよ。

「あーでも、ナツルってそっちっぽいなあ」

　これは水み琴ことだ。なんてことを。

「幼稚園のときも。鬼ごっこで捕まえた女の子たちを、紐ひもで縛って逃げられないようにしてたもん」

「ありゃお前がやれって言ってたんだろ！」

「えー、でもナツルは楽しそうだった」

　小さいころの気持ちなんて、そうそう覚えていないぞ。

　聞いていた紅あか音ねが口を挟んだ。

「生まれついでの変態か。最悪だ」

「仮にそんな趣味あったとしても、他人に強要なんかしねえよ」

「いいや、お前ならする。変態ってのはそういうもんだ」

「ああ、無意識のうちに趣味を押しつけるのは、よくある話ね」

「だろ。きっと毎晩頭の中で、女を脱ぬがしているぞ。そうしているうちに、現実と妄想の区別がつかなくなってくるんだ」

「危険ね。早く現実で脱がせばいいのに。そういえば、楓かえでを脱がそうとしたわね。私にしておきなさい」

　雫しずくが応じていた。なにお前ら。本当は仲がいいんじゃないのか。

　俺おれはたまらず反論した。

「だから、俺を変態にすんなよ」

「どんな趣味でも受け入れるって言ってるでしょう」

　と雫。俺じゃなくて他の男に言えよ。

「ナツルが望むなら、希望に応こたえるわ。年下ってことがストレスになるなら、どこかで解消させてあげないと」

「いや、あのな……」

「それともナツルは、男なのにそういう趣味は持ってないの？」

「持ってねえよ」

　何な故ぜか雫しずくは眉まゆを顰しかめた。

「少しくらいはあった方がいいんじゃない？」

「そんな義理はねえよ！」

「なんだ、会長もそっちの趣味を持ってんのか？」

　意外そうに紅あか音ねが言う。確かに本当にそうなら意外だよな。

「ないけれど、知らない世界のことは知ってみたいわね」

「好奇心旺おう盛せいだな。本でもビデオでも見ればいいじゃねえか」

「実体験は貴重なのよ」

「ＳＭや露出だぞ。会長処女だろ。初体験がそんなんでどうすんだよ」

「自慢になるかもよ」

　なるのかよ。俺おれなら自慢じゃなくて、間違いなくトラウマになる。そして東ひがし田だあたりに笑われて不登校になる。この女はどこまで精神が頑強なんだ。

　紅音はぼりぼり頭を搔かいていた。

「会長もナツルも、普通ってことを知らねえのか」

「美み嶋しまさんの台詞せりふとも思えないわね。はじめてが屋外でも、それはそれでいいんじゃないかしら」

「オープンだな。もっと普通に、どっちかの部屋で初体験ってのが普通の流れじゃねえか。あたしの願望はそうだぞ」

「あら少女趣味ね」

「みんなそうだろうが」

「あなたのことだから、廃屋や戦場だと思っていたわ。泥が似合うわよ」

「変身前のあたしの願望だよ。別に間違っているとも思えねえ」

「生徒会の副会長は社長令嬢でお嬢様だけど、乱交パーティーに興味持ってるわね」

　どういうことだ。生徒会は変態の集まりなのか。

　しかしこいつらの会話を聞いていると頭が痛くなる。女の下ネタトークはあからさまと聞くが、男の前でやんなよ。慎みとかあるだろ。

　まあでも、こいつらは慎みなんて単語、聞いたことないんだろうな。猛犬女に冷徹悪魔だ。だけどこっちはそうじゃない。礼儀正しく大人しいという日に本ほん人じん評は、俺が支えるのだ。

「それよりも沙さ倉くらさんのことだよ。その話をしていたんだろ」

　俺は強引に話を戻そうとした。こっちはこっちで重要なのである。

「沙倉さんは白のケンプファーも集めるようなことを言ってたんだ。実家になにが……」

「なんだ？　白い連中ともやりてえのか。お前、猿だな」

「どうしてそうなるんだよ！」

　駄目だ。この話題から離れたいのに、どうしてもそっちに流れてしまう。話術ではとても勝てない。わざとやってるんだろうか。

　雫しずくはしょうがないわね、と言いたげだった。

「男の子の浮気願望くらい、許してあげなさい」

「冗談じゃねえ。あたしはナメられるのが一番ムカつくんだ。男が浮気したらぶっ殺す。ナツルだろうとただじゃおかねえ」

　いきなり紅あか音ねの手の中に銃が出現した。しかも先端を俺おれに向ける。うおっ、危ねえ。

　雫は呆あきれているが止めない。

「乱暴ね」

「ほっとけ。へらへらしてなにも決めねえこいつが悪いんだ。やいナツル、はっきりしろ。あたしと会長のどっちがいいんだ」

「なんでそんな話になるんだよ！」

「うるせえ、決めやがれ！」

　また銃口を向けた。しかも額にだ。壊れている銃だと思うんだが、引き金には当然のように指がかかっている。危ないなんてもんじゃない。

「馬ば鹿か止めろ、殺す気か」

「今すぐ撃ったっていいんだぞ。確か前に、あたしのことが好みのタイプだって言ってたな」

「えーと……」

「言ったはずだ！」

　人差し指に力がこもる。俺は何度も頷うなずいた。

「言った言った。言ったよ！」

「ようし。てことは、あたしを選ぶんだな」

「……え」

「決めたぞ。拒否したら殺す」

　それから猛犬女は、雫に向かって誇らしげな顔になった。

「どうだ変態会長。ナツルはあたしのもんだ」

「そうなの」

　雫は平然としてまったく動じていない。これはこれでおかしい。

　紅音も同じことを考えていたようで、不審そうな顔になっていた。

「あんた神経ないのか？」

「ねえナツル」

　紅あか音ねの疑問には返事をせず、雫しずくはこちらを見る。

「あなた、図書館の屋上で楓かえでと会っていたわよね」

　なんで知ってんだ。水み琴ことが「なによそれは!?」と叫んでいるが、構っていられない。

「まあ……」

「その時、楓に、三さん郷ごう雫とくっつけって言われたんじゃないの？」

「なんだそりゃ!?」

　大声を出したのは、俺おれではなく紅音だった。

「おいナツル、てめえあのクソ女になに吹き込まれたんだ!?」

　クソ女とは沙さ倉くらさんのことだ。実に罰当たりな発言だが、今はそっちを追及している余裕がない。

　慌てて手を振り、落ち着けと言う。

「なんかそう言われたんだよ！」

「そういやあ、おめえが帰り道に乳繰り合う前、なにか話をしていたんだってな。このことか」

「……そう」

　俺はそこのところも説明した。こうなったら仕方ない。沙倉さんの台詞せりふもなるべく忠実に再現する。

「やっぱりか！」

　紅音の目が吊つり上あがり、瞳どう孔こうが燃え上がった。

「狂ってるのか！　このウルトラ間抜け野郎！」

「言葉を選べよ！」

「敵の親玉とお話しして、雫を犯すなんてのが信じられねえんだよ！　てめえの頭はお花畑か！」

「だって沙倉さんに誘われたから……」

　そこから先を喋しやべることができなかった。急に日に本ほん刀とうが突き出されたのだ。

　水琴まで怒っている。半分に欠けている武器なのだが、俺に突きつけられればどうだっていいらしい。

「子供みたいな言い訳をしてるんじゃないの！　あたしにも殺されたいのね、その根性は褒めてあげる！」

「待て！　どうしてそうなる！」

「そういえば沙さ倉くらさんのことが格好いいとか言ってたわね。あたしは格好良くないってこと。ますます殺したくなった」

「そんなこと言ってねえから！」

　声がうわずってくる。水み琴こと相手にも後手に回ってしまった。得意な人はいないと思うが、俺おれは怒っている女は苦手である。

　そして紅あか音ねは、まだ壊れた武器を突きつけていた。

「言ったと同じなんだよ。いいか、てめえのケツに、も一つ穴開けて、それから頭とタマを吹っ飛ばしてやる。地獄で閻えん魔まにカマでも掘られ……」

「よしなさい」

　雫しずくが遮さえぎった。

「私の彼氏を勝手に殺さないでくれるかしら」

「またそれかよ」

　紅音の怒りの矛先が変わった。

「いつ会長の男になったんだ」

「ずっと前からよ」

「そのわりにゃあ、沙倉が、ナツルに犯すよう頼んでるな」

「別に乱暴なことをしなくても、ナツルのものでいいのに」

　よかないだろ。そりゃ雫とくっつけなんて言われたが、実行するかどうかは話が別となる。前に一度押し倒してしまったが、おかげでそのことにブレーキがかかってしまったくらいだ。なんども言うが俺は本来沙倉さんそのものがだな。

　しかしこんな言い訳、紅音は聞いてくれるんだろうか。聞くだけ聞いて、おもむろに発砲するのが一番ありそうなパターンである。

　事態がやや落ち着いた。雫が見計らったように口を開く。

「変身を解きましょう。ケンプファーのままで言い合っていたら、いずれ死人が出るわ」

　全員同感だった。俺はすでに男の姿なので、女性三人が元に戻った。

　エントロピーがむやみに上昇していた室内だったが、これを機に低下していった。

「さて、話をまとめましょうか。楓かえでが自分の家に来るよう、ナツルを誘っているわけね」

「呼び捨てにするの止めて欲しいんだけど」

「止めない。ナツルは楓の申し出を受けるつもり？」

「まあな」

　約束したっていうか、正確にはなにかが呼んでいる気がしてるのだ。なんだか分からないが、いかなきゃいけない気が。ずっと前ハラキリトラだったかに、「ケンプファーは一か所に固まる傾向にある」と言われたことがある。ひょっとしたら、向こうにもまた別のケンプファーがいるのかもしれない。

「どうするつもり？」

「何人で来てもいいって言ってた」

「じゃあ私たちも行くことでいいわね」

「え、あたしたちも!?」

　水み琴ことが自分自身を指さす。

「そうよ」

「みんなでサボった方がいいって。てっとり早いじゃん」

「そうじゃないかもしれないわよ。それにもしナツルだけが行くことになって、楓かえでに無理矢理ご褒ほう美びってものを渡されたらどうするの？」

「……行く」

　水琴は承知した。どうあっても、俺おれに沙さ倉くらさんのご褒美を受け取らせないつもりらしい。

　むむ。仲間が増えるのは心強いが、残念な面もある。理想を言えば、俺がご褒美を味わっている間、戦闘もなにも起こらないといいんだが。

　俺はここで大人の階段を上って、世の男子高校生に差をつけたいという欲望を、まだ保持していた。

「なにを考えているのかしら」

　と雫しずく。

「どうせスケベなことだよ。顔見れば分かる」

　水琴が言った。でまかせだと思うが、ひょっとして本当に分かるんじゃないだろうな。サイの顔つきから、密猟者のやり口を推察する女だ。

「……また楓のことを考えていた？」

　これは雫である。ぎくっ。どうしてこう見抜くのが早いのだ。

　生徒会長はいまさらため息も出ない、といった風情だった。

「こんなことがあっても、あなたの中では楓がまだ一番なの？」

「二番以下に落ちたことがないんだよ」

　これは正直な答えである。あの人トップ。

「ずっと沙倉さんのことを言い続けていたって、知ってるだろ」

「じゃあ私は何番目になるのかしら」

　答えた方がいいのか、それ。

「ま、いずれ一番になるけど」

　うわ。もうここまでふてぶてしいと、さすがとしか言い様がないな。

　水み琴ことも呆あきれ半分で聞いている。こいつも自信とかふてぶてしさを持っているが、もっぱらサバイバル方面に発揮されているから、雫しずくに感心したのかもしれない。

　これらのことを紅あか音ねはじっと聞いていた。猛犬の反動なのか、元に戻るとしばらく大人しくしていることが結構ある。

「あ……あの、ナツルさん」

　彼女はおずおずと口を挟んだ。

「沙さ倉くらさんの話ですけど……」

「話せることは全部話したよ」

「その……実家って、どこにあるんですか？」

「えーっと、神か奈な川がわ県だって言ってたな」

　沙倉さんの台詞せりふを思い出しながら喋しやべる。

「山の方らしいけど。住所は、ええっと」

　聞いた地名を話した。多分間違ってない。

「そうなんですか……あ、あのですね」

　紅音は何な故ぜか喋るたびにつっかえていた。












「あ、あたしの両親と会ってくれるって約束したじゃないですか」

「んー……まあ」

「引っかかる返事ですね……本当は今日にでも会って欲しかったのに……。その、あたしの家なんですけれど、言ったかどうか覚えていないんですが、あたしも一人暮らしなんです」

　それは初耳だった。水み琴ことも驚いている。噂うわさに強いこいつも知らないみたいだから、ほとんど人に喋しやべってないんだろう。

「それでその、実家が神か奈な川がわ県なんです」

「……え」

「沙さ倉くらさんちとほとんど同じところ、です」

　彼女は小さいながらはっきりと喋った。

　俺おれたちはびっくりして彼女のことを見つめていた。

　このときから、様々な流れの川は、奇妙な形で一本にまとまろうとしていた。だがまだ俺たちは、そのことに気づいていなかった。





あとがき







　築つき地じです。ケンプファーの新作でございます。⑨巻。ちなみに前回の⑧巻は、「はちとにぶんのいちかん」と読みます。今回はちゃんと「きゅうかん」です。そして次巻は⑨。「きゅうとにぶんのいちかん」です。あらかじめ予告。そして連続刊行。まあ凄すごい。クライマックスに向けて爆走中です。




　さて、「けんぷファー」で一番人気が雫しずくなのは前にも言った通りですが、私自身は水琴が好きです。ああいうむやみに生きる力に溢あふれている人間は尊敬してしまいます。あとお気に入りはモブキャラ。つまり委員長さんたちや東ひがし田だのような脇わき役やくです。

　脇役にはたいした役割を割り当てていません。なにしろ脇役なもので。なので作中でも好き勝手喋しやべらせているのですが、これがまあ楽しい。一斉に喋らせるときは、台詞せりふ一つ一つに変化をつけるんですけど、考える作業が苦にならないくらいです。

　ストーリーに深くコミットさせる必要がなく、登場シーンもそれほど多くないので、逆になんでもやらせることができる。なので常識はずれなことを嬉き々きとしてやらせています。「一般的価値観からはずれているのに彼らの中では正しい」みたいな行動が、私はわりと好きなのです。それが人としてのモラルを踏み外す方向に行くと冗談にならないのですが、あり得ないくらい馬ば鹿かなことなので、まあいいかなと。

　これが渋い大人の男や渋い大人の女だと、馬鹿なことを延々やらせることができないので、ちとつらい。どこかで正気に返らせないと、ちょっともちません。やはり学園ものという、同年代の人間が集合している舞台だからこそ、できるのだと思います。

　私の作る脇わき役やくは「常識と欲望だったら欲望を選ぶ」人間ばかりです。だって楽しいんだもん。男子部二年四組も女子部二年四組もこんな連中ばかりで、私にとって理想的な環境です。こいつら一人一人の性格を考えていると、時間がすぐに過ぎてしまいます。しかも二クラス分ありますから。

　ただここまで脇役を変な奴らにしてしまうと、主人公はどうしてもマトモになってしまいます。現実世界との橋渡し役を担ってもらう必要があるのです。ナツルが地の文でぶつくさ言ってるのは、こんなところにも理由があったりします。

　今回はページ数に余裕がないので、わりとまともなことを語ったと思いつつも、ここで終わってしまいます。





二〇〇九年一月




築つき地じ俊とし彦ひこ


















　著者

　築地俊彦（つきじ・としひこ）

　　３月生まれ。東京都出身。テープルトークＲＰＧ、メイルゲーム制作会社を経て専業作家に。メジャーデビューは『ガルハド戦記』（ログアウト誌掲載）。著作に『ライトセイバーズ』シリーズ、『まぶらほ』シリーズ（以上富士見ファンタジア文庫）、『ときむすび』『戦嬢の交響曲』シリーズ（以上ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ　ぶるう』シリーズ、等多数。




　イラストレーター

　せんむ

　　ＰＳＰを初めて買いました新しい奴です。

　　四半世紀経っていまだに垢抜けない僕も

　　これで今風にモンスターハンターだと思いきや

　　「勇者のくせになまいきだ」を買い

　　ひたすら土を掘り勇者を根絶やしにしようと

　　やっきになっています。ＰＳＰってたーのしー。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／せんむ

　　装丁／blue











けんぷファー⑨








築地俊彦





[image: ]





2012年4月2日　発行





(C)Toshihiko Tsukiji 2009





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『けんぷファー⑨』

2009年2月20日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く　平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













cover.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		もくじ


    		第１章


    		第２章


    		第３章


    		第４章


    		第５章


    		奥付


  





images/00020.jpeg





images/00021.jpeg
AT

BOOK>~WALKER





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg
9
[HANDNINYX] 7
h
0
O i\

p A






images/00010.jpeg
[HANOQ00HH]






images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
[URNDINYTRA]






images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
[T





images/00003.gif





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
[RAIRNS-D46]






images/00009.jpeg





